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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　「人の子よ


　　弱く儚はかない者どもよ

　　いま心して聞くがよい




　　この天地に神魔あり

　　五妖一〇八位階からなる列を有し

　　聖にして魔の力を持つ




　　人の子よ

　　持たざる愚おろかな者どもよ

　　いま心して成すがよい




　　一〇八位階の連なりに

　　正にして邪の業わざを掲げよ

　　導みちびき治め理ことわりを捧ささげよ」










　　───その業を魔ま操そうという










アリステア聖伝





















　ひどくひどく、寒かった。

　指先がすっかり冷え切り、もう何も握れそうにない。

　ひどくひどく、赤かった。

　近くに転がる短剣も、投げ出したままの手足も、遙はるか彼方かなたの地平線さえも。




　───ああ、俺、死ぬんだな。




　ひっそりと彼は思う。

　多くの人に死をもたらしてきたが、己が死ぬのはもちろん初めてだ。




　───思いの外ほか、イヤなもんだなあ。




　路ろ傍ぼうに倒れ伏し、誰にも看み取とられぬまま命を落とす。そんな未来はとっくに想像できていた。そういう覚悟もきっちり持っていた。

　けれど、自身が瓦が解かいしていく、この感触ときたら。さっきまで四し肢しに刻まれていた痛みが消きえ失うせ、呼吸が低く細くなっていく。鳴なり止やまぬ耳みみ障ざわりな音は自分の鼓こ動どうか、それとも追っ手たちの絶叫か。

　ゆっくりゆっくりと、赤から黒へと転じていく視界。すべてが闇やみに包まれたなら、それが終わり。本当の終末なのだろう。

　自ら瞼まぶたを閉じようか。それとも、このまま漆しつ黒こくに浸食されるに任せようか。

　束つかの間ま、彼が迷ったときだった。

　かすかな羽ばたきがした。閉ざされつつある意識の傍かたわらで。

　ゆるゆると彼は視線を巡らす。ほんの一サスメートルほど先で、薄紫の小鳥がこちらをみつめている。七つの年から大事に育ててきた、彼の小鳥。鳥の足には銀の足輪が光り、同じ色の鎖くさりが自分の荷物に繋つながれている。いつもは自由に放していたのに、今日に限って鎖をつけたままだった。鳴きも歌いもしない出来損ないの鳥ではあったが、このまま放っておくわけにはいかない。




　───俺が死んだら、こいつもたぶん……。




　ようやく思い至り、彼は肩を大きく震わせた。意志の力で肘ひじを立て、這はいずるように手を伸ばす。体中の力を冷え切った指先へと集め、覚おぼ束つかぬまま鎖を握った。せめて、小鳥を解き放たなくては。彼の手からしか餌えさをついばまぬこの鳥が、野生の空で生きていけるかは判わからない。けれど、このままでは間違いなく道連れになってしまうだけ。

　まさしく最期の力を振り絞り、細い鎖を引きちぎった、その瞬間。

「ひとり逝いくでない、我が君よ」

　鳴かないはずの小鳥が言った。

「死にたくないと申すがよい。ひとりでは逝かぬと申すのじゃ」

　ありえない、その言葉。

　しかし、小鳥の囁ささやきはまだ続く。透き通る少女の声で。

「最上の契約を……世にひとつきりの約束を、どうか今すぐ私におくれ。それさえ得たなら、すべてを滅めつしてみせようぞ」

　歌わぬ小鳥はそう謳うたう。彼の敵を、仇かたきを、世界中の何もかも───この世そのものですら、きっとこの手で滅し尽くしてくれようぞ、と。

「だから……ずっとずっと一緒にいたいと申しておくれ」

　ありえない、その哀願。

　けれど、耳を疑う暇いとますら、彼にはなかった。

　もはや動かぬ舌を震わせ、吐息すれすれの言葉をかそけく吐き出す。




「……ずっ、と……いっしょ、に……」




　それを合図に。




　雷鳴が疾はしった。

　天地を切り裂き、世界を照らし。
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　いまや、『星せい紺こんの塔とう』でヨシュア・バレクを知らぬ者はない。

　大陸一の教育機関で、とにもかくにも彼は目立っていた。

　まず、その容姿。

　体格はいささか細めではあるが、まあ平均的。顔立ちもやはりそこそこ程度。しかし、このあたりでは珍めずらしく髪が紅あかい。陽光に透すけるとなんとなく赤く見えるとか、そうは言っても明るい茶寄りとか、そんな生やさしい色合いではない。貴婦人の宝玉や花園の薔ば薇らにも張り合える、正真正銘にして徹てつ頭とう徹てつ尾びの真っ赤っ赤。ド真紅だった。

　それと、年齢。

　一二かそこらで入学する者が大部分という中で、彼だけが一六歳。ヒヨコの群れの中に、羽根の換かわり始はじめた若鳥が一羽だけ混じっているようなもの。浮かない方がおかしい。

　そして、何より。

「ヨシュア・バレク～っ」

　今日も彼の名を悲鳴に換えて、女おんな導どう師しは床へとくずおれた。

「どうしてそうなの？　何度教えたら出来るようになるの？」

　長衣の袖そでに顔を埋め、彼女はさめざめと訴える。

「も、もしかして、嫌がらせ？　私の教育方針に何か不満があるとでも？」

「とんでもありません、マルタ導師」

　必死の形ぎよう相そうでヨシュアは抗こう弁べんした。

「僕は僕なりに、導師の教えを忠実に守っているつもりです」

　その右手には半月を描く細い短剣が握られ、左手の甲には小さな切り傷が数カ所作られている。治ち療りよう魔ま操そうで簡単に治せるとは言え、そこだけ見るとたいそう危ない構図、キレる一〇代の現場拝見といった風情だった。が、これはこれで歴れつきとした理由がある。

「いいこと、バレク君」

　ビスビスと鼻を鳴らしながら、女導師は続ける。ヨシュアを見上げるその顔には無数の模様がうっすら浮き出ていた。入いれ墨ずみに似たこの模様こそが、彼女が力ある神官の一人である印。だが、ひっきりなしに流れる涙のせいで威い厳げんはすっかり半減してしまっている。

「この世の人間に魔法や妖術を使える者はいない。使えるのは、神魔の類たぐいだけ。その彼らを喚よび出だし操あやつってこそ、神官として認められるのよ」

　それは、修道生の基礎の基礎。入学一週間もすれば全員が骨の髄ずいまで染み込まされる大原則だった。

　何を今更というように、周囲の修道生たちは顔をしかめる。が、ヨシュアだけは繰くり言ごとじみた導師の言葉をごくごく真ま面じ目めに拝はい聴ちよう賜たまわっていた。この場面で反抗的に振る舞って、得になることなど何一つない。

「大物でなくていいの、三桁けたのちょぼい神魔でいいの、ひとつも無理しなくていいの……」

　ほとんど取とり縋すがるかのように、女導師は言いい募つのる。

「とにかく何か操ってみせて！」

「はい、導師」

　ヨシュアは素直に頷うなずき、練習場の中央へと進み出た。見上げると、雲はなく太陽がただただ眩まぶしい。自然石を四角く加工し精せい緻ちな計算の下に円形に組み上げたその場は、修道生が魔操技術を磨みがくためにと作られた施設である。しかし、誰もが闘とう技ぎ場じようを連想する形状をしていた。

　ごうごうと風が吹いている。

　オアシスのただ中にある『星紺の塔』だが、砂漠は城じよう壁へきのすぐ向こう。巻き上げられた砂が修道生たちの視界を束つかの間ま、覆おおい尽つくす。

　その間に、準備は完了していた。

　ヨシュアの右側には両刃の剣が深々と地に刺さり、左手にはその背ほどもある戟げきが、これもまた大地から生はえ聳そびえていた。どちらも彼が手を伸ばせば、すぐ握り引き抜けるほどの距離。柄つかには彼の属性である火の印が刻まれ、深緑の房飾りが風に激しく靡なびいていた。

　二つの武器の間に、ヨシュアは立つ。血ち塗ぬられた門扉の狭間はざまで敵を遮さえぎる、悲壮な拳けん闘とう士しのような面おも持もちで。白い長衣と緑の肩布タリートが翻ひるがえった。体に帯びているのは、先の短剣一本きりだ。

「まっ、まず、魔操の手順を復唱なさい、バレク君！」

　半泣きの導師が声をつまらせて叫んだ。

「一、自分の血を銀冠ターラーに与える。これは神魔への贄にえ、召喚の代償となる。一、正しき言葉ダーバールを紡ぎ、神魔へ呼びかける。一言一句も違たがえてはならない。一、神魔がまかり越したなら、その名と位階を必ず確かめる。名乗らぬ神魔は従わぬ神魔であるので、守護武器を用いて立ちどころに滅めつするか、己の命を与えてでも早急に送還せよ。一、神魔への命令は厳密かつ具体的に成せ。彼に人の常識や概念はないとゆめゆめ忘れてはならぬ」

　淡々と答える彼に、導師のテンションは留とどまるところを知らない。

「よし、間違ってない。間違ってないわ！　理論はばっちりのはずよ、頑がん張ばれ、バレクくぅぅぅん！」

　金切り声の命令に、ヨシュアは右手にした短剣を掲げた。鋭い切っ先を自分の左の甲へと当て、軽く刺し込む。つぷ、と、皮ひ膚ふが小さく破れ、血玉が浮かび上がった。

「我は導くアニ・ラーダー」

　その左手で固く拳を作り、額ひたいに……いや、そこに輝く銀の飾りへとそっと当てる。流れ出たわずかな血が額飾りを伝わっていく。

「五妖一〇八位階の神魔に奉たてまつる。我は天地の官、世の仕組みを識しり行う者」

　言葉を進めるうち、ヨシュアはゆっくりと左の指を開いていった。何もなかった掌てのひらの中心に、小さな光がぽつりと宿る。

「捧ささげよ、その身を。掲げよ、聖にして魔なる力。我が贄に応こたえ、我が望みに答えよ」

　少年の左手がいっそう輝きを増す。それを中心に、天空いっぱいに紋が浮かび上がった。波と飛沫しぶきを絡めた意匠、青白く描かれたそれを、人は水妖の紋と呼ぶ。ヨシュアが喚び出そうとしているのは水の神魔らしい。




　───応。




　かすかな声が響いた。女のようでもあり男のようでもある、不ふ思し議ぎな響き。導師が大きく鼻をすすり、同級生たちが歓声を上げた。

　今度こそ。

　今この時こそ、ヨシュア・バレクの魔操が完成する……かも、しれない。

　目ま映ばゆい光と紋を裂いて、小さな影が飛び出してくる。人の指先ほどしかない魚だった。

「我を喚んだか、天地の官よ」

　重々しい声が、いらえする。

　食卓でさえろくに役目を果たせそうもないサイズではあったが、それは確かに神魔であったようだ。一瞬ごとに鱗うろこが虹色に変わり、宙で大きく身を翻す。

「我はヨシュア。ヨシュア・バレク。我に従い、疾とく名乗られよ」

　訊たずねる声に、ギャラリーたちの方が息を呑のむ。

　返答が得られなければ、ヨシュアの魔操はそこで失敗。後は神魔を送還するのに終始することになる。手順通りに返せればいいが、頑強に拒まれたら、二つの武器を使ってすぐさま神魔を滅するか、もしくは自分の首を刎はね飛とばし更なる代償として差し出すしかない。

「我は水妖位階一〇六位、溶魚のトレム……」

　緊きん張ちようした空気をかすかに震わせ、魚は名乗った。あたりを安あん堵どが包む。ヨシュアの肩からも力が抜けた。

　が。

　魚はアンバランスなほど大きな目で彼をみつめると、

「こりゃあかん」

　それだけ呟いて消えてしまった。一瞬の躊ちゆう躇ちよも一片の名残なごりもなく。




　しぃぃぃぃぃぃん……。




　後には、呆ぼう然ぜんと佇たたずむヨシュアと、言葉を失う同級生たちと、いっそう激しく泣き出した女導師が取り残された。

「あああああああ、もう無理ぃ！　絶対、無理！　入学三カ月もして位階一〇〇位以下の神魔も喚び出せないんじゃ、きっと下級神官すら務まらないわぁ～っ！」

　失敗した本人より悲痛な声で、導師は泣き叫んだ。

　えらい言われようだと、ヨシュアは小さく息をつく。

　血がじんわりと左手の甲で滲にじんでいた。いまの水妖に命じて治療魔操を使って止めようと思っていたのに、またよけいな傷を増やすだけだった。その上、お仕着せの長衣の下、素肌の胸でカタカタと首飾りがひっきりなしに震えてやかましいことこの上ない。

　そう。

　ヨシュア・バレクが『星紺の塔』で名を轟とどろかせた、最後の理由。

　彼は、びっくりするほど魔操が出来なかった。この大陸この時代の神官の必須事項、初歩の初歩であるにも拘かかわらず。

「どうするの、どうしたらいいのぉっ？　魔操ができないのに神官を目指すっていうのはね、小麦粉こねられないのにパン屋さんになろうとか、魚触れないのに漁師になろうっていうレベルよ？」

「おっしゃる通りです、導師」

「な、なら、そんな落ち着いてないで少しは嘆なげきなさいよう！　そして、その悲しみを力に変えて、次こそきっと魔操を完成させて。あなただってね、入塔試験に通ったんだから素質はあるはずなの。とことん追いつめられ己を高めれば、稀まれなる力が内側から爆発とかするはずなのう！　ええ、そうよ、君はなぜ全力を尽くさないのか!?」

　そんなアホな。

　三文青春小説の一節みたいな先せん達だつの主張に、ヨシュアは困り果て立ち尽くす。これでも自分なりにベストは尽くしているつもりだというのに。

「そんなにお嘆きにならないで下さいませ、マルタ導師」

　困惑の劣等生と悲嘆の導師の前に、一人の少女が抜け出てきた。ふわふわとした金色の髪かみに青い瞳。年は一〇を三つ四つ越したばかりだろう。ほっそりとした白い手足が頼りなく映る。

　しかし。

「導師の教育方針もその方法もなんら間違っておりません。よろしければ、その証しよう拠こをわたしがこれからお目にかけます」

　その口調、その態度は堂に入ったもの。淡い唇くちびるを吊り上げる様は、いっそ獰どう猛もうと言っていい。

「まあ、ティエル」

　感かん極きわまったというように、導師は声を震わせた。

「よろしいですよ、よろしいですとも」

「ありがとうございます」

　にっこりと微笑ほほえんで、ティエルと呼ばれた少女は左手を高く掲げる。短剣は使わず、無傷のままの甲を額飾りにぴたりと当てた。威い嚇かくするような武器も、彼女は特に求めなかった。まるで、散歩のついでといった風情で眼まな差ざしを宙へと放つ。

「我は導くアニ・ラーダー」

　朗ほがらかで高い声が、凜りんとあたりに響いた。

「五妖一〇八位階の神魔に奉る。我は天地の官、世の仕組みを識り行う者」

　言葉を重ねるにつれ、ティエルの手が静かに開かれていった。そこまではヨシュアとさして変わらない。

　けれど、劇的な変化が彼女の身に起き始めていた。

「捧げよ、その身を。掲げよ、聖にして魔なる力。我が声に応え、我が望みに答えよ」

　ほっそりとした首に鮮やかな朱赤が這はった。女導師のものよりずっと小さいが、繊せん細さいなレースを幾いく重えにも織り込んだような実に美しい模様である。

「契約印だ！」

「ティエルのやつ、贄を差し出さなくても神魔が喚べるんだ？」

「すごい、まだ魔操を習い出して三カ月しかたってないのに」

　周囲の修道生たちがざわめく。ヨシュアも大きく息を呑み、ティエルの魔操が完成する様を見守った。




　───応。




　密ひそやかな返答と共に、ティエルの頭上で何かが飛び跳ねた。大きさは猫ほどもない。人に似た顔を持ち、人に似た手を持っているが、足はない。代わりに、薄桃の鱗を帯びた魚の尾と鰭ひれを持っていた。

「私は流魚リムリー」

　それが口を開く。童女のようなあどけない声色だが、重ねる言葉は流りゆう暢ちようなものだった。

「水妖にして位階三二位。故に、神魔一〇八位のうち七六の者どもが我が主あるじ・ティエルの元にひれ伏しましょう」

　自然、喝かつ采さいがその場に巻き起こる。ヨシュアもつられるようにして拍手を送っていたが、女導師に睨にらみつけられて手を引っ込めた。

　───恥じ入るぐらいの可か愛わいげは必要だったかなあ。

　劣等生には劣等生なりの立場というものがあるのだろう。せめて、目だけでも年下の同級生に敬意を表そうと、ヨシュアはティエルとその肩のあたりで漂ただよっている流魚をみつめた。

「ひ」

　契約の神魔の細い悲鳴が、ヨシュアの耳だけには届く。魚はつるりと身を翻し、主の髪の中へと隠れてしまった。

「どう？　少しは感服したかしら、劣等生？」

　逆に、ティエルは一歩前へと踏み出してくる。つんと顎あごを上げ、挑発的に視線をぶつけてきた。

「ああ、とても」

　心からヨシュアは讃たたえた。

「ティエルはすごいね。是非、見習いたいよ」

　そうして、混じりっけのない笑顔を向けたつもりだった。

　なのに、小さな女王様は気に入らなかったらしい。くるりと背を向けると、苛いら立だちを滲ませた足取りで訓練場を出ていってしまった。マルタ導師が慌あわてたようにその後を追い、同級生たちが遠巻きで二人とヨシュアの間に視線を行き交わせる。

　取り残されたヨシュア・バレクは大きく首を捻ひねり、一人佇んだ。

　───いろいろ難しいなあ、ホント。

　高い壁の向こう、陽の光が妙に滲む。
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　亡き主の御み名なを呼ばず

　ただ、神魔の身を喚よぶべし




　創世の教えの最後の一文は、このように綴つづられている。

　アリステア大陸が出来たそのとき、神は人と共にあった。しかし、神は去り、人と神魔だけがこの世に残された。その時、神が我々に授さずけていったのが魔ま操そうであったのだ、と。

　それであるが故に、魔操の執行役は凡人であってはならない。神の御み業わざを体現するに足る者でなくてはならない……そんな理念の下に神官を育成する『星せい紺こんの塔とう』は、大陸のほぼ中心部分に位置している。砂漠の多いこの土地の中、貴重なオアシスを最大限に生かして町が形成され、その名を裏切らぬ巨大な塔が五つ、天へ向かって聳そびえていた。

　夕暮れ時。

　五つの塔の中の、中央の塔に修道生たちは集つどっていた。

　巨大な岩がん盤ばんをくり抜いただけのぽっかりとした空間に、椅い子すとテーブルを並べた食堂。飾り気は何もないが、長く裾すそを引く修道生たちの白衣と五色の肩布タリートがより映える。

「では、食前の祈りを」

　全員が着席したのを見計らい、一人の修道生が立ち上がる。白い服に赤い肩布。最上級の五年修道生の証あかしだった。けれどかなり若い。祈き禱とうをする声も、差し伸べる手にもまだどこか世慣れないものを感じさせる。

　その様子を、広間の端も端、下級生の列の末端で見守りながら、ヨシュアは小さく溜め息をついた。

「今日の祈禱者、僕と同じくらいの年だったねえ」

「あー、そうだね。おっさんぐらいだね」

　力強く頷うなずいて見せたのは、その前に座った一人の少女。ヨシュアと同じ白い長衣を着こみ、同じ緑の肩布を身につけているが、年はかなり若い。なんとか一〇代の大台に乗ったばかりといった風情である。淡いオレンジ色の髪が、その明るい表情によく映えていた。

「何度も言うようだけど、ラキシュ」

　痩やせた魚の塩焼きを尻尾しつぽまで口へ押し込んだあと、ヨシュアはおもむろに彼女へ向き直った。

「そのおっさんってのは止やめて欲しいなあ。僕もまだ一六なんだから」

「まだ？　まだ、一六？」

　大きな目を更に大きく見開いて、ラキシュと呼ばれた少女ははきはきと重ねる。

「そーんな年くってからこの塔に入ってくる奴、いないよ？　たいていは一二、三。どんなに遅くたって一四ぐらい。一六なんか普通におっさんじゃないさ」

　小さな漁村の小さな神殿で育ったという彼女は、よくも悪くも遠えん慮りよがなく正直だった。

　───その正直さが僕を傷つける！

「……いや、まあそれはともかく」

　ラキシュの手からいささか皺しわの寄りだしたオレンジを取り上げ、もう少し新鮮なものを持たせてやりながら、ヨシュアは一段と大きな溜め息をつく。

「あれぐらいの年でも最高年次に辿たどり着つけるもんなんだねえ」

「だねー。あたしたち一年はまず東の塔に入るだろ。で、学年が上がるごとに次の塔へと移る。時計回りに南西北を巡り、最後に中央の塔。ここで修行を終えられたら、晴れて一人前の神官の出来上がりってわけ」

　ラキシュは素直にそのオレンジを剝むきつつ、自分が最速で中央までいけたら、ちょうどさっきの人ぐらいになると言ってのけた。

「それでも最低で五年……長い道のりだなあ」

「えっ、おっさんも五年でどうにかするつもりなの？　マジで？」

「マジも大マジ。僕は急いで神官にならないといけない理由があるんです」

　精一杯、表情を引き締め、キリッと言ってみせたというのに、ラキシュはその視線を彼から逸そらし、食卓の上へと走らせた。

「しっかし、おっさん。今日もよく食うねー」

「ろ、露ろ骨こつに話題変えられた！」

　傷つきよろめくヨシュアに、ラキシュは肩を竦すくめる。

「さっきからあたしが覚えてるだけで、もうパン六個は食べてるよ？　魚は二皿、肉は三皿。野菜料理はたぶんもっと。どれもたいして美う味まくないのにさー。あんだけマルタせんせにぎゃんぎゃん喚わめかれて心折れないってどーいう神経してんの？　あたしなんて、聞いてるだけで食欲なくしそうだったよ」

「そう言われても、腹は減るもんだし」

「すごいわー、その胃袋と根性」

「褒ほめてるの？　本気でそれ、褒めて言ってるつもりなの？」

「褒めてる褒めてる」

「とてもそうは聞こえないんだけどなあ」

　片かた頰ほおに苦笑を浮かべ、ヨシュアはなおも口を動かす。おっしゃる通り、素そ朴ぼく極まる味付けでどれもこれも美味くはない。だが、詰め込めるだけ詰め込まねばならない理由が彼にはある。けっして公言はできないが。

「け、けどさぁ」

　反論しようがないので口を噤つぐんで食事に没ぼつ頭とうしただけなのだが、ラキシュは何か感じるところがあったのかもしれない。

「マルタせんせーって、若手導どう師しじゃ一番の出世頭とか言われてずっと鼻高々だったんだと。それをおっさんにぽっきりやられてヒスってるだけだから、まあ、そんな気にすることないって」

　ちょっと取とり繕つくろうような感じで言葉を続けた。

「ティエルの奴だってね、確かにすごいはすごいよ。自分の生気ルーアだけで専用の神魔を使役できるなんて、あたしだってまだまだ無理。けどさあ、あいつどっかの大神官の娘で早い時期からいろいろ仕込まれてきたってだけだし。そんなエラソーにするほどじゃないよ。おっさんもそう落ちこむことないって！」

　いったいどこで聞きかじってくるのやら、彼女は塔の裏事情などを本当によく知っている。

「ありがとう。でも、おっさんは止めてって」

　小さく笑うヨシュアの横で、ガチャンと派手な破壊音が響き渡った。見ると、隣となりに座っていた少年が途と方ほうに暮れたように自分の手を……いや、その中の欠片かけらを見下ろしている。

「ギレアド……」

　慌あわててヨシュアは少年の手を取る。

「君、またコップ握にぎり潰つぶした？」

「潰してない。勝手に潰れただけ」

　ぼそりとギレアドは答える。

　先ほどのラキシュの言葉通りなら、彼も一二、三かそこらの年のはずなのだが、既に手も肩も上背もヨシュアより大きい。深く下ろした黒い前髪のせいもあり、顔立ちもいまひとつ不明。たまに覗かせる目元だけがあどけない。

「いや、そんな。いっくら安物の土で焼いてても、そうそう勝手には潰れないから。少しは加か減げん覚えなさいって」

　濡ぬれた手を拭ぬぐってやり、傷が出来ていないかを確かめながら、ヨシュアは小言をこぼす。ギレアドは眉まゆ一つ動かさず、「潰れただけ」と繰くり返かえした。この巨漢の少年は、東方の寒村生まれ。係けい累るいに神官はいないが、その才能と聡明さを見込まれて、『星紺の塔』に推すい挙きよされたという。実際、その集中力は目を見張るものがあった。こうして考え事をしている最中に、杯を割ったり、授業で使う白はく墨ぼくを折ったりするのは止めて欲しいところだが。

「ラキシュも僕をからかうのはいいけど、早く食べちゃいなね。量の制限は特にないけれど、時間の制限はとてつもなく厳しいんだから。規定時間一分前に全員食堂から退去。一秒超過したらもう罰則だよ」

「はぁい」

「ギレアド、肉ばかりじゃなくて、野菜も食べろって。食が偏かたよると疲れやすくなるんだから」

「ん」

「こら、ラキシュ！　言ったそばから、立ち上がってウロウロしない。隣のテーブルになんの用なんです？」

「だって、これ味しないんだもーん、せめて果物の砂糖漬けかなんかを」

「ないよ。そんな高級品、どこ探しても塔にあるわけないよ。塩か蜂はち蜜みつぶっかけときなさい」

「うえーん、全部同じ味になっちゃうー」

「ギレアド、いま君が皿に乗せてるのは、肉です。そっちも肉です。ついでに言うと、右に置いてあるのも肉だから」

「形、違う」

「焼いてあるのと煮てあるのと揚あげてあるのなの！　パッと見に騙だまされない！　野菜の方が色も形もあからさまに違うのに、なんでそっちいかないのか理解に苦しむよ」

　小言を並べながら、ヨシュアは二人の皿に料理をこんもり乗せ続ける。栄養バランスの死角はまったくない取り合わせだが、味の組み合わせは二の次三の次のチョイスで、二人の子供はすっかりうんざり顔。

「あんたはあたしのかーちゃんかよー。つーか、うちのかーちゃん、ここまでうるさくないよー」

「うちも」

「いいから、黙って食べなさい。短時間で最低限の栄養素を取れる最高のメニューです。ヨシュアさんのおすすめ」

「もっと子供ゴコロに訴えるようなおすすめにしてくれよー」

「まずそう。というか、まずい」

「黙らっしゃい。残したら、次はもっとえぐい組み合わせの盛るからね」

　右に左に気を配りながらも、ヨシュアは手も口も止めない。仕方がなく、ラキシュとギレアドも口を動かし始めて、しばらく。

「あらあら、まあまあ。たいして貢こう献けんもしていないのに、塔の食費ばかり圧迫して。絵に描いたようなロクデナシだわね」

　冷ややかな笑いと共に、声が降ってきた。

「あなたみたいな人がなんで神官を目指すのか、理解に苦しむわ。まさか、たくさん女性を侍はべらせられるのがいいなどと思ったの？」

　ティエルだった。

　数人の修道生を従え、ヨシュアたちを見下ろしている。腕組みをし胸を反そらす様子が、相変わらずどこぞの王女様のような風情だが、発言内容はかなりあけすけだ。彼女の背後の少年がほんのり顔を赤くし、ラキシュが鼻で笑った。

　王侯貴族にすら一夫多妻を許さぬ国であっても、神官だけは例外。それが、この大陸の常識だった。魔操の力は、血に宿る。親の才を子に受け継がせ、優秀な魔操の使い手をより多く生み出すために、神官たちのたいていは複数の伴はん侶りよを持つ。それを羨うらやむ手合いも当然、世にはいるのだが。

　カタカタカタカタ。

　かすかな音がヨシュアの胸元からする。そこに下げた銀の飾りが、またも小さく震えているのだ。何気ない仕草で彼は、それを摑つかむと、

「いや、それはないね」

　即座にティエルを否定してのけた。

「僕、女にまったく不自由してないんで」

　にっこりと笑みまで浮かべて。いっそ清すが々すがしいほど爽さわやかに。

　碧へき眼がんを大きく見開き、頰にカッと血の色を上らせて、ティエルは踵きびすを返した。

「噓うそつき！」

　投げつけられた捨すて台詞ぜりふに、ヨシュアは眉をひそめる。

「なんで噓つき？」

「そりゃあ、なあ……ギレアド？」

「ん」

「ああいうのは、イケてる色事師とかが言うとキマるんであって、そこらの神官見習い、それも塔始まって以来の超出来損ないが言っても、悔くやし紛まぎれのデタラメにしか聞こえなくて当然なんだよ、おっさん」

「ん」

「可哀想に。あたしたちよりずっと年上なのに、こんな簡単な常識も弁わきまえずに来ちゃったなんて……大丈夫、あたしとギレアドはあんたが放校処分にされるその日まで、きっときっとおっさんの味方だから！」

「失敬千万だね、君たちは。まさか、それで慰なぐさめてるつもり？」

「「もちろん」」

　珍しく、二人の声が揃そろった。本気で同情されているのが、より辛つらい。

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で、ヨシュアは最後のパンを飲み下した。

　女に不自由していない。それは確かだ。

　女で大いに不自由はしているのだが。
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　夕食の後、簡単な湯ゆ浴あみと夜の祈き禱とうを終え、修道生たちは自室へ帰る。たいていは二人一組で一室だが、今年の入塔生が奇数人数だったせいで、一人あぶれた。それが、ヨシュアだ。

　東の塔から長い回かい廊ろうを渡り、堅けん牢ろう強固な寮へと揃って戻る。遊びたい盛りの年頃揃いだが、騒ぎ立てる者はほとんどいない。早朝五時の労働から始まり、祈禱に修しゆう練れんにと頭と体を酷こく使しし続けてきたせいで、みな口をきくのも既に億おつ劫くうになっている。おやすみの挨あい拶さつだけを交わして、男女それぞれの棟へと入り、寝台へ倒れ込むのが精一杯。

　しかし、ヨシュアにはこの後にもう一つ大仕事が残されていた。

　寮りよう監かんが見回りを終えたのを見計らって、寝台に座り込む。肩布タリートを外し、長衣を脱いで下着だけになって、ようやく息がつけた。

　銀鎖に繋つながれた胸飾りを外し、掌てのひらにそっと乗せる。淡い蠟ろう燭そくの光を受けて、それは小さく照り返っていた。

「お待たせ、スーリィン。時間だよ」

　中央にはめられた紫水晶へと、そっと唇くちびるを落とした。できる限り優しく甘く囁ささやいてみたというのに。

「ぶち滅ほろぼすーっ！」

　返ってきた反応は、過激極まりないものだった。

　声と共に放たれた光が、あたりを満たす。雷光の閃ひらめきにも似た輝きは、瞬まばたきひとつほどの後、人の姿を得ていた。

　銀に淡い紫を流し込んだような髪かみ、繊せん細さいで際立った造りの顔。豊かな胸とほどよくくびれた腰から下を薄布で包み込み、平らな腹や長い足をそこから惜しげもなくこぼしている。腰布の色と模様だけがヨシュアや修道生たちのそれと同じだが、緩ゆるく巻きつけたわませているせいで、むしろひどく淫いん靡びに見えてしまう。夜話に登場する月の女神のような出で立ちの、それはそれは美しい娘だった。

　しかし。

「なんじゃ、あの女おんな導どう師しめは！」

　そんな彼女の鼻息は荒く、語調も鋭い。

「出来ぬものを出来ぬと言って何が悪いのじゃ。だいたい生徒が最初から何もかも出来ておったら、先生なぞいらぬわ。出来ぬ者がおるから、成り立つ商あきないではないか！　出来なくて真まことにありがとうございますと感謝するのが筋であろうっ」

「そこまで言わないけど」

　宥なだめるヨシュアを娘は顧かえりみない。その言葉はいっそう弾だん劾がいの色合いを強めていく。












「あのラキシュとかいう小娘も許せぬ！　まだたった一〇と六年しか生きておらぬ相手を捕まえて、おっさん呼ばわりとは何事ぞ。自分が一六になったときおばさんだのババアだの呼ばれてもよいと申すか？　否、断じて否。絶対にあの手合いは怒るぞ。マジギレするぞ、間違いない！」

「間違いないんだ」

　地じ団だん駄だを踏む娘の横で、ヨシュアは壁を見直した。ここは建物の一番端の部屋だ。従って、左隣は外。右側のギレアドたちはもう寝ていると思うが、度が過ぎれば聞こえてしまいかねない。

「それと、ギレアドという小僧。あやつも大たい概がいじゃ。初塔の儀式のときたまたま隣に座っただけのヨシュアに、いったいいつまで迷惑かけるつもりでおるのか！　無む駄だにでかい図体しおって、自分より小さくも儚はかない相手に！」

「僕が小さいんじゃなくて、あの子がでかいだけだから」

　これにはさすがのヨシュアもいささか憤ふん然ぜんと嘴くちばしを挟はさんでみたが、軽く無視された。言ってる本人に悪気がないあたり、ラキシュと同程度かもしれない。

「更に悪いのは、ティエルとかいう女ガキよ」

　彼女の断罪はまだまだ止まない。

「ちぃっとばっかり出自がよくて早く魔ま操そうを学ぶ機会を得てきただけというのに、何をあんなに勝かち誇ほこっておるのやら。それで、鼻高々で呼び出した神魔がなんじゃ？　たったの三二位と？　その程度の力で、よくもまあ我が伴はん侶りよを馬鹿に出来たものじゃ」

　わなわなと肩を震わせ、娘はぐわっと息を吸い。

「この雷らい凰おうスーリィン様は位階四位の大神魔ぞー！」

　叩たたきつけるように大だい喝かつした。

　窓が揺れ床が震え壁がかすかに鳴動するほどの、その音量。ヨシュアは飛び上がり、右隣を探った。幸い、向こうからは物音一つしない。位階四位の大神魔の伴侶としては実にしまらない態度だが、仕方がない。

「いいけど、スーリィン。あまり大声出さないでくれってば。君のことが知れたら、僕、破門される」

「それが、よく判わからぬ」

　ヨシュアの懇こん願がんに、神魔の娘は口を尖とがらせた。

「そなたら人間は我らを操あやつることによって力を得ているのじゃろう？　より強い神魔、より強い力を得た者こそ褒ほめ讃たたえるべきではないか」

「物事には節度ってのがあるんだそうで」

　神官の心得の中には、こんな一文がある。

『位階一桁けたの神魔を喚よび出だすこと、まかりならず』

　彼らはあまりに強大であるが故に、人の力ではまず御ぎよしきれない。たいていは喚び出せることもないし、万が一喚び出せたとしてもとんでもない生いけ贄にえや多くの犠ぎ牲せいを要求される。召しよう喚かん者しや一人の命で購あがなえぬものを操ってはならない……先人たちが自らの血と生命によって築いてきた、この不ふ文ぶん律りつ。故に、スーリィンを得たことは塔の関係者にはけっして知られてはならない。万が一、発覚すればヨシュアは永久追放。もっと悪くすれば処刑されかねないのだ。

　これが、天下の劣等生ヨシュア・バレクに「五年で塔を卒業したい」という無む謀ぼう過ぎる野望を抱かせる最大の原因。塔に留とどまる時間が短ければ短いほど、スーリィンのことが発覚する危険性は低くなるというわけだ。

　そのあたりの事情については再三説明してきたはずなのだが、彼女には彼女の意見と主張があるらしい。

「そもそも、そなたは理り不ふ尽じんに対して鷹おう揚ように振る舞いすぎる。スーリィンを怒ど鳴ならせたくなければ、少しは自分で憤いきどおるがよい。そのように笑っておる場合か」

「いや、まあ」

　指摘され、ヨシュアは初めて自分が笑っていることに気がついた。

「君が僕の代わりに怒ってくれてるから、もういいかなって」

　娘は眉まゆ根ねを寄せ、大きく首を捻ひねる。

「我が君ながら異いなものよ。人は感情を代替できると申すのか？　ヨシュアの怒りはヨシュアのもの、スーリィンの怒りはスーリィンのものでしかなかろうに」

「場合により人によりだけどね」

「また、そのような難しいことを……」

　軽く息をつき、スーリィンは片かた頰ほおを膨ふくらませた。

「遠えん慮りよはせずともよいぞ、我が君よ。望むなら、誰も彼もすぐさま黒焦げの消し炭に変えてくれるわ」

「望みません」

　ヨシュアの答えは迅速かつ明朗である。

「だいたい、いまのスーリィンにはそんな力はそうそう出ないでしょうが。ここのところずっと僕の生気ルーアしか食べてないんだし」

「むろん、その場合はじゃな、奴らの生気をあと一歩のところまで喰らい尽くし、命の火が消えるその寸前に恐怖を与えながらじりじりと」

「まったくもって望みません」

　更に強く言って、彼は寝台へ座り直した。可か愛わいらしい見た目に彼ですら忘れがちになるが、これも強大で気まぐれな神魔。人の理ことわりで縛るのは本当に難しい。

「おいで、スーリィン」

　ヨシュアは額ひたいの冠ターラーを外し、赤い前髪を手ですくい上げて自らの額を晒さらした。

　神魔は人の額から生気ルーアを喰らう。

　故に、彼のような見習いから老練な大神官まで誰もが額に魔除けの冠をつけている。たとえ魔操に破れても、これと守護武器さえあればそうそう殺されることはない……相手が自分の程度に見合った位階の者であれば、だが。

　位階第四位の雷凰は、そっとヨシュアに近づいた。手でも足でも尻尾しつぽでも、体のどこかが人の額に触れれば生気を得ることはできる。けれど、ごく当然というように彼女は唇を落とした。

　ふわりと束つかの間ま、体が浮くような感覚にヨシュアは襲おそわれる。夢の中で飛翔し、すぐに落とされる様に少しだけ似ているといつも思う。肉を削そいで焼き、野菜を煮に炊たきする人間より、神魔の食事は上品だとも。

「平気か、スーリィンのヨシュア？　辛つらくはないか？」

「平気だよ。このために他人の三倍は食べてるんだから」

「なら、よいが……」

　スーリィンの唇は額から瞼まぶたへと移っていく。からかうように耳に触れられ、頰を啄ついばまれる。その感触が懐かしい。

　ずっと昔、まだヨシュアが子供だった頃。

　彼女は人の姿を顕あらわしたことはなかった。とある市場で打ち捨てられていた、鳴かない小鳥。薄紫の羽根の色がひどく気に入って、自分の飼い鳥にした。小鳥は彼にとても懐き、その肩に止まってはキスするように嘴で触れてきた。鳴かぬ小鳥のためにヨシュアは楽器を弾き、夜毎に歌ってやった。スーリィンという名を与え、どこへいくにもいつも一緒。その鳥がとんでもない秘密を隠していたことなど、当然、知る由よしもなく。

　ついに、彼女の唇が彼のそこへと辿たどり着ついた。

　あたたかく、甘い感触。陶とう酔すいのまま深く瞼を落としたくなる……だがしかし。

「はいっ、ここまで！」

　理性の力を総動員して、ヨシュアはスーリィンを引ひき剝はがした。

「えええー」

　腹の上から叩き落とされたのが気に入らないらしく、彼女はますます抱きついてくる。

「いや、本当に悪いけど離れて。僕、限界だから。やばいから」

「何がやばい？　何が悪い？　何も悪くなどなかろうっ！」

　ほとんど締め技寸前の勢いで、スーリィンはヨシュアの首にかじりつく。

「そなたとスーリィンが結んだのは婚こん姻いんの契約じゃぞ？　その意味が判っておるのか!?」

　婚姻、の部分に力をこめて、彼の妻は叫ぶ。

「判ってるってば。もちろん、判ってますとも。けど、それやっちゃうと僕、破門だから。神官になれないから！」

　精一杯右手を伸ばし、ヨシュアはスーリィンの額を押さえ込んだ。こうなると、体格の差は歴然で、彼女が腕をどれほど振り回してもヨシュアには届かない。

「仕方がないでしょうが。契約印の出来たところが悪すぎる」

　言いながら、ヨシュアは自分の胸元を顎あごでさしてみせた。そこには雷と翼を組み合わせたような文様がうっすら浮かび上がっていた。

　契約印。

　血や肉を生け贄には使わず、自らの生気ルーアと強固な信頼関係によって操れる神魔を得たという印である。マルタ導師の場合は右頰から胸元まで全部、ティエルの場合は首から左手にかけて出来ていた。もっと古参の神官の場合、全身に契約印が及んでいることもままある。

　鎖さ骨こつの下から腹近くまで広がるそれは、スーリィンが雷凰だと知れた直後から浮かび出た。最初は掌ほどのサイズだったのだが、二人の関係が深まるにつれて広がり続け、いまでは胸元や腹の開いた服はまったく着られない。最後の一線を越え正真正銘の夫婦となったとき、間違いなく鎖骨を乗り越え、首あたりまで浸食するだろう。そうなったら、隠すことは容易ではない。

「腰から下に出来るパターンとかだったら、よかったんだけどね……」

　己の声にしみじみとした実感がこもる。したいかしたくないかで言ったら、それはもうしたいに決まっているわけで。自ら巣に飛び込んでくる餌えさを、前足までかけておきながら食えぬ狼の気分。それを夜毎に味わう羽目に陥おちいるとは。

「まあ、それでもまだ修道服がぎっちぎちに着込むタイプで助かった。でなけりゃ、試験段階で見つかって撥はねられたに決まってる」

「それが、そもそも判らぬ」

　拗すねたようにスーリィンは手足から力を抜いた。寝台の上で膝ひざを抱える。

「こんなところへ来る前は、スーリィンはいつもヨシュアと一緒だった。それが、いまではどうじゃ？　昼はあんな胸飾りに押し込められて、夜もろくに遊んでもらえぬ。他の生き物を襲ってはならぬゆえ、そなたを糧かてにするしかない……」

　投げ出されたままの肩布タリートをゆっくりと撫なで、スーリィンは細く息をつく。

「僕はまずい？」

「そういう問題ではないわ、このたわけ」

　口調だけは憎々しげに、けれど、ひどく頼りなく肩を落として雷凰の娘は続けた。

「だいたい夫婦の営いとなみを持てぬままでは、婚姻の契約も果たし切れぬし、子も出来ぬではないか」

「子供、ねえ」

　いつもの笑顔をしまい込み、ヨシュアは彼女の隣へ腰を下ろした。その顔を覗のぞき込こんで、ひたりと視線を合わせる。

「僕と君の子はどんな風に生まれてくる？　卵かな？　それとも、人の赤ん坊？」

「知らぬ」

　短く答え、彼女は困ったように首を傾かしげた。

「本当に知らぬのじゃ」

「そうだね。たぶん誰も知らないんだ。塔の外で大神魔は半分、お伽とぎ噺ばなしの生き物だ。気まぐれに恵みをくれたり、暮らしを破壊したり、深く関わり合うこと自体が奇跡みたいなもの」

　そんな大神魔は普通の魔操では喚び出せない。無理にそれを成そうとしたなら、数百人単位の生気ルーアと血肉が必要になるため、厳しい禁きん忌きが生まれたことは既に述べた。

　その掟おきてを捩ねじ曲まげ、大神魔が人に歩み寄るための唯一の方法……それが、婚姻の契約なのだとスーリィンは主張している。互いの命と運命を一つに成し、命令や掟に依よらず、異なる生き物同士を結びつけるのだと。

　なるほど、二人の結びつきは強固だ。ヨシュアを害すれば、スーリィンが傷つき、逆もまた同じような結果を引き起こす。おそらく、ヨシュアが寿命を迎えて世を去るとき、スーリィンもまたその命を終える。

　これは普通の神官と神魔の間では起こらない現象の一つであった。たとえばあのリムリーを殺しても、ティエルの体はまったく傷つかないだろうし、ティエルが年を経て鬼き籍せきに入ったら、リムリーは自由な神魔の一匹に戻るだけ。

　しかし、ヨシュアが塔から与えられた書物のどこを探しても、そんな契約については一切合切記されてはいなかった。

　───もっと学年が進めば判る？　それとも、一人前の神官にならなくては足りない？

　いまのヨシュアには判らない。

　思案にくれるヨシュアへスーリィンは身を寄せた。その胸へ頭をすりすりとつけてくるのも、小鳥だった頃と変わらない。撫でてくれという、彼女なりの意思表示なのだった。

　ヨシュアもまた少し笑って、彼女の髪へと手を伸ばす。

　銀糸に近い手触りと夜や蘭らんにも似た香り。これもまた、彼女が小鳥の姿だった頃のまま。ねだるように、彼の掌へ更に頭を寄せて笑うのも。

　けれど、そうするうちにも、昼間の魔操失敗のシーンがヨシュアの脳裏から離れない。

　明らかに、位階の低い神魔は彼を恐れて逃げ出していった。スーリィンのためにさっさと一人前になりたいのだが、スーリィンとの契約があるが故に、他の神魔とうまくいかない。この矛む盾じゆんを、さてはてどうやって打開したらいいものやら……薄紫の頭を撫でてやりながら、ヨシュアはひとり考え続ける。

　そうして、どれくらいたった頃だったか。

「のう、スーリィンのヨシュア」

　頼りない声色で、彼女は呟つぶやいた。何事かと視線を戻し、ヨシュアはそのまま固まってしまった。もう少しで触れ合うかというほど鼻先近くに、彼女の顔がある。但ただし、いつもの美しく整ったそれではない。ぎゅうと自分の顔を押おし潰つぶし、歪ゆがんだ唇から赤い舌を揺らめかせた、道化師の仮面を更に塗ぬり損そこなったような面つら構がまえである。

「ス、スーリィン？　それはいったいどういう……」

「どうじゃ？　面白くはないか？」

　訊たずねる声がくぐもっていた。頰を潰したままだからだ。

「そら、こうしたらどうじゃ？　面白いか？」

　今度は両手で頰を引っ張り、にゅうと伸ばそうとする。慌あわてて、ヨシュアはその手を止めた。

「いやいやいや、突然なんの真ま似ねですか。せっかくの美人が台無しでしょうが」

　ついにストレスがピークに達し、壊れでもしたか？　生来誇ほこり高たかい神魔の中でも、更に気き儘ままな雷の鳥を閉じこめ養うなど無理が過ぎたか？　本気で怯おびえる彼に、スーリィンはちょこりと首を傾げた。

「こうすれば、そなたが笑うかと思って」

　その声音は真剣そのもの。

「閉じこめられるのは是非もないと承知した。そなたの生気ルーアばかりを食らうも辛いが堪こらえる。だけど、一日の終わりにはの、どうしても笑顔が見たいと思って」

　それさえあればいいのだ、と、スーリィンは続けた。

　この女ゆえに不自由させられている。それは、間違いなく事実。けれど、ヨシュアにはその不自由さえ愛いとしい。そして、それはたぶん二人とも同じこと。お互い様なのだ。

　だから、笑みは自然と零こぼれた。

　得意の取とり繕つくろったようなそれではなく、胸の奥、心の底から溢あふれる笑み。

　そんな彼に、スーリィンもまた笑う。

　その笑顔に胸を衝つかれながら、ヨシュアはひとり決意を新たにした。

　───早く僕は神官にならないと。

　しかも、そこらの神官では駄目だ。人と神魔の関わりを解き明かし、禁忌を打ち破り、位階一桁の彼女との繋がりをあらゆる人と世界とに認めさせる、大神官。それほどの者にならなくては。

　いまこの時、どれほど劣等生扱いをされ、どれだけ落ちこぼれと蔑さげすまれてもかまわない。必ず食らいつき、それを果たす。でなければ、彼女にこんな顔をさせた意味がなくなってしまうではないか。

「スーリィン、信じて」

　細いその指を自分のそれで握りしめ、ヨシュアは続けた。

「僕が神官になりたいのは、君と一緒にいるため。いまは無理でも、いつか……きっといつか、好きなだけ一緒にいられる。そんな世界を手に入れるため。どうか、それだけは信じて」

　思いもかけぬほど真しん摯しな声色に、神魔の娘はただ頷うなずく。さっきよりも鮮やかな笑顔を咲かせて。

　それから、二人は静かに眠りに落ちた。

　一人は首飾りの中、一人はそれを抱きしめてではあったけれど……今日もよい一日だったとそれぞれ思いながら。





　　　　　４






　起床、五時。

　掃そう除じと身み繕づくろい、五時～六時。朝の祈き禱とう、六時～六時半。

　朝食、七時～七時半。午前の修しゆう練れん、八時～一二時。

　昼食、一二時半～一三時。午後の修練、一三時半～一七時。

　夕食、一七時半～一八時。入浴、一八時半～二〇時半。

　夕の祈禱、二〇時半～二一時半。

　就寝、二二時。




　これが『星せい紺こんの塔とう』の入塔一年目の修道生の日課である。

　午前と午後の修練の中身はいろいろあるが、おしなべて地味なものだ。もっと学年が上になれば、複雑な応用魔ま操そうや、医療行為の実習や科学実験じみた教科なども加わってくるが、ヨシュアたち一年坊主はひたすら頭に知識を詰め込んでいくだけ。

　遊びたい盛りの年頃には、そうとうストレスフルな生活だろう。

　親の跡を継ぐために来た二世・三世たちはともかく、そうでない者はこの暮らしそのものに耐えきれず、道半ばにして塔を去っていくことが多かった。

「おっさんも、そろそろ塔から逃げたい時期？」

　修練や授業の合間、ニヤニヤしながらラキシュが訊たずねる。その横で、ヨシュアはぐったりと机に突っ伏していた。

　本日朝一番の修練は、毎度お馴な染じみ魔操の実習。ラキシュやギレアドは、前の修練の時よりも一位高い位階の神魔を扱うことに成功した。が、ヨシュアは相変わらず。マルタ導どう師しの悲鳴で始まり悲鳴で終わった修練となった。

「『どうしてなのぉぉぉぉ、バレクくぅぅぅぅん』って声が、あたしの耳にもまだ残ってらー」

「お。ラキシュ、そっくり」

「毎日あれだけぎゃんぎゃん喚わめかれれば、そりゃ物もの真ま似ねの一つも出来るようになるよ」

　ギレアドに褒ほめられて興きようが乗ったのか、それからもラキシュは繰くり返かえし、「バレクくぅぅぅん」「バレクくぅぅぅぅん」と続けてみせた。

「上う手まい上手い」

「そう？　あたし、自分の神殿持てたら、物真似でお説教とか訓示しようかな。ウケるかなー」

「……あははははは、は」

　力なく笑い、ヨシュアは身を起こす。

「僕、改名しましょうかね。そうしたら、ラキシュの物真似にも新たなレパートリーが増えて、ほんの少しでも誰かが幸せになれるかもしれません」

「そんなことで幸せ追求しても意味ないし、導師も迷惑すんよ、おっさん？」

「まずは魔操」

　追い打ちにヨシュアは肩を落とし、書き取り用石板を磨みがき出だした。大理石に似た風合いの石に、白はく墨ぼくのような筆記用具を使うのが修道生たちの勉強スタイルだ。手入れを怠おこたると使えなくなる。紙も存在するが、貴重かつ高価で上級神官でもなければ触ることすらできない。

「おっさんおっさん、背中丸めて石版磨くなよー。哀あい愁しゆう漂ただよいっぷりが半端なくてこっちまで泣きたくなる」

「切ない」

「ほっといてくださいよ……このままだと一年生何回もやることになっちゃうじゃないですか」

「そりゃ、このままじゃね」

　ズバリと言ってのけたあと、

「でも、時間はまだあるって。うちの塔の進級基準は年次末の『総合』試験で決まるわけで」

『総合』の部分に力をこめ、ラキシュは続けた。

「つまり、魔操がどん底でも他で補おぎなえばいいんだよ。頑がん張ばれ！」

「頑張れ」

「補うって……いったい、総合で何点あれば年次末を突破できるわけ？」

「確か、七〇って話だけど」

「ななじゅうっ!?」

　驚きよう異いの数字に、張り付けたままの笑顔を向けながら、ヨシュアは懸けん命めいに計算を開始した。

　算術は……一〇〇点中七〇点は取れるだろう。比較的得意だし。

　歴史と地学……このへんは暗記だから、死に物狂いで満点近くまで持って行かないと。

　科学は……正直、得意じゃない。

　医学と薬学……これも、正直、チンプンカンプンだ。

　神学は……筆記試験に加えて導師との口述問答があるから、予想が難し過ぎる。五〇ぐらいに見ておくべきか？

　神魔学は……これも、図鑑を見ての論述になる。担当教官次第と考えた方がいい。

　武術と音楽……これは得意。はっきりいって、自信満々。しかし、一年生のうちは体力増強の基本的訓練しか積んでいないため、点の稼かせぎようがない。

　そして、おそらく肝かん心じん要かなめの魔操の得点はゼロか、限りなくそれに近いだろう。

「と、届かない！　合格ラインに届かない！」

　悲鳴を放ち、ヨシュアはまたも頭を抱えた。

「ドンマイ、おっさん！　それよか、さあ。明後日は休息日じゃん？　一緒に遊びにいこうよ」

　そんな彼の頭をポクポク叩たたきながら、ラキシュは喚わめく。

「いや、僕は自習してるから」

　先約があるとは言えず、ヨシュアは曖あい昧まいに目を逸そらした。相変わらず夜のわずかな時間しかかまってやれず、スーリィンはすっかり消沈している。だから、明日はずっと一緒にいるつもりだった。

　それに。

「明後日の休みより、明日の修練の方が問題でしょうが。一年の必修の中じゃ一番過か酷こくなのが明日のアレだよ。だから、明後日が休みなんじゃないか」

「あー」

「砂漠の実習かあ」

　ヨシュアの指摘に、二人のテンションが束つかの間ま目に見えて下がる。が、ラキシュは引き下がらなかった。

「そう言うなって！　一緒にいこうよ、なー」

　いっそう熱意を込めて擦すり寄よってくる。見るからに子供っぽい彼女とまともに口をきかないギレアドでは、店の売り子に見くびられ、相場より高値をふっかけられることがままあったらしい。ある時、ヨシュアが笑顔であれこれ値切り倒してやって以来、こうして休みのたびに同行しろとせっつかれるようになってしまった。

「オアシスの向こうに、珍めずらしい芸を見せる隊商が来てるんだって！　あと、橙だいだい杏あんずの砂糖掛けが出回る頃だと思うんだよねえ。ギレアドもあれ好きだろ？」

「俺は……カザ鶏の炭火焼き……」

「ああ、いいね。あれってその場で食わないと固くなっちゃうし、塔じゃまず食べらんないし」

「ばっかじゃないの」

　絶好調で明後日の計画を語るラキシュの脳天に、鋭い声が叩きつけられた。振り向くと、そこには金色の巻き毛が揺れている。

「神官になろうって人間が、そんな俗な欲を撒まき散ちらすなんて」

「ティエル……」

　肩をいからせ、冷笑を浴びせる彼女に、ラキシュは目を細める。ヨシュアは止めようとしたが、遅かった。

「さっすが、大神官長のお嬢じよう様さまはおっしゃることが違いますわなあ。美う味まいものもろくに食わないで、魔操の勉強だけやって、どんどん偉えらくなるおつもりですかー？」

「ええ、そうよ。わたしには父上の大神殿を守る義務がある。どこかの呑のん気きな子たちと違って、遊んでいる暇ひまなんてこれっぽちもないわ」

　ラキシュの悪あく態たいを、ティエルはまるで意に介さない。むしろ、ますます小馬鹿にしたように言いい募つのった。

「だいたい橙杏の砂糖掛けなんて、いかにも太りそうじゃない。神官はね、容姿を保つことだって仕事のうちなのよ？　どこの民だって、自分の町の神殿には美々しい神官様に来てもらいたいんですから」

　もっともらしく垂れるティエルを、ラキシュはせせら笑う。

「その割には、あんたってあたしとたいして胸の大きさ変わらないよね、年三つも違うのに。美々しい神官目め指ざしてるんならさ、もっとしっかり食った方がいいと思うな。ナイ乳晒さらして祭さい壇だんでそっくり返っても、ちっともサマになんないからさ！」

　勝負あった、と、その顔には書いてあった。ティエルはあっという間に言葉に詰まり、椅い子すを蹴けって立ち上がる。場の空気が瞬時に沸ふつ騰とうし、あたりは騒然となった。

「ちょっと落ち着きなさいって、君たち」

　ヨシュアも慌あわてて、二人の間へ割って入る。

「修道生同士の暴力沙ざ汰たは御ご法はつ度とでしょう？」

「「そんなの知ってる！」」

　ラキシュとティエルの声が、このときだけ美しく揃そろった。二人の少女は似たような表情で、ヨシュアを睨にらみつけてくる。

「今日こそこいつの減らず口、閉じさせてやるんだから、おっさんは黙って！」

「いまの聞いた、劣等生？　ラキシュったら、他人の身体的欠点をあげつらったのよ？　最低！」

「うるせー！　おまえなんて会話の七割ぐらい他人をあげつらいまくってんだろ！　おっさんの魔操出来ないネタに至っては、ほぼ一〇割のあげつらい率だろ！　たまにちょっとあげつらわれたぐらいでガタガタ抜かすんじゃねーよ！」

「魔操が出来ないのと胸が小さいのは違うわ！」

「違わないよ！　先天的残念さって点では同じだよ！」

「だったら、あなたの『おっさん』っていうのはどうなの？　無む駄だに年取ってる相手だからって、そんな風に口開くたびに思い知らせるのは下品だし残ざん酷こくなんじゃなくて？」

「おっさんていうのは客観的事実で悪口じゃないだろ！　おまえは悪口言い過ぎなんだよ！」

「なら、劣等生だって客観的事実じゃないの！」

「バカにバカってはっきり言うのは可哀想じゃないか！」

「貧乳よりはバカの方が本人の努力次第でまだどうにかできるわ！　バカの方がマシよ、バカの方が！」












　もはや、なんのための喧けん嘩かで誰が標的かも判然としない。ヨシュアは本日一番のいい笑顔を二人に向けた。

「あの、すみませんが、二人とも。さっきから流れ矢半端ないのでそろそろ止やめてくれないかな？」

　右手でラキシュの襟えり首くびを摑つかみ、左手でティエルの額ひたいを押さえつける。しかし、怒りに沸き立つ少女たちはなおも抵抗を止めない。ラキシュは半ば吊り下げられたまま手足をバタつかせ、ティエルはぐいぐいと額でヨシュアの掌てのひらを押し返し前へ突き進もうとしている。

「や・め・な・さ・い、と───言ってるでしょう？」

　びしり。

　笑顔はまったく変わらない。

　が、ヨシュアの額に青筋が浮いた。

　その刹那、場の空気もまた凍りつく。ほんの、本当にほんの少しだけ閃かせたヨシュアの本気の怒りに、あたりのムードは一変した。

　ヒッと喉のどを鳴らしてラキシュが体を縮ちぢこまらせ、ティエルはヨシュアの手を撥ねのけ取り巻きの少年の背後に逃げ込んだ。

「なななな、なんだよう。いきなり怖い顔すんなようっ」

「こ、このわたしを脅おどすなんて、劣等生のくせに！」

「えっ、僕が悪いんですか？　おかしくない？」

「「おかしくないっ」」

　またも似たような調子で二人の少女は叫ぶ。そのままティエルは身を翻ひるがえして部屋を飛び出していき、ラキシュは再び体を捩よじり出だした。

「ラキシュ……」

　溜め息混じりで見下ろすヨシュアに、ラキシュは口を尖とがらせて目を逸らす。丁てい寧ねいに床へ下ろしてやると、その場で手足を振り回し、

「あたし、悪くないもん！　あの女、いっぺんシメとかないとこの先いろいろ大変だからっ」

「シメるとかって、どこの不良の発想だよ。君、僕より優秀な修道生なんでしょうに」

「修道生だって不良だって、シメるとこシメなきゃいけないのは同じなんだよ！　おっさんのばかぁーっ」

　と、喚き出した。

　その拗すねた様子がスーリィンを思わせて、なんだかおかしい。数千年を生きた大神魔と一一歳児が同レベルというのも妙な話だが、二人が仲良く並んで話に興じ、笑顔で茶を喫きつするところなどがふと胸に浮かぶ。きっと、とても愛らしい光景に違いない。

　───もちろん、想像することしかできないんだけど。

　神官を目指す以上、すべては夢だ。

　この先、ここでどれほど信頼できる友を得ようと誰にも打ち明けることはできない。それは相手を罪に巻き込むことになる。断じて断じて許されないし許さない。

　───そのためにも、きっちり点を揃えて一日も早くここを出ないとね。長引けば長引くほど、自分やスーリィンのことが発覚する機会が増えてしまう。

　磨き抜いた石版に目を落とし、ヨシュアはそれをそっと裏返した。

　鏡ならぬ石の板には、何もかもが歪ゆがんで映る。そこに落ちる自分の影を、いまはなんだか見たくなかった。
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　甘い幸せの前にはとことんの不幸を、安らかな天国の前にどん底の地じ獄ごくを見せろ……アリステア聖伝にそうは書いていない。

　いないが、その使徒たちは自分たちの後進をそのように育てているとしか考えられない。

　ラキシュが待ちに待っている休日は明日、というか、あと六時間足らず。しかし、その前に見習い修道生たちはもっとも過か酷こくな務めに出されていた。教科名は「大地の恵みを受け取る修しゆう練れん」となっているが、つまりは夜間の砂漠発掘作業である。

「グズグズするな、若人よ！」

　先頭をゆく導どう師しが声を張り上げる。分厚い防ぼう塵じんマントの上からでも、厳いかつい猪い首くびと盛り上がった筋肉とが判わかるような巨漢の青年だった。名はデーバスという。

「案ずることはない！　諸君が日頃から積んでいる鍛たん錬れんの結果を以もつてすれば、このような砂漠の道など何ほどのものでもないからな！」

「はいっ」

「逆に、今年のこの修練をこなせなければ、君たちに明日はないぞ！　来年には守護武器の実践的な扱い方も学ばなくてはならん！」

「はいっ」

　ツルハシを担かついだ修道生たちはいっせいに頷うなずき、砂を踏み越える。

　送還に失敗すれば神魔を殺すか自じ裁さいするしかないという魔ま操そうのプロセス上、神官には武道の心得も必要となる。

　また、人々の暮らしに根を下ろし、各地の神殿を守るという立場である以上、戦や暴動などの荒事を避さけていられぬことも多々ある。そんなとき彼らは神魔相手に魔操を振るうよりも辛つらい局面に立たされる。

　多くの戒律の中で、もっとも過酷な定め───先制攻撃絶対不可。

　神官は多勢に無勢の場面でも、敵とどれほど戦力差があろうとも、相手から三回攻撃を受けるまでけっして迎げい撃げきしてはならない。その三回を民への慈悲として示し、たとえその間に手足をもがれ、最悪落命することとなっても、ゆめゆめ反撃をしてはならない。例外はただ一つ、敵が自分と同じ神官である場合だけだ。

　それは、つまり。

　死にたくなければ、どんな強敵の攻撃でも三回は耐え忍び、四回目以降に相手を確実に倒せるに足る実力を身につけるしかないということ。

　故に、彼ら修道生には厳しい肉体鍛錬も課されていた。

　この夜の砂漠踏破もまた、その一環……いや、最初の一歩であるのだ。

「いまはしっかり体を作れ！　走れと言われれば走り、跳べと言われれば跳び、寝ろと言われれば寝て、寝るなと言われれば寝ない！　それが肝心だ！」

「はいっ！」

　夜の砂漠に声を響かせながら、一同は進む。元気がいいというより、みんな自や棄け気ぎ味みだ。

　それなりに体が出来ているヨシュアには、やや辛つらいかな程度の行軍だが、小さなラキシュや見るからにほっそりとしたティエルなどはかなり苦しげだ。足元をふらつかせながら、なんとか砂を踏み越えている。

「ラキシュ、辛かったら僕に摑つかまりなよ」

　彼女はこくこくと頷き、片手をヨシュアに預けた。いつもの減らず口ももはや出てこないらしい。

　昼間の厳しい照り返しこそないが、風は一秒ごとに冷えていき、砂を巻き上げて吹ふき荒すさぶ。防塵のマントを頭からすっぽり被かぶり、小さなランプの火を頼りに、進み続けて一時間ほどたった。

　行く手に点ともる灯あかり。

　煌こう々こうと赤く輝くそれは、聳そびえる櫓やぐらの頂いただきからこちらを見下ろしている。その足下には坑あながあった。黒々と深く、底が見通せない。幅は五〇サスメートルほどはあろうか。

　更に異様なのは、その周辺に武装した男たちが何人もいることだった。白しろ銀がねを打った揃そろいの胴丸をつけ、修道生たちと同じ防塵マントを背に負った彼らは、『星せい紺こんの塔とう』の警備兵。彼らの学まなび舎やの周辺を固め、城じよう壁へきの防御を任される屈強な戦士たちが、同様に砂漠の坑を守っている。

「さあ、こちらへきたまえ！　諸君にもきっちり働いてもらうからな！」

　デーバス導師が子供たちを櫓の下へと手招いた。そこには大人が両手を広げたほどもある大きな滑かつ車しやが取り付けられ、ギシギシと耳みみ障ざわりな音をたてて回っている。太い縄がゆっくりと巻き取られて、坑の底から人を満載した吊つり駕か籠ごが現れた。砂や土にまみれた彼らを、修道生たちは厳げん粛しゆくな面おも持もちで迎える。薄汚れた男たちの中に、彼らの先輩、本職の神官たちが混じっているためだった。

　導師がその駕籠を指す。乗れと言われているのだと悟って、ヨシュアがまず一歩を踏み出した。最年長の彼の行動に、同級生たちも次々と倣ならう。

「砂の恵みを受け取ることも、神官の大事な仕事だぞ？　サボらず掘りまくってくれよ」

　現役神官たちの声に見送られ、修道生たちは吊り駕籠の中に押し込められ、坑の底へ下ろされていった。ギリギリと縄の軋きしむ音がしばらく続き、がくんと吊り駕籠が大きく揺れた。坑の底に着いたのだ。

　広大な坑の底は、一つの広間のようだった。四方は土の壁、天井を飾っているのは夜空と櫓の篝かがり火び。ただ、床はない。剝むき出だしになった地には、蜂はちの巣すのごとき坑が無数に穿うがたれていた。柔らかい砂地ほどではないが、歩くのに骨が折れる。動かすに動かせなかったのか、動かした挙あげ句くそこに放置したのかしれないが、人の背丈ほどもある大きな岩がところどころに転がっては、深い影を落としていた。

「さあ、諸君。ツルハシを取りたまえ。そして、慎しん重ちようかつ丁てい寧ねいに掘り進むように！」

　導師の言葉にいっそうの熱が籠こもる。

「これはただの坑掘りに非あらず！　無数の『恵み』が埋まっている、大陸でも有数の土地だということを念頭に置け！　ツルハシに何か当たったら、すぐに鉄てつ匙ぴに持ち替えて丁寧に掘り出すんだぞ！」

　最初の修練のときと、まったく変わらぬことを繰くり返かえされた。その時、修道生たちの多くは、よく判らないという表情のままこれを聞いていた。いつもだったら湯浴みをしているこの時間に、なぜ砂漠に引っ張り出されてこんな坑の中へ押し込められるのか、まるで理解できない。

　しかし、実際、ツルハシを振るい始め、その先に何かが当たったとき、たいていの者はその意を悟ったのだった。

　薄うす暗くら闇やみの地の底、砂の合間から、様々な器物が露あらわになる。

　割れやすい透明な板、やたらと頑がん丈じような鉄や鋼の棒、小さな歯車や銀色に輝く小さな取っ手に覆おおわれた箱、水を弾く糸で編まれた布の切れ端……そんな珍めずらしいものがいくつもいくつも採れるのだ。

「見て見て、これ、なんかの箱かな？　すごい固いもので出来てるよ」

「綺き麗れいな石が出た！　でっかくて澄んでて中がチカチカ光ってる！」

「この板は何かしら？　ちょっとふにゃふにゃしてるけどなんかに使える？」

　誰もが夢中になって土を掘り、砂を避よけ、地中から現れる恵みを受け取ろうとしていた。懸けん命めいに作業を続ける修道生たちの額ひたいや手足には、汗が光っている。寒い夜でもこれなのだ、炎天下でこんな作業に明け暮れたらみんなたちまち倒れてしまうだろう。

　ヨシュアも懸命に腕を振るい、地を抉えぐった。

　ここで掘り起こされた器物の大部分は塔で研究検証されたのち、街の工房へと持ち込まれ、様々な姿に生まれ変わる。透明な板は建物に塡はめ込こまれて窓になるし、固く加工がしにくい金属の柱や棒なども、火で炙あぶられて新たな用よう途とを見出される。一見、何に使うか判らない金属片や陶片なども、腕輪や首飾りなどにされて大陸中を巡っていく。

　修道生たちも一つだけ、自らの発掘品を持ち帰ることが許されていた。懐ふところに収まる程度のサイズで、類似品が既に掘り起こされているものであれば研究のために所持してもよろしい。名目上はそうなっているが、つまるところは過酷な労働に修道生たちを駆り出す故のご褒ほう美びだ。私物は身の回りのわずかな日用道具のみ、現金収入一切なしで五年以上の月日を過ごす彼らにとって、ここで得たものを市場で売ることだけが唯一の小こ遣づかい稼かせぎとなる。

　先月の修練で、ヨシュアも淡く光る輪を得た。売っても無論よかったが、スーリィンの腕飾りに誂あつらえたようにぴったりで、躊躇ためらうことなく土産みやげにした。さして豪華でもないそれを、彼女はそれはそれは喜んで受け取ってくれ、いまでも嬉うれしそうに撫なでたり眺めたりしている。

　───けど、今日はそれどころじゃない。

　鬼気迫る形ぎよう相そうで、ヨシュアはツルハシを握り直した。

　───ちょっとでも『塔』の研究の足しになるものを……ひいては僕の成績の足しになるものを掘り出さないと！　この先すごい苦しい！

「そうごうななじゅう、そうごうななじゅう、そうごうななじゅう……っ」

　暑苦しい呟きを労働歌に替えて、ヨシュアは地の底を穿ち続ける。途中、通りかかったデーバスが「おっ、今日のバレクは頑がん張ばってるな！」と賞賛したほどの打ち込みようである。

　しかし、その横で、ラキシュの小さな頭が右に左に揺れ始めた。

「ほら、ラキシュ、頑張って」

「あたしはもういいー……ねむーいー」

「や、よくないって。この修練は試験がない分、日頃の発掘の成果がものを言うんだから。導師に見つかったら成績下がるよ？」

「あたしはおっさんと違って、点数足りるからいーい」

「ラーキーシュー」

　何度か揺さぶってみたが、彼女は頭を幾度か振っただけで動かない。ヨシュアは溜め息をつき、あたりを見回した。損得に敏感なラキシュがここまで言うのだから、相当に辛いのだろう。経験上、こういうときは一〇分二〇分程度の仮眠を取った方がいいと判っている。

　幸い、坑の底のそこかしこに大きな岩があった。自分やギレアドではすぐ見つかってしまうだろうが、小さなラキシュをそっと隠すぐらいは出来るに違いない。

　ただ、そういうところは蠍さそりや蛇などにとっても快適な隠れ場だ。先に検けん分ぶんをしておかないと命に関わる。これも、ヨシュアは経験でよく知っていた。遠くでがなっている導師へと目を走らせ、岩の裏を検あらためる。

　そこには、既に先客がいた。

　岩の向こうの暗がりで、かすかに何かがちかりと光る。ティエルの金髪だった。更に覗のぞき込こむと、ひらりと桃色のものが視界を横切ってきた。きらびやかな鰭ひれに、愛らしい人の上半身。小さな水魔はせっせと水みず飛沫しぶきを作っては、それを主に吹きかけている。

「リムリー……」

　低い呼びかけに、小さな神魔は悲鳴をあげた。

　しかし、やはり消え入ることはしないまま。
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「君は逃げないね。僕が怖くないの？」

　問いかけに、リムリーは応じなかった。ぷるぷると全身を震わせ、ティエルの後ろに隠れようとする。

「答えて」

　ヨシュアがわずかに語気を強めると、水魔は更に震え上がった。返事は戻らない。ぐったりと横たわるティエルを見ながら、ヨシュアは腰の短剣を引き抜いた。リムリーの顔から一切の色が吹っ飛ぶ。

「あわわわわわ」

　健けな気げな水妖は小さな手をいっぱいに広げ、桃色の尾をバタバタと振って主を庇かばおうとした。

「お許し下さい、上位者なる御方レムエール。どうかどうか主だけでもお助け下さい」

　涙声で訴える神魔に、ヨシュアはかまわない。無言のまま踏み込んで、鋭く手首を返した。

　かすかな風切り音と共に短剣は飛来し、汗の浮いたティエルの頰ほおをかすめる。ずぶりと肉の切れる音。次の瞬間、斑まだら模様の蜘く蛛もが地へと転がっていった。

「砂漠によくいる毒蜘蛛だよ。嚙かまれたら、寝込むだけじゃすまない」

　ぴくぴくと八つの脚を痙けい攣れんさせるそれから、ヨシュアは短剣を引き抜く。魔ま操そう用兼護ご身しん用のものでダガー代わりに使うにはバランスがだいぶ怪しいが、こちらは実戦を積んだ身だ、この程度の距離ならば造作もない。

「もっと周りを見ないと危ないから気をつけて、リムリー」

「あ、ありがとうございます」

　子供の拳ほどもある蜘蛛へ目を向けて、水妖は頭を下げた。

「これで僕に敵意はないって、ちょっとは信じてくれる？」

「え、えっと、えーっと」

　目を泳がせ、リムリーはなおもティエルの背後に隠れようとする。

「なんでそこまで疑われなきゃならないんだか……」

　自分なんて、ちょっと伴はん侶りよが大神魔なだけの、ごくごく平凡な人間……いや、いまは塔とうきっての劣等生だというのに。

「大丈夫、本当に何もしない。君の主人の具合はどう？　彼女に限ってサボってるわけじゃないだろう？」

　宥なだめる言葉に苦笑が絡からむ。

「もちろんですとも、上位者なる御方レムエール」

　怯おびえてばかりいた神魔は、ほんの少しだけ姿勢を正した。

「我が主の賢く勤勉なること、麻あさの若葉のごとく」

「なら、本気で倒れてんじゃないか。導どう師しに言って外へ運ばないと」

「そ、それは主が望まれません。さっきあなたもおっしゃっておられました。この修しゆう練れんは日頃の成果がものを言うのだと」

「体壊したら、元も子もないよ？」

「ですが」

　怖がっている割には頑強に、リムリーはヨシュアの申し出を拒む。かと言って、完全にのびているらしいティエルを放ってはおけない。迷ううち、彼は薄うす暗くら闇やみの中で、一人の少年を見つけ出した。落ち着かない視線をあちらこちらへ這はわせながら、ひどく所在なげにしている。いつもティエルの背後につき従っている修道生で、確か名をセームと言ったはず。

「ティエルを探してるっぽい子がいる。彼に預けるのだったらいい？」

「はい、上位者なる御方レムエール。お気き遣づかい感謝いたします」

「礼はいいから、君の主に言っといて。僕に対してもう少し友好的に振る舞ってくれって」

「それは、ええと……いえ、はい。努力いたします、はい」

「それと、その上位者なる御方っていうのは二度と口にしないように頼むね。まして、僕が既に契約印を持ってることを口走ったりしたら」

「言われるまでもございません」

　幾分傷ついたというような口振りで、リムリーはヨシュアを遮さえぎった。

「我ら神魔にとって位階と契約は絶対なるもの。あなたの契約者たるお方が自ら顕けん現げんし、天下に向かってそうと名乗られない限り、わたくし如ごときがその御み名なを口にすることなど、けっしてけして」

　ぶんぶんと壊れた玩がん具ぐのように首を上下させる神魔に一つ頷うなずいて、ヨシュアは元来た道を引き返す。ギレアドにもたれかかるラキシュを見つけた頃、あたりがにわかに明るくなった。傾いた月が、坑あなの底にまで冴え冴えと光を投げかけ始めている。撤てつ収しゆう予定時刻まではあと一時間かそこらといったところだろう。

「僕らはあっちの岩陰へ行くから。ギレアド、見張りを頼める？」

「ん」

「ラキシュ、一五分だけ眠りな。静かにだよ」

「判ったあ……」

　既に呂ろ律れつが回らなくなりつつあるラキシュを抱え、ヨシュアは先ほどとは違う岩の陰を目指した。素早くこなさないと、デーバスに見つかってこっぴどく叱しかられることになる。それだけは、なんとしてでも避さけたい。ラキシュのためにも、自分のためにもだ。
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　翌日、ヨシュアはいつもより四時間ほど遅く目覚めた。

　就寝も四時間遅れだったからだが、何より、今日は二週に一度の休日。咎とがめる者もない、完かん璧ぺきな休息日だった。馬車馬よりも過か酷こくな生活を強しいられている修道生たちも、夕の祈き禱とう以外はほぼ自由。閉門の刻限までならば、町へ出かけるのも許可されるし、部屋に籠こもって惰だ眠みんをむさぼっても責められることはない。

　そう思って身を捩よじり、ふと違い和わ感かんに苛さいなまれた。

　枕の位置がいつもと違っている上、なんだかひどく暖かい。そろそろと手を這はわせると、つるりとした絹の感触が指に伝わる。その下には白くなめらかな太ふと股ももがあり、彼の頭を支えていた。

「おはよう、スーリィンのヨシュア。よう眠っておったな」

　突如降ってきた声に跳ね起きると、輝くような笑顔と目が合う。燦さん々さんと注ぐ朝陽の中で彼女を見るのは、本当に久しぶりのことだ。

「もしかして、僕、昨日あのまま？」

　こくんと、彼の妻は素直に頷うなずいた。

　夜の砂漠から足を引きずるようにして自室へ戻り、スーリィンを呼び出したところまでは覚えている。そこで力つき、眠り込んでしまったらしい。よく見れば、服も砂漠から戻ったときのままで、泥と砂とで汚れきっている。

　───あの程度のことで疲ひ労ろう困こん憊ぱいなんて。僕もヤキが回ったかな？

　それとも、おっさんおっさんと言われているうちに、本物のおっさんになりかけているのか。よろしくない想像に一つ身震いし、彼は体を洗って服を着替え、身み支じ度たくを整えた。それからようやく額ひたい飾かざりを外し、神妙な顔で妻に向き直る。

「ごめん。腹減ったよね」

「なんの」

　スーリィンは静かに頭かぶりを振った。

「久方ぶりに陽の中でそなたの寝顔を見られたのだから、空腹なぞ何ほどのことでもないぞ」

　本当に嬉うれしそうなその様子が、ヨシュアの胸を摑つかむ。

　何気なく言ってはいるが、そうとう辛つらいはずだ。現世に顕けん現げんするだけで、いまのスーリィンは消しよう耗もうする。だから、いつもは夜中に一時間二時間程度会うよう留とどめているのに、たっぷり七時間近くたってしまっていた。

　せめて、手て土産みやげの一つもあればよかったが、昨夜は成績重視の修練態度全開で、ひたすらに掘って掘って掘りまくるばかり。なのに、たいして珍めずらしいものも見つけられなければ、彼女を喜ばせるようなものも探せなかった。

「ごめんね、スーリィン」

　再度の謝罪に、彼女は行動で応こたえる。すんなりとした手が彼の首に回り、柔らかな体ごとなだれこんできた。額に頰にとキスをせがみ、思う存分というように抱きついてくる彼女を、ヨシュアは束の間したいようにさせ、それから、いつもの「食事」を与えた。

「……今日は休みゆえ、いつもよりちょっと長く外におってもよいという話だったが……もう無理かのう？」

　切なそうに呟つぶやくのに、ヨシュアは意地を見せることにした。寝台の下を探り、彼のさして多くはない私物を引っ張り出す。

「今日は琴リラを弾こうか。それとも、琵琶バルバツドがいい？」

「本当に？」

　目を輝かせて、神魔の娘ははしゃいだ。

「どちらも。どちらもとてもとても大好きじゃ」

「神魔はみんな音楽が好きだよね」

「スーリィンのような雅が量りように勝るものだけよ。低位どもには食うことしか頭にない阿呆も当然おる」

　少し自じ慢まんげに胸を張り、情に富んだ笑みをみせる。その朗ほがらかな様子に、ヨシュアもまた笑う。夜の逢おう瀬せでは楽器を弾くことは当然ままならないが、今は隣となりのギレアドたちも寮りよう監かんもいない。二人を咎める者はないはずだった。

　ヨシュアは馴なれた手つきで琴を引き寄せ、求められるままに爪つま弾びいた。かつては毎日のように鳴らしていたそれだが、塔とうに来てからは休息の日ぐらいしか手にする機会がない。最初は思うほど指が動かず難なん儀ぎしたが、求められるままあれこれ弾いているうちに、だいぶ勘かんを取り戻してきた。

　───懐かしいな。

　爪弾き続けるうち、柔らかな感かん慨がいが心に満ちる。彼に音楽を教えてくれたのは、姉だった。血はつながっていなかったが、本物の姉よりも姉らしく、ヨシュアに接してくれた。不幸な別れ方をしてしまったが、彼女のくれた音色はやはり褪あせることがない。

　───もっとも、僕はその大事な音楽を碌ろくな使い方してこなかったんだけど。

「のうのう、琵琶バルバツドも弾いておくれ」

「笛もあるよ？」

「あれもたいそうよいが、奏かなでるのにかかりっきりになってしまうのが難じゃな。スーリィンのヨシュアは歌声がよい。誰よりもよい」

　聞いてる方が面おも映はゆくなるほど臆おく面めんもなく、スーリィンは褒ほめ讃たたえる。

「長年生きておるがな、我が君ほど綺き麗れいな声の者はおらぬ。鮮やかな歌声の者もおらぬ。しかし、何が素す晴ばらしいって、それを無力な鳥のために惜しみなく発した性根よ。大神魔を讃え媚こびる者は多数おるが、何も持たず返さぬ者を愛いとしむその寛容と慈愛こそが、スーリィンのヨシュアのもっともよいところ」

「ありがとう、スーリィン。でも、もうそのへんでご容よう赦しや下さい……現実と齟そ齬ごあり過ぎて死ねる……」

「何故に？　まだまだ褒めるところはあるぞ。たとえばな」

「一番、ヨシュア・バレク、歌います！　歌いますので！」

　容赦なく賛美を浴びせる彼女を、ヨシュアは慌あわてて遮さえぎった。

　初めて人の姿を得た直後も、スーリィンはこんな感じであった。滅めつ多たに姿を現さぬ大神魔のくせに、しがない小鳥の姿で人の世をフラフラし、数枚の銀貨と引き替えにヨシュアの手へと渡った。

　その理由は「単なる暇ひま潰つぶし」。

「飽きたらあたり一面を焼いて、逃げ出そうと思っていた」「でも、そなたの音楽が気に入ったからやめた」と聞かされたとき、芸は身を助くという言葉がヨシュアの脳裏を過よぎったものだった。

　そして、いまこの時も自分の芸に助けられ、ヨシュアは知っている限りの曲と歌を続け……二時間ほどたった頃。

　限界がきた。

「腹減った」

　ぽろりと手から琵琶爪が落ちた。一人で二人分を賄まかなう都つ合ごう上じよう、燃費の悪さは如何いかんともしがたい。何より、今日は朝食を食べ損ねたままだった。

「よし、スーリィンが何か用意しよう」

　神魔の娘は身を乗り出し、意気込んでみせた。

「妻たるもの、夫の食事を作るのが人の常つねよ。違うか？」

「ま、まあそういうご家庭が多いのは否定しない、けど」

　ヨシュアは力の限り目を逸そらす。

　彼女が人の姿を得てしばらく、同じ台詞せりふを吐きながら料理をして見せたことがある。切る、煮る、炊たくという基本的な手順は人間同様なのに、出来上がったものはそこはかとなく基本から外れまくっていた。魚らしい鱗うろこを生やした生き物が黒いが上にも黒いスープの中で口を開いて目を剝むき、断だん末まつ魔まの凄まじさをあたりに伝えていた。口にすると、じょりというなんとも言えぬ触感が広がり、最初は酸っぱく、次に辛からく、最後はなんとなく苦いという残念味付けの三連コンボが見事に決まる。

　美う味まいか？　という問いかけに、ありったけの愛と自制心で以もつて答えようとしても、既に舌がうまく動かせなかった。

「食堂から何か貰もらってくるよ」

　笑顔を作ってヨシュアは妻の提案を退しりぞける。

「この部屋には煮炊きできる設備はないし、第一、食材がひとつもないからね。いくらスーリィンでも無理でしょう」

「じゃがな」

「大丈夫、すぐ戻ってくるから」

「しかし」

　夫婦でそんな押し問答を続けていた、真っ最中。

「おーい、おっさん！」

「一大事」

　なんの前触れもなく、ラキシュとギレアドの声が響き渡った───激しい風音と共に。





　　　　　８






　振り向く間も惜しみ、ヨシュアはスーリィンを寝台の上に押し倒した。愛情の籠こもった意味ではなく、正しく押しのけた挙あげ句くに首飾りを投げつけ、更に力任せに突き倒した。その上から布団ふとんを被かぶせ、更に寛くつろぎ開いた自分の上着の前をかき合わせ、契約印を隠し寝転がる。つまり「僕はいまの今までここで惰だ眠みんを貪むさぼっていましたけれども、何か？」という体裁を整えた。この間、わずか五秒程度。

　それと、ほぼ同時に。

　ビョオオオオオ！

　強風が室内を走り抜けた。

　窓に透かし板が塡はまっているのは、中央の塔だけ。ヨシュアの部屋も夜や荒天時用の板扉しかない。今日のような晴天の昼間の場合、開け放した窓から突風が室内を吹き抜けることもままある。

　が、いまのこの風はいつものそれとはまったく違っていた。

　嵐かと思うような激しさに、目を開けていられない。机の上に置いたままの水差しが転がって四散し、無む造ぞう作さに脱ぎ捨てていた布や服が宙に散り、手放した琵琶バルバツド用の爪が四方八方飛び散った。

　そして、極めつけは。

　まずラキシュの小さな体が、続いてギレアドの巨体が、室内へと降ってきたのだ。

「いててて！　ギレアドの阿呆！　もうちょっと緩ゆるやかに下ろしてよ！」

「俺のアヴィにはそんなこと出来ない」

「申し訳ありません、我が主あるじ。自分にはお二人をここまで風に乗せるだけで手一杯でございます……」

　腰を押さえてラキシュが喚わめき、床に伸びたまま憤然とギレアドが反論する。その傍かたわらには、青い鳥がすまなそうに頭こうべを垂れていた。尻尾しつぽが二つに割れ、猛もう禽きんほどの大きさのそれを、ヨシュアも修しゆう練れんのときに見て知っている。ギレアドの操あやつる風の神魔、蒼そう燕えんのアヴィであった。

「君たち……」

　さすがのヨシュアも、咄とつ嗟さに言葉が出ない。心しん臓ぞうはまだばくばく言い続けていた。押さえつけた布団の下、スーリィンのなめらかな体の線はとっくに消えている。自主的に首飾りの中に戻ってくれたのだろうが、どんなご機き嫌げんなのか想像するのも恐ろしい。

「わざわざ神魔なんか使って、僕の部屋に飛び込んできたっての？　扉をノックして入ってきてくれよ、ノックして」

　スーリィンといるときに人が訪ねてくることは、これまでもあった。しかし、足音さえ聞こえれば、ヨシュアは相手が誰で何人いるのかある程度察知できる。こんなに慌あわてふためかなくても対処してこられたのだが、神魔を使って窓から一直線などというダイナミック極まる訪問、意外性ありすぎでどうやって避さけたらいいのか判わからない。

　───これだから、神官ってのは手に負えない。

　腹の中で舌打ちしながら、ヨシュアは年下の同級生たちになおも説とく。

「それに、いつも言ってるでしょう？　神魔を玩具おもちやにしちゃいけません。血肉や生気ルーアを与えるってことはそれなりにリスクがあるんだって習ったはず」

　尖とがった声を立て続けにぶつけられ、二人はキッと視線を向けた。

「すごく急いでるから」

「普通に扉から入ろうにも、あたしは男子棟には来られないじゃない！」

「ギレアドだけくれば？」

「だから、急いでるのに」

「こいつに説明させたら、何時間かかるか判んないだろ！」

　短くも端的に非難するギレアドと、いつもの調子でがなるラキシュ。

「だいたい、おっさん、勉強するする言っといて、さっきまで楽器じゃかじゃか鳴らしてたじゃない！　窓の下からも聞こえてたよ？」

「え、あ、まあ。そ、そうだけど」

「それと、誰かと話してたような……」

「う、歌ってたんだよ。あと、詩の朗読を少々」

「一人で？」

「休日に、わざわざ？」

　子供の無む垢くな瞳に、気の毒そうな色が射す。すっかり可か哀わい想そうな人を見る目を向けられ、ヨシュアは心の底から後悔し閉口した。

「で？　何をそんなに急いでたんですか？」

　叱しかったり反発するより、話を進めてしまった方が早い。そう判断し、ヨシュアは先を促うながした。二人は大きく頷うなずいて、

「市場から帰ってきたらさ、マルタ先生に会って。今度の見聞の旅のことをちょっと教えてもらったんだよ。正式には明日発表されるんだけど、おっさんには先に教えて覚悟してもらった方がいいかなって思って」

　そうして、ラキシュが薄い石版を差し出す。そこには、マルタの字であれこれと細かく綴つづられていた。

「見聞の旅って？」

　塔とうに入ってすぐの頃にそんな名称を聞いた気がする。が、なにせヨシュアは日々の悩み事が果てなく尽きない。その内容などすっかり忘れてしまった。

「簡単に言えば、どっかの神殿いって二週間ぐらいそこで寝泊まりするの。何させられるかは、相手次第かな」

　最年少にして最も事情通のラキシュが、いつもの調子で一席ぶち出す。

「優しい神殿長さまのとこ行ければ、ちょっとしたお手伝い程度だけで済むんだけど、人使い荒い神殿にブッ込まれると『塔』にいるよりヘビーにこき使われるらしいよ」

　数年前、入塔時はエースと目されたエリート修道生が、派は遣けん先さきの神殿で度を越した労働を強しいられそのまま失しつ踪そうした、とか。目当ての神殿へと旅する途中で悪い女に引っかかって戒律を破り永久追放された、とか。何かと問題も多いらしい。

「それでも、毎年やってるんだね、それ」

「それでも、毎年やってんだよ、しょうがねえけど」

　神官と一口に言うが、その役割は極めて多彩だ。冠婚葬祭の儀式を執とり行おこなうのはもちろん、各地の政まつりごとの相談役も担になう。民に教育を施ほどこすこともあれば、医療に携たずさわる者も多数いる。その知識を生かして様々な書物をしたため、災害時には陣じん頭とう指し揮きを任され、時に戦に関わることすらして、影に日向ひなたにアリステアの歴史を形作ってきた。

　その「万能なんでも屋さん」たちを「神官」たらしめているのが、厳しい戒律。そして、何より魔ま操そうの業わざだった。修道生たちは塔に在籍中、それぞれの特性によって振り分けられ、適材適所を見出しては大陸中に散っていく。この見聞の旅も適所を見誤らぬための工夫といえば、そうなのかもしれない。

「ほんっと、神官教育って消去法というか。一人でも多く振り落とそうと狙ってるっちゅーか、人員増やそうって気が基本ないよね」

「ないねえ」

「褒ほめて伸ばすとか、どこの寝言だよって感じだし」

「まったくだ」

　ヨシュアは素直に賛同した。五つも年下の少女の言葉にいちいち頷かされるのもどうかと思うが、的を射ていることは動かしようのない事実なので仕方がない。

「けど、おっさんはその前の段階で悩んどくべきなんだよね、これ」

　だから、こんなに急いできたのだとラキシュは続けた。

「前の段階？」

「年度末の総合試験で平均七〇点取らないと落第って言ったじゃん？　や、それもまあ本当なんだけどさ」

　珍めずらしく、彼女は少しだけ言いい淀よどむ。

「来月末の中間試験でも平均七〇点取らないと、この旅に出られないんだって。もれなく留る守す番ばんになる」

「それの何が問題？」

　いかにも『星せい紺こんの塔』らしい処分と言えるし、そもそも、ヨシュアはそんな旅になど出たくない。修道生たちが丸ごと出かけてしまうのだったら、むしろ塔にいたい。積極的に一人でいたい。いまのように踏み込まれることなど皆無だろうし、勉強にだって没ぼつ頭とうできるだろう。いいことづくめではないか……そう、彼は思ったのだが。

「あーあ。やっぱ、ことの重大さが判ってないね」

「これ、必修科目」

　ラキシュが天を仰あおぎ、ギレアドがじっとヨシュアを見やる。

　必修科目。

　その言葉がヨシュアの鼓こ膜まくを激しく叩たたき、脳を揺さぶった。

「必修？」

「そう、必修」

「そ、その旅に出られないと……どうなるのかな？」

　努めて笑顔で、ヨシュアは訊たずねた。

　ラキシュとギレアドは一度顔を見合わせ。

「来年も、一人で一年生頑がん張ばってね」

「ね」

　笑顔のまま、ヨシュアは硬直した。

　半年後までに成績を稼かせげばいいと思っていたのに……制限時間が縮んでしまった。それも、おもいっきり来月末までに。





　　　　　９






　ラキシュとギレアドが窓から帰っていった、その後。

　乱雑極まる部屋の中に、ヨシュアは取り残された。

　頭の中も室内同様、かつてないほどとっ散らかっていたけれども、まずはやらねばならないことがある。

　そっと布団ふとんをめくりあげ、尻に敷いていた首飾りを手に取った。

「あ、あの、スーリィン？」

　返事はない。

「ごめん、悪かったから。あんな乱暴にするつもりなかったんだけど、あまりにも急で」

　またも、返事はない。

「すみません。ごめんなさい。申し訳ない。本当、この通りだから顔を見せて？」

　平謝りに謝り続けて、幾いくばくか。

　ぼむっと音でもしそうなほど、首飾りが輝いた。しなやかなシルエットが現れる。

　が、彼女はヨシュアに背を向け、膝ひざを抱え込んで座っていた。

　徹てつ底てい抗こう戦せんを絵に描いたような妻の態度に、ヨシュアは言葉を失う。どう考えても悪いのはこちらなので、そもそも反論しようがない。

「こういうのをなんと言うか、スーリィンは知っておるぞ。日陰よ。日陰の女よ」

　光り輝く雷らい凰おうなのに、と、彼女は呟つぶやいた。

　妙にがっくりと肩を落とされ、夫としてますます立つ瀬がない。しかも、そのまま怒られ続けならまだマシというもので、

「……まあ、仕方がないのう」

　実にしみじみと吐き出されてから先が、なお辛つらい。

「まったく我が君は無力な輩やからに心優しい。あのような阿呆な子らにすらつれなくできぬところが、よいところでもあるのだしのう」

　深々と溜め息をつき、うなだれた様が哀あわれを誘い、ヨシュアの胸を一段と苛さいなむ。

　───えーと、何か。何かスーリィンが喜ぶようなことは？　歌とかはさんざん使っちゃったから、もっと何か……っ。

　彼女の気が引き立つようなことをと考え続け、自分で自分を追いつめた末。

「再来月、旅に出られるかもよ？」

　ヨシュアはよりによってそんなことを口走っていた。もっとも自分の首を絞めそうなことを、彼女に受けたいがあまりに。

　予想通り、スーリィンの反応は劇的だった。

　ぱっと振り向き、その面おもてを輝かせる。

「この塔とうから出る？　スーリィンも一緒にか？」

「もちろん」

「どこへいく？　砂漠を飛べる？　山を越える？　海風に乗れる？」

「行き先はまだ決まってないけど」

　というか、行けるかどうかもまだ不明なのだけれども……とは、言えない。

「まあ、砂漠は飛べるね、確実に。砂漠を越えないとこの塔からはどこへも行けないし」

　砂漠の前に、次の試験で平均七〇点を越えられたら……とも、言えない。

「すごいのう。一いつ生しよう懸けん命めい我が慢まんをしておると、たまにはいいこともあるんじゃのう！」

　眩まぶしいまでの笑顔で言われ、更に優しく抱きすくめられて、一段とヨシュアは身の置き所がなくなった。

　───ますます、死に物狂いで頑がん張ばらないと。

　嬉うれしそうに頰ほおを寄せてくる彼女を撫なでてやりながら、ヨシュアは内心戦せん々せん恐きよう々きよう。死に物狂い、どころではもはやないかもしれない。寝る間を惜しんで勉強しても、中間試験まで果たして間に合うかどうか。

　───いくら急いでも魔ま操そうの腕はすぐには上がらない。あとは座学の点を最大限に上げて、特技も生かし切らないと。

　そんな、深刻極まる悩みの最中。

　ぐうぅぅぅぅぅぅ。

　あまりにしまらぬ音が自分の腹から鳴り響いた。忘れていた空腹感にどっと襲おそわれて、力が抜ける。

「そうであったな。スーリィンのヨシュアは空腹なのだったわ」

「面目ないです」

「では、いますぐ料理を」

「無理無理無理、待ってられない。あと、今日は君をさんざんな目に遭あわせたのに、この上、料理させるとか悪過ぎる。塔の食堂で何かもらってくるよ」

　防衛本能全開で言葉を弄ろうするヨシュアを、彼の妻は不満げに見上げる。

「スーリィンのより、ルステラの与よ太た者ものの料理の方がよいと申すのかー？　あんな奴、ほんのちょっと前に剣を料理ナイフに持ち替えたばかりじゃないかー」

　その非難に、ヨシュアは思い出した。

　そうだった。

　忘れたい忘れたいと思うが余り、半ば本気で忘れかけていた存在があそこにはいた。たいていは毒にしかならぬ相手だが、使い方次第では自分の武器になる者が。

「そうだよ。こういうとき、あいつは使える。というか、あいつを使って出来ることから考えればいいんだ！」

「お、おう？」

「スーリィン、ありがとう。君は天才だよ！」

「お、おう」

「本当、僕にはもったいない嫁です！」

「ん、んむ！」

　なにがなんだか判わからないという表情ながら、彼女は胸を張る。

「この雷凰スーリィン様は、いつだってヨシュアのことを一番に考えておるからな！」

「うん、うん」

　ひたすら笑顔でヨシュアは彼女の頭を撫で続けた。

　部屋は相変わらずとっ散らかり、見聞の旅のせいで進級は一段と絶望的。

　けれど、ほんの少しでも希望があるのなら邁まい進しんするまでだ。たとえ、どんな手段を講じようとも。

「じゃあ、スーリィン。待ってて、僕いってくるから」

　いくらか軽い足取りで自室を出て、中央の塔へと続く回かい廊ろうへと進む。どこもかしこも素そ朴ぼくな石を積んだだけの東の塔と違い、こちらは床や柱にも凝こった細工が窺うかがえた。白い柔らかな石の艶つややかな面、廊ろう下かにはブルーのタイルが敷き詰められている。

　圧巻なのは、廊下の果てに設しつらえられた二つの巨大な扉。

　それをくぐると中は人が入れる箱になっていて、しずしずと上下する。いったいどういう仕組みかと箱の下を覗のぞき込こむと、そこには巨大な蛇が巻き付いていて、人ならぬ力で箱を浮かせたり下ろしたりしていた。

　他にも、この塔のあちこちでは不ふ思し議ぎな影が絶えない。人に似ているが翼や尻尾しつぽのあるもの、猫や犬というには巨大だったり変わった毛色のもの。窓辺に飾られた花や木が突然歩き回ったりなど、実に多種多様。いずれも、この塔に居を構える導どう師したちや最高学年の修道生たちが使役する低位の神魔であった。

　───あんな風にスーリィンといられれば、一番いいんだけどなあ。

　ありえないことを夢想しながら、ヨシュアはいつもの食堂まで来てパンをいくつか受け取った。それから、少しだけ表情を改め、その裏手にある建物へと入っていく。

　そこでは巨大な竈かまどと鍋が並び、煮に炊たきの音が賑やかだ。一〇名は下らない男女がナイフを振り回して、食材と格闘している。塔の食卓を一気に担になう調理場だった。

「すみません、エレミヤはいますか？」

　極力丁てい寧ねいに呼びかけると。

「よお、ヨシュア。元気だったか？」

　明るく言いながら、一人の青年が近寄ってきた。
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「お久しぶりです、エレミヤ」

「久しぶりって。おまえ、毎日食堂来てんだろ」

「でも、あなたがどこにいるかなんて、まったく気にしたことありませんから」

「そーいう奴よ、おまえさんは」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔でさえ、どこか甘く、少し垂たれ気ぎ味みの目に愛あい嬌きようが溢あふれている。

　修道生たちよりいっそう簡素な衣服に、洗あらい晒ざらしの前掛けをした姿はお世せ辞じにもスマートとは言えない。しかし、この男の笑顔に、女子修道生たちがさざめきたち、男子修道生たちが苦々しげに目を逸そらす。

『星せい紺こんの塔とう』で一番モテる男。それは、腕利きの神官や導どう師しでも修道生たちでもなく、この料理人だった。

「で、今日はなに？」

「あなたが言ったんでしょう。『てめえ食い過ぎなんだよ、作っても作っても追っ付かないから少しは手伝え』って」

「あー、そうだったかな」

　ヨシュアは周囲の大人に聞こえるよう声を高め、そらっとぼけた声で青年も応じて、二人は揃そろって調理場の隅すみへと行った。大の男の拳より大きなロサ芋が、ヨシュアの腰丈ほどもある籠かごいっぱいに詰め込まれている。

「そんじゃ、ま、これ剝むいて」

「判わかりました」

「ぱっぱとやっちゃって、終わったら声かけてくれや」

　朗ほがらかに言って、青年はヨシュアを置き去りにしようとする。

「ちょっと待て」

　声を低め、彼はエレミヤの前掛けをひっ摑つかんだ。

「誰が本当に手伝いに来たと言いました？」

「あらやだ、バレクくんったら。怖い」

　おどけて答える方も、声は低め。周囲を憚はばかっての会話の始まりだった。

「調べて欲しい人がいるんです。腕うで利きき情報将校のあなたなら、簡単なことでしょう？」

「ちょっとちょっと。おだてても何も出ないよ、バレクくん？」

「おだててませんが、情報は出して貰もらわないと困ります。次の中間試験で点が足りないと、僕、年度末試験を待たずに落第ですから」

　そう言って、ヨシュアはとある人物の名を挙げた。エレミヤは大きく首を傾かしげる。

「いいけど、それでどうにかなんの？」

「いたしましょうとも。件くだんの人物が僕の思おも惑わく通りであるならば、昔取った杵きね柄づかが役に立ちます」

「お、言うねー」

「あと、もう一つ」

「まだあんのかよ」

「塔の女性導師陣にちょくちょく手を出してるそうだけど、マルタ導師とは？　どうなんです？」

「あー」

　短く唸うなって、エレミヤは迷惑千万というように罵ののしり出だした。

「ちょっとおまえ、何してくれたんだよ。マルタちゃん、自信なくしたから故郷に帰るとか言ってたぞ」

「やっぱり、あの人にまで……」

　呆れ果てたといわんがばかりのヨシュアに、エレミヤはまるで悪びれない。

「仕方がねーだろ。俺はおまえみたいに自分のボインを塔に持ち込んだりできないんだから、現地調達に励はげむっきゃないわけで」

「自分のボインがあったって、僕は揉もむのもままならないわけですが」

「そんなん、おまえの甲か斐い性しようがないからじゃんねー」

　ズバリと言い放たれて、ヨシュアはしばらく口を噤つぐむ。互いを視線で威い嚇かくしあうだけの時間がしばらく流れた。

「そんで？　なんでおまえさんがマルタちゃんのこと気にする？」

「素直で泣き虫で可か愛わいい人ですよね、先生。仮かり初そめとはいえ恋人の言うことには従順なんでしょう」

「まさか、寝物語におまえのこと頼めとか言う気か？　どんな野や暮ぼな極悪人だ、こら。極悪人なら極悪人らしく、自力で試験問題盗み出すとかしたらどうなんだよ、こら」

「ああ、その手がありましたね。それは確かに楽そう」

「やだ、真顔でそういうこと言わないで。怖い。まじ簡単にやっちゃいそうで、怖い」

「まあ、この塔の造りは全部頭に入ってるし、ここの警備兵たいしたことなさそうですしねえ」

「え、ホントにやる気？」

「やりませんよ。警備兵はともかく、教授陣の神魔は厄やつ介かいですし」

「厄介じゃなかったら、やんの？　やっぱ極悪人じゃーん」

　相変わらずこの男の物言いは、軽口なのか真剣な非難なのか判然としない。閉口しつつ、ヨシュアは相手を見据えた。

「しませんて。だいたい、その極悪人を無事に神官にするまで手を貸せっていうのが、あなたの雇やとい主ぬしのご命令じゃなかったんですか、エレミヤ？」

「そうよー。おまえのこと無理してこの塔に押し込んだお方のご命令よー。見守りますわよー」

　短く笑んでエレミヤは顎あごをついと上げる。質素な身なりに似合わぬ艶つやが男の横顔を彩った。名門武家の出と聞いているが、いまは剣を料理用のナイフに持ち替え、漫然と日々を過ごしている。それはそれなりに楽しそうであるところが、また腹立たしい。

「見てるだけじゃなくて、少しは守って下さいよ。何度も言いますけどね、僕、このままだと落第します」

「頑がん張ばれば、けっこうどうにかなんじゃないの？」

　エレミヤは懐ふところを探り、使い古した煙管きせるを引っ張り出す。馴なれた手つきで火がつけられ、あたりに紫煙が立ちこめた。

「実際、すげーよ。おまえさん、二、三年前まで読み書きもろくにできなかったんだろ？　うちの主あるじの後押しが山ほどあったにしたって、塔の試験突破していちおうこうして修道生も務まってんだから」

　突然、しみじみと言われ、ヨシュアはしばらく面食らう。この軽けい佻ちよう浮ふ薄はくの男に褒ほめられたことなど、かつてなかったことだろう。

　しかし。

「修道生で終わっては、あなたの主のご期待に応こたえたことにならないんですよ」












　それで有頂天になれるほど、ヨシュアは楽観的ではなかった。

「あの方は僕が……位階四位の神魔を伴はん侶りよに得た人間が天地の官になり、この大陸の秘密を解き明かすことを望んでいらっしゃるのだから」

「この大陸の秘密、ねえ。そんなもん本当にあんの？」

「たとえば、どうして砂の坑あなから不ふ思し議ぎな器物が取れるのか。神魔はどうやって生まれて増えるのか。それに」

「あー、もういい。そーいうのは」

　煙管で足下の石を叩たたき、エレミヤは煙と共に言葉を吐き出す。雇い主の酔すい狂きようなどに貸す耳はないという本音が、その仕草に滲にじんでいた。

　ヨシュアも彼と議論をする気はまったくない。

「とにかく、ちょっと導師に口聞いて欲しいんです」

「何を？　マルタちゃんにおまえの試験で手心加えろって言うの？」

「出来るなら、いっそそうしたいぐらいですけどね」

　いちばん手っ取り早い手段だろうとは思うが、いくら自信喪失中であってもそんな愚ぐ行こうに応じるような女を、塔が導師に据えるはずもない。

　ヨシュアは見聞の旅について短く説明したのち、

「その旅でティエルと僕が同じ班になるようにして欲しいんです」

　そう、エレミヤに頼んだ。

「おまえ……たとえ人間じゃなくてもボインの可愛い嫁がいるのに、あんなガキにまで」

「自分基準で考えないで下さい。そうじゃなくて、いま僕の周囲の修道生の中で、それなりの高位神魔と契約しているのはあの子だけなんです」

　ごく真率にヨシュアは続ける。

「いちおう、マルタ導師にもっと高位の神魔の喚よび出だし方教えて下さいってお願いもしてみたんですが、『バレクくんの頭が変になった』とさんざん泣かれましたので」

「そりゃ、泣くわ。そんなことしたら、普通、死ぬし」

「ええ、ですので。ティエルから技術を盗むしかないと思うんですよね。旅の道々で」

　今回の試験をどうにか突破できたとしても、魔ま操そうが使えなければ結局、年度末には落第……いや、永久に塔から出られず、神官になれない。それでは、いったいなんのためにいままで自分が苦労をし、スーリィンに我が慢まんを強しいてきたのか判らない。

「盗む……」

　その言葉に、エレミヤは小さく笑った。

「実におまえさんらしい発想だ」

「でも、気に入ったでしょう？」

「気に入った」

　この答えだけで、目下のところ充分。ヨシュアは頷うなずき、自室へ戻ろうと数歩を踏み出した。思いの外、長い外出になってしまった。スーリィンがきっと首を長くして待っているに違いない。

　さっさと踵きびすを返すヨシュアを、青年は片かた頰ほおに笑みを浮かべ、軽く手を振りながら見送った。赤い頭が塔の奥へと消きえ失うせたとき。

「策を弄ろうしても、最後は力押し。昔とたいして変わらん、か……」

　カチリと煙管を鳴らし、エレミヤは細く吐き出す。

「あんなのに世の命運を握らせるのは、ぞっとしませんぜ、太守さま」

　遠い空の下にいる雇い主へと向かって、呟つぶやく。紫煙が風に散り、かすかに香った。

　ヨシュアの人あたりのよさそうな面おも差ざしと慎つつましいといっていい物腰。しかし、それがすべて見せかけだけのものであることを、エレミヤはよく知っている。

　それから、彼は山と積まれた芋にふと気がつき、

「あんのガキ、結局、一個も剝むかなかったじゃないか！」

　煙管を放り出し、低く罵った。
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　それから一カ月も満たぬ間に、『星せい紺こんの塔とう』は殺気だった雰ふん囲い気きに包まれ始めた。年半ばの中間試験期間が始まったのだ。

　五年次の者たちはもっとも深刻で、ここでの出来色によっては卒業が叶かなわなくなる。四年以下の者も、来年、自分が何色の肩布タリートを身につけるかに関わってくるため平然とはしていられない。

　ヨシュアはもちろん、そして、いっそう深刻だった。

　昨日までの試験の点数を自己採点し、教室の隅すみで真っ赤な頭を抱える。

「苦手な科学はどうにかしたけど、神学の口頭論述が……」

「正直、わけ判わかんなかったもんなあ。『大陸北部における民衆の心理と神殿の役割の相関関係について』って、なんだよ。一年次にする質問じゃないよっ」

「北部は山間部だから、神殿は……」

「いえ、ギレアド。いま正解教えてくれなくていいです。教えてもらっても、頭にまったく入らないんでっ」

「他の科目はどうだったの？　満点取れてそうなの、ある？」

「歴史は暗記部分は全部出来てると思うんですよ。でも、論述の方がどうだか」

「あれ、配点三〇点あるよ？　そこミスしてたら、歴史は七〇しか取れてないってことになるんじゃない？」

「ううう」

　計算しても計算しても、総合平均点七〇に届かない。かくなる上は、最後の科目、音楽で気を吐くしかない。

「つまり、次が踏ん張りどころというわけか……」

　大きく息をつき、ヨシュアは傍かたわらの包みを引き寄せる。艶つややかな紫の布を解くと、ゆるやかな曲線の白い楽器が現れた。

「おっさん、それなに？」

「琵琶バルバツドだよ、僕の愛用品」

　軽く指で弦を弾はじき、ヨシュアは音を確かめる。軽やかな音色にひとつ頷うなずいて、おもむろに立ち上がった。

「さ、そろそろ時間だ。試験会場に移動しましょうか」

「な、なんでそんなもん？　まさか持ってく気？」

　ヨシュアの後を追いながら、ラキシュが顔をひきつらせる。

「一年の音楽の試験に楽器の演奏はないんだよ？　聖伝や呪言を元にした歌を覚えるだけで精一杯。リズムが多少おかしくても、音階が調子っぱずれでも歌詞さえ合っていればよしってレベルだってのに、わざわざ楽器なんか」

「そのレベルに合わせての得点じゃ、目標総合点に届かないでしょう？　ここは攻めの姿勢でいかないと」

「そ、そりゃそうだけどさあ、大丈夫なの？」

「正直、攻め過ぎ」

　心配する二人にひとつ笑って、彼は試験会場の扉を開けた。

　そこは、塔にいくつかある礼れい拝はい場じようの一つだった。大きな弧こを描く天井と、それを支える長大な円柱。床に貼られた凝こった細工の石が、靴くつ音おと一つさえ幾いく重えにも響かせる。透すかし窓は鮮やかに大きく複雑な色合いで、落ちる光は幻想的だ。どんな者でもここを訪れれば、厳げん粛しゆくな気持ちにならざるを得ない。

　この教科を担当する老ろう導どう師し・イーラヴは、祭さい壇だんの横で修道生たちを出迎えた。黒衣に白く長い髭ひげ、緩ゆるみ重たげな肢体などが室内のムードとも相まって、一段と威圧感を醸かもし出だしている。

「さて、これはこれは」

　老導師は皺しわに埋もれた目を見開いて、ヨシュアに訊たずねる。

「儂わしは君にいつ琵琶バルバツドを教えたかな？」

「我流にございます」

　膝ひざをつき赤い頭を深々と下げ、ヨシュアは丁てい重ちように礼を取った。

「若じやく輩はい者ものにして浅学の身、無む伴ばん奏そうでは教えていただいた歌がうまく出て参りませんので、よろしければこれを弾かせて下さいませ」

「ふむ……」

　無礼な、と、一言の下に断じられてもおかしくない場面である。傍らにいたラキシュとギレアドが震え上がっているのが判る。

　けれど、ヨシュアには確信があった。

　この老いた神官は自分を退しりぞけない。

　かつて、イーラヴは大国の大神殿で楽隊を率ひきい、年経て指が思うように動かなくなってからは、『星紺の塔』で教きよう鞭べんを取っている。それが、エレミヤの報告だ。まず間違いがない。

　───契約神魔は気の奏竜・ムーナソーナ。

　その歌声は千里を駆け、天を揺さぶるとまで謳うたわれる神魔であった。位階は一八位。人の操あやつれる神魔としては押しも押されもせぬ、と、表現してよい類たぐいだろう。

　つまり、このイーラヴ導師は根っから音楽が好きな人なのだ。

　老人の無骨な手に浮かび上がった契約印を、そっと視線で辿たどりつつ、ヨシュアは彼の返答を待った。

　沈黙が長く続く。

　緊張をはらんだ空気の中、黒衣の老人と赤毛の少年は目を逸そらすことなく対たい峙じし続けていた。耐え切れぬというように、ラキシュが頭を抱え、ギレアドも息を呑のむ。

　しかし、それでも。

「……よかろう」

　予想通りのいらえが戻った。

　面おもてを輝かせて上げたヨシュアに、半ば面白そうに老神官は言い渡す。

「しかし、自ら望んで持ち込んだ琵琶バルバツドが満足いかぬ出来映えだった場合、儂は厳しい点をつけざるを得ないだろうな」

　名高い赤毛の一年生が何をしでかすのか、興味津々という口振りであった。

「導師と奏竜様のお心に叶うものであるよう、懸けん命めいに弾き努めます」

　満更はったりでもなく、ヨシュアは言った。

　その様子を同級生たちが不安げに見ている。ティエルはいつものように冷ややかかつ探るような視線を送ってきていた。またヨシュアが失敗したら、そこにつけこんで自己アピールに走るつもりかもしれない。

　───悪いけど、今度は君に出番はやらないよ。

　級友たちに小さく笑みを向け、ヨシュアは琵琶を抱え直した。専用の爪を施ほどこした右手を軽く振り上げ、最初の音を生み出す。

　しゃらん……

　清しい音色が幾重にも反響し、哀あい愁しゆうを帯びた旋せん律りつを呼んだ。

　それに合わせるように、ヨシュアの胸の上、スーリィンの首飾りがコトコトと鳴り始めた。それをたいそう頼もしく思いながら、彼は琵琶を爪つま弾びく。




　───万里を超えて、千里を往ゆく


　　　　この高らかなる宝を受け止めよ






　課題曲の一節がなめらかに、その唇くちびるから紡ぎ出された。

　鮮やかに琵琶バルバツドを捌さばく手から、優美な音が溢あふれ続ける。




　───海に出でて風を追い


　　　　あてのあるかなきかは夜の夢の如ごと






　朗々と楽の音と歌声が重なり合い、響き合う。

　一同が目を見張り、耳をそばだてた。見事な音であり、楽だった。初めはしずしずと流れ、やがて、その速度は増していく。

　人々の熱狂を呼ぶ、音楽の力。ヨシュアの指と唇からも、それが次々と生み出されていく。




　───世は泡沫うたかた、人は夢


　　　　神なれど魔なれど

　　　　やがては、空の彼方かなた






　まず、ラキシュが歌い出した。

　幼く拙つたない声ではあったが、まっすぐな響きが優しく明るい。無口なギレアドは手を打った。ヨシュアの演奏にぴったりと合った、そのリズム。




　───理ことわりは越える、超える


　　　　我らは知る、識しる

　　　　世は泡沫、人は夢



　　　　なれど




　ひとりまた一人、たまらぬというように修道生たちはヨシュアの音楽に引き込まれていく。

　そして、ついに。

「我が友、ムーナソーナ」

　イーラヴが立ち上がり、その両手を掲げた。

　そこを描き覆おおい尽つくす契約印が淡く青く光り輝き、天空に巨大な円陣が浮かび上がる。

　奏竜は、他の神魔のように大おお仰ぎようには名乗らなかった。

　代わりに、その紅い口を開き、高らかに歌い出した。この場の誰もが聞いたこともないほど、美しい声で。

　なめらかな肢体が天を舞う。水色の半透明なそれが陽に透けるたび、しゃらしゃらと不ふ思し議ぎな音がさやかに渡った。まるで、この竜がひとつの楽器であるかのように、音階が生まれては消え、ヨシュアの琵琶バルバツドへとついていく。

　やがて。

　曲の終わりを告げる旋律があたりに落ちて、静けさが戻った。

　ヨシュアは膝をつき、赤い頭を深く垂れる。始めたときと同じように。

「ヨシュア・バレク、見事」

　満足げに告げた導師の声に、修道生たちの喝かつ采さいが重なった。

「おっさん、すげえ！　神殿づきの楽団だってそこまで弾ける人、そうそういないよ！」

「やったな」

　特にはしゃぐ二人に礼を述べながら、ヨシュアはどこか冷めた気分のままでいた。

　───これだけは、そこらの神官候補になど負けるものか。

　自分の音楽は命の駆け引き。この歌で自らの血路を切り開いてきたのだ。

　そんな自負が、彼の笑みにも薄く滲にじむ。

　奏竜が束つかの間ま、目を細めたが、気がつく者は誰もなかった。ただただ、万雷の拍手が礼拝場を満たしていく。




　ともあれ。

　ヨシュア・バレクは魔ま操そうは相変わらずからっきしなれど、この日の採点を以もつてして、旅へ出る資格をもぎとったのだった。



















　今度の仕事も、さほど手はかからなそうだ。

　豪ごう華か絢けん爛らんな広間の片かた隅すみでひとり、彼は思う。

　子供の体には大きすぎる琵琶バルバツドを抱え、抜け目のない視線を配った挙あげ句く、目当ての男を捜し出した。

　育ての親が標的だと言っていた、黒くろ髪かみの青年。

　無類の金持ちらしいのに、ひょろりとして背ばかりが高い。刺し繡しゆうがびっしり施ほどこされた長衣がひどく重そうだった。

　真夜中が過ぎ、音楽がまた高まる。

　この時間になると、まともな耳でそれを聞いている者は少ない。すっかり酒精に囚とらわれ、床で伸びているか。今こ宵よいの相手を誘い出すために、美しい音色を利用しているか。せいぜい、そんな感じだろう。

　それを責めるつもりは、彼にはない。

　自分もまた、音楽を利用している。稚いとけない子供の姿で懸けん命めいに琵琶バルバツドを弾き、笛を奏かなで、柔らかくも健けな気げに歌ったなら、誰も彼を疑わない。玲れい瓏ろうたる音を紡ぎ出す手に刃やいばを持ち替え、その胸に突き立てる瞬間まで。

　小さく息をつき、彼はまた周りへと視線を巡らす。

　建物の構造はすっかり頭に入っているが、丘の上全部を埋め尽くすほどの巨大な城だ。過か誤ごがあっては自分の命に関わる。何度も何度も思い出しては、今夜辿たどるべきルートを脳裏に描く。

　ふと見ると、広間に標的の姿はなかった。

　見失ったかと舌打ちをし、彼はそろそろと隣となりの部屋へと移ろうとした。今夜、城に招き入れられた楽士たちの私物が置かれた控ひかえの間だ。可か愛わいらしい小鳥の相棒と共に、彼の仕事道具もそこにある。

　忍び足で進んで、すぐのことだった。

「ちょっと、君」

　ふいに、彼を呼ぶ声。何気なく振り返り、息を止める。

「その琵琶、君には合ってないと思うな。これをあげるから、是非弾いてみなさい」

　優美な造りの楽器をこちらに差し出し、標的の青年が笑っていた。

「いまはまだ不釣り合いなサイズかもしれないけど、なに、大丈夫。すぐに君は大きくなってしっくりくるようになるはずだから」

　戸と惑まどいに全身を硬直させる彼を、青年は構わない。ぐいぐいと琵琶バルバツドをその手に押しつけ、さっさと背を向けた。




　───大きくなる？　自分が？




　琵琶を見下ろし、彼がそう思ったのは、ある種の予感だったのかもしれない。




　───さて、無事に大きくなれるかどうか……。




　惨さん劇げきの幕は、その夜明けを待たずに上がったのだから。
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　翌月、初め。

　大陸は雨期と乾期の境の時期で、年間を通じてもっとも過ごしやすい頃となった。雨はまだわずかで、嵐は少ない。砂漠の岩陰にすら緑が萌もえる。

　この好機を見逃す手はないとばかりに、毎年多くの隊商が街道を行き交った。北の山脈から南の沿岸地域まで、人と荷とがさかんに流れ巡っていく。

　そんな隊商のいくつかが、乞われて『星せい紺こんの塔とう』の周囲に集つどってきた。駱らく駝だや驢ろ馬ばが正門近くに幾頭も繋つながれ、立派な馬車が競きそうように並んでいる。市場シークをそのまま移してきたかのような賑にぎわいだった。

　今日の彼らの荷は、ヨシュアたち修道生である。

　充分な分別を得、武術に秀ひいでた上級生たちは、塔から身一つで放り出される。最上級生ともなれば、路ろ銀ぎんさえろくに与えられない。文字通り、一つ一つを我が目で見、我が耳で聞いて、自力で塔へと戻るのだ。

　しかし、まだ年若く未熟な東塔の住人たちを同様に扱えば、大部分が二度と帰ってこられまい。そこで、『塔』は身元のしっかりした隊商に彼らを預け、目的地まで送り届けさせていた。そこから先は、以前、ラキシュの言った通り。彼らを引き受ける神殿の方針次第でどうとでも転ぶ。

「はーい、荷物はしっかり持ちました？　旅の間は何事も自己管理が大切ですからね。隊商の人たちに泣きついてもダメですよ」

　門の内側ではマルタ導どう師しが気ぜわしくいいながら、修道生たちへと目を配っている。

「外がい套とうは軽いものにしたけど平気かな？　俺、北の山間部にいくんだけど」

「やだよー、怖いよー。隊商に意い地じ悪わるな人がいたらどうしよう～」

「なあなあ、西の神殿ってどんなとこ？　すげえ楽しみ！」

　いつにも増して、子こ雀すずめたちは騒がしい。

　ある者は期待に胸と言葉を弾ませ、ある者は不安でいてもたまらぬという風情。ヨシュアの心境はそのちょうど半々といったところであった。

　彼の右隣にはラキシュがむっつりと佇たたずみ、左隣ではティエルが不ふ機き嫌げんそのものというように口をひん曲げている。背後にいるギレアドだけは平常運転中だが、彼の平常はそもそも無言。その横で大量の荷物を抱えたセームが、おどおどとティエルの背中を窺うかがうばかり。明るいムードになりようもなかった。

　───参ったなー……。

　頭を掻かきながら、彼は両隣を代わる代わる見やった。

　旅の班分けと行き先が発表されたのは、三日前。ティエルと共に旅に出るというヨシュアの目もく論ろ見みは、無事に実現された。けれど、何故か、ラキシュとギレアドといういつものコンビとついでのようにセームまで同じ班に組み入れられ、しかも、その目的地がカナン大神殿。

「カナン大神殿っ？」

　聞くなり目を剝むいて、ラキシュが叫んだ。

「それって、ティエルの実家じゃないか！　あんた、どんな手を使ってこんなズルっこしたのさ！」

「ズルなんてしてない！」

　すぐさま沸ふつ騰とうし、ティエルが応戦する。

「自分が卑ひ怯きようだからって、人もみんなそんなだと思わないことね！　旅の目的地は導師たちが籤くじ引びきで決めるのよ？　まるっきりの無作為なの」

「じゃあ、これ、偶然なのかよ？　信じらんないっ」

「こっちだって信じられないわよ、こんなこんな……っ」

「ちょっと君たち！　落ち着きなさいってっ」

　摑つかみ合あう二人の少女たちの間にヨシュアが割って入り、ラキシュをギレアドが押さえつけ、ティエルをセームが羽は交がい締じめにし、更に導師に激しく叱しつ責せきされて、その場はなんとか収まった。

「誰とどこへいくのであろうとも、どんな試練を課されようとも、それが使命であるのなら力を尽くして全うしなくてはなりません。神官とはそういうものです」

　もっともらしい説教を二人の少女は表面上はおとなしく聞いていたが、以来三日の間、視線を合わすことすらしない。これではヨシュアの気分も沸き立つはずがなかった。

「六班、前へ！」

　呼びかけに、五人は数歩踏み出した。既に、周囲の人影はまばらだ。みなそれぞれ世話になる隊商のところへ行ってしまったのだ。

「先生、正直、この班が一番心配です」

　マルタ導師は涙ながらも、いきなりぶっちゃけた。

「普通なら、一番お兄さんでしっかりしているバレク君によろしくお願いしたいところですが、君は相変わらずアレですし、女の子二人は揃そろってソレですし、男の子たちも随ずい分ぶんとコレですし……」

「やだなー、先生。あたしのどこがソレなのさ？」

「そうですわ、ソレなのはこの女だけです」

「そういうところが、です」

　はーっ、と、マルタは大きく肩を落とした。

　気持ちは本当によく判わかるが士気に関わるからもう黙れ、と言いたいのをヨシュアは精一杯の笑顔で堪こらえる。エレミヤをもっとけしかけて、本当に故郷へお帰り願った方がよかったかもしれない。胸の上ではカタカタと首飾りが鳴り続けていて、いっそう気き鬱うつだ。

　それでも、三〇分後。

　五人は『塔』を後にした。彼らを出迎えた隊商は豊かにして丁てい重ちようで、炎天下に子供たちを歩かせるようなことはしなかった。彼らは揃って同じ馬車へと詰め込まれ、長い長い街道を進む。

　天地の間に聳そびえ立たつ塔の先端が、針先ほどの輝きを残して視界の向こうへ呑のまれたとき、ラキシュやギレアド、セームは神妙な顔つきになっていた。ティエルの表情は更に複雑で、何を考えているのかヨシュアにも読めない。

　やけにしんとした荷台の中、車輪が規則正しく回る音だけが響いている。

　ムードはいっこうによくならないが、とりあえず静かではある。この調子でいければ、と、ヨシュアが思った瞬間。

　がくんと馬車が大きく揺れて、小さなラキシュが体勢を崩くずした。満足な受け身も取れず、彼女は狙ねらい澄すましたかのように……もしかしたら、実際、狙ったのかもしれないが……ティエルの腹の上へと転げていった。

「痛い、何するのっ」

　悲鳴をあげてティエルが彼女を押し返し、今度はセームが潰つぶされた。痛みに呻うめく少年を見て、ティエルはますます激げつ昂こうし、ラキシュはわざとじゃないもんと言い張り、ギレアドは面倒そうに騒ぎから背を向け、その態度が気に入らないとティエルが再び吠え、ラキシュが擁よう護ごに飛び出し、セームは一人おろおろと……。

　実はヨシュアにとって、砂漠の旅はこれが初めてではない。たった一人で小鳥だけを連れ、昼夜を問わず足あ掻がくようにして進んだこともある。よく整備された馬車に乗り、統率の取れた隊商に混じって進む旅など、彼からすれば子供の遠足みたいなものだった。

　しかし、この遠足、これまでのどの旅より困難なものになる。

　そんな予感に苛さいなまれて、ヨシュアはひっそり頭を抱えた。
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　アリステア大陸の中央部は砂漠で出来ている。

　しかし、文字通り砂が漠として広がっているのはごく一部だけ。たいていは不細工な岩や石に覆おおわれ、その合間から緑が申し訳程度に顔を覗のぞかせているという案あん配ばいだった。

　東西と南の沿岸部は肥ひ沃よくな平地であり、土地の特性に合わせた農作物がさかんに栽さい培ばいされている。唯一の例外は大陸の極北部で、ここはほとんど人の手の入らぬ山間部だった。といっても、三千五千といった険けわしい山はほとんどなく、二千サスメートル程度の山が延々と尾根と森とを広げているばかり。

　目め指ざすカナン大神殿は、拓ひらけた南にある。そのため、ヨシュアたちを伴った隊商は粛しゆく々しゆくと南下を続けていた。進むごとに、彼らはこの旅が「見聞の旅」と呼ばれる所以ゆえんを見、また、聞くことができた。

　たとえば、岩砂漠を通り抜ける途中、隊商が日除けにしようと岩山に馬車を寄せたときのこと。

「えええっ、いつの間にか山がない。すごい、あれ神しん亀きだったんだ？」

　と、彼方かなたに去っていく亀の速度にラキシュが目を丸くし。

　巨大な夕日が地平に落ちていく中、ギレアドが天を仰あおいで、

「宵よい闇やみ竜りゆう、初めて見た」

　黒い神魔の翼に呟つぶやき。

「綺き麗れいなオアシスがありますよ、お嬢じよう様さま。椰や子しの林があるから実を採って参りますね」

　などと言って駆け出したセームの前で、その椰子の木に翼がいっせいに生え、たちまち天高く消えられてしまったり。

　修道生たちが日夜魔ま操そうの作法を介し、引っ張り出しては使役しようとしている神魔たち。その自然な姿が、そこかしこにあった。

　ヨシュアはそんな子供たちの様子を微笑ほほえましく見守る一方、息を潜ひそめて機会をうかがっていた。

　───手頃な神魔がなかなか出てこないなあ。

　手頃とは、もちろんティエルをけしかけるのに、である。

　リムリーの歯が立たぬような相手は見送るしかないが、そこそこの位階のものだったら躊躇ためらわず魔操を使わせられる。もちろん、相性も肝かん心じんだ。水妖が御ぎよしやすいものなら言うことない。

　そして、出発した翌々日の昼。

　一行は流砂の海に差し掛かった。

「おっさん、おっさん！　あそこ見て！　すっごいいっぱい砂魚が泳いでる！」

　ラキシュがはしゃいで馬車の外を指さした。

　見ると、砂の一部が河のように激しい流れを作っている。ときどきその表面が波打って、銀ぎん鱗りんが覗く。海近くで育った者なら、砂地に飛び魚がいると形容したかもしれない。この大群が横切っていくとき、人はこれを黙って見送るしかない。なにせ、大量なもので、一時間二時間を要するときもあるほどだ。

　ヨシュアたちの隊商もまた、一時停止を余よ儀ぎなくされた。旅慣れた者たちは見向きもしないが、修道生たちは興味津々というように神魔が泳ぐ様子を眺め入る。

　───よし、これだ！

　腹の中でヨシュアは快かい哉さいを叫んだ。砂魚は位階五〇位そこそこ。ラキシュとギレアドには際どいが、ティエルには朝飯前の相手だろう。

「あれ、捕まえられるかなあ？」

　ふと思いついたというように呟くと、ラキシュが苦い顔をし、ギレアドが首を捻ひねった。

「そっか。もっと間近で見てみたかったけど、無理だね」

　ヨシュアは心の底から残念そうに言って、ちらりとティエルを見る。

　いつもの調子で、「そんなこともできないの、バカね！」と罵ののしるだけ罵って乗ってくるかと思ったのだが、彼女はヨシュアをつまらなそうに一いち瞥べつしただけ。

「なんだよ、誰もできないんじゃーん」

　その意外な反応に、ラキシュが挑ちよう発はつする。ティエルの眉まゆがぴくりと動いた。

「水妖なのに」

　ギレアドが短くも辛しん辣らつな口調で続く。

「残念だね。こんな大群、滅めつ多たに見られないんだけどね」

　思わぬ援えん護ご射しや撃げきに感謝しつつ、ヨシュアは更に哀あわれを催もよおす声で言い募る。

「う」

　ついにティエルは耐えかねたように叫び、

「うるさいわね、やればいいんでしょ！　やれば！」

　一同を置いて、流砂の海へと一歩踏み出した。

「我は導くアニ・ラーダー」

　半ばやけくそ気味の声で怒ど鳴なり、手を額ひたいへと翳かざして声を張る。そこから先を、ヨシュアは目を皿のようにして見入った。

　───言葉も同じだし、手順はむしろ初歩のそれより簡単になってる。あと、仕草なんかもそう変わらないなあ。

　冷静に観察する中、お馴な染じみ桃色の水妖が湧わいて出て、砂の海へと泳ぎ入っていく。リムリーはひらりと幾度か砂の上で跳ね、ひときわ大きな砂魚を捕らえて、ヨシュアたちのところへとすぐ戻ってきた。

「わー、綺麗！　透すかし板みたいな色してるー」

「美う味まそう」

「た、食べちゃダメですからね、ギレアド。ティエル、どうする？　この子も君の神魔にする？」

「いらないわ。五〇番台なんてありがたがるほど落ちぶれてないもの」

「てんめー」

　未だ七〇番台程度しか使役できないラキシュが、砂魚を力の限りティエルにぶつける。

「痛い、何すんのよっ」

「あ、逃げた」

「お嬢様、大丈夫ですか、お嬢様っ。ああああ、あなたはラキシュたちと違って繊せん細さいなんですから、もっとお気をつけ下さらないとっ」

「なんだと、セーム？　やんのかコラ」

　またも、子供たちは大騒ぎを始め、隊商の面々が面白そうに集まってくる。大陸一のエリートである彼らに、人々はみな興味津々。常に、その一挙一動が注目を集めているというのに、ラキシュたちはまるっきり塔とうの中と同じペースだ。

「やめなさい、みんなっ。神官は私闘は御ご法はつ度と！　あと塔の評判落としちゃダメでしょうっ」

「うるっせ、塔の体面なんかより自分のオトシマエだよ！」

「いや、少しぐらいは取とり繕つくろって。見み栄ばえ大事、見み栄えも大事！」

　暴れるラキシュを押しとどめながら、ヨシュアは内心、溜め息をつく。

　───一回ティエルの魔操を見たぐらいでは、まるっきり判わからないなあ。

　当然の結論と言えば、その通り。

　しかし、旅はまだ続く。次のチャンスがあるだろう。

　そう、この時は彼も思ったのだが。
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　ヨシュアの目もく論ろ見みは旅に出てわずか三日ほどで、頓とん挫ざの兆きざしを見せた。

　最初は荷台に積まれるだけだった修道生たちの使い道を、隊商の長おさが思いついたのだ。野郎どもには馬や駱らく駝だの世話をさせ、女の子たちには炊すい事じを。塔側からも「何事も修行ですから、死なない程度にこき使ってくれてけっこう」と申しつけられているのだから、当然と言えば当然だった。

　けれど、実際に仕事を与えた夜には、その役割分担をいくらか変えざるをえなかった。ヨシュアが触れようとすると、馬たちは何かに怯おびえたようにこぞって騒ぎ、宥なだめるのにひどく苦労した。ティエルの不器用なことと言ったら前後に類を見ない。芋一つ剝むくのに、他人の三倍は時間を費ついやしている有り様である。

　───ホント、冗じよう談だんはやめてくれ。

　そうやって押し込められた炊事用テントの中、ヨシュアはひっそり頭を抱えた。

　ティエルはセーム、ギレアドと共に屋外へと連れ出されていた。こんな風に彼女と引き離されたら、いろいろと工作した意味がないではないか。

　しかし、世話係に復帰したくとも、神魔ですら恐れる自分に気弱な草食の家畜がなつくはずもなく、ただこうして炊事に励はげむしかない。

「やあ、ヨシュア。調子はどうかね？」

　煮に炊たきの手を止めて、彼は顔を上げた。隊商の長が笑顔で寄ってくる。

「なんの問題もございません」

　負けずにヨシュアも笑顔で答えた。が、腹の中では「よけいな手間を増やしてくれた」という気持ちでいっぱいである。与えられた仕事はかなり忙しく、魔ま操そうを学ぶ時間が格段に減っている。

「そうかそうか」

　世せ知ち長たけた商売人である隊商の長も、分厚いヨシュアの面つらの皮の裏側までは見通せなかったらしい。

「でも、食料の減り具合にはよくよく気をつけてくれよ。オアシスまではまだかかるからね。途中で尽きたら大事だ」

　機き嫌げんよく笑いながら、忙せわしげに立ち去っていった。

「すみませんね、修道生様にこんなことやらせるなんて」

　主あるじが完全に消え去ったのを見て、調理人が呟つぶやく。ヨシュアの顔色を、何か曲解したのかもしれない。

「いえ、とんでもないです。勉強になりますし、なんでも申しつけてください」

「おっさん、けっこう器用だもんねー」

　いつの間にかラキシュが、彼の横で小麦粉を練ねっていた。

「料理得意だなんて知らなかったよ」

　割と楽しそうなその様子に、ヨシュアもつられてひとつ笑う。

「僕もラキシュがそこまで熱心に料理に取り組むとは思ってなかったな。実家でもしてたのかい？」

「ぜーんぜん。ちっちゃい神殿といえどもそこの娘っつーたら、いちおう特権階級だよ？　料理なんて黙ってても誰かしてくれるし、これっぽちも興味ないね」

「そ、そうなんですか……」

　思わぬセレブ発言に目を泳がせるヨシュア。それにラキシュは気がつかず、ひたすら上機嫌に言いい募つのる。

「けど、あたしはティエルよりはずっと有能だし、順応力あるから！　言われれば野菜も切るし小麦粉も練るもんね！」

「あ、そういうこと」

　ヨシュアは苦笑するしかない。結局、ラキシュはティエル憎しの一念で、慣れぬ炊事に励んでいるらしい。

「ちゃんと仲良くしろって、導どう師しにも言われたでしょうに」

「うっせー、おっさんうっせー」

　頑がん強きように言い張って、ラキシュは横を向く。ヨシュアはまたも深い溜め息を落とした。

　まったく、この娘どもときたら、ヨシュアが再三チームワークを説といてみせても、まるっきり聞く耳を持たない。

　少年たちは少年たちで、それなりに確かく執しつがあるようだった。ギレアドは口にこそ出さないが、自分の出自をやたら鼻にかけるティエルをバカにしきっている。セームの方は、実は両親がこれから行くカナン大神殿の陪ばい臣しん。彼にとってティエルは筋すじ目め正ただしいお嬢じよう様さまで、半ばその付き人扱いで『星せい紺こんの塔とう』へ赴おもむいたのだという。これまで「ティエルの背景」程度にしか認識できなかったぐらい大人しい性質であるけれども、一事が万事ティエル様大事の姿勢を崩くずさない。

　絶望的なほどの人間関係。気が遠くなるほどガッタガタである。

　しかも、その絶望の淵ふちにヨシュアを追いやったのが自らの裏工作だったあたり、いっそう救われない。

「けど、あれだよな。ティエルのやつ、なんか変だよな」

　パンがほどよく焼け始めた頃、ぽつりとラキシュが呟く。

「変？」

「最近、なんか反応薄いっていうか、心ここにあらずっていうか。砂魚のときもさ、あたしがぶつけてやったのに、痛がってるだけで反撃してこなかったし」

「そう言えばそうですね……」

　いつもだったら彼女がラキシュに鋭く応戦し、戦いは更に果てなく続くものを、この間はセームの背中に逃げ込んで終わりだったような……。

　───体の具合でも悪くないといいんだけど。

　そんな危き惧ぐをヨシュアが抱いた頃のことだった。砂漠での旅が四日目の昼になろうとしていた時。

「助けて、ヨシュアさぁぁぁんーっ！」

　聞いたこともない大声を張り上げながら、セームが炊事用の天幕へと転がり込んできた。

　堅い芋をせっせと剝いていたラキシュは手を滑すべらせて自分の指を落としそうになり、セームに飛びつかれたヨシュアは抱えた壺つぼをひっくり返して貴重な水を砂さ塵じんに帰しそうになった。

「ど、どうしたの、セーム？」

「ティエル様が、馬が、ティエル様の馬でばーんとなってぐわーっとなってぇぇぇ」

「何言ってんだか判わかんないよ、落ち着けよっ」

　二人で懸けん命めいに宥めるが、彼の説明はまったく要領を得ない。そこへ、ギレアドがぬっと顔を出した。

「馬、暴走した。ティエルを乗っけたままで」

「暴走っ？」

　ヨシュアは慌あわてて天幕を飛び出し、隊商の外れへと急いだ。そこに丈夫な棒をいくつも渡して柵を作り、馬が何頭も繋つながれている。いつもは大人しい馬たちがひっきりなしにいなないていた。中でも葦あし毛げの一頭が、後ろ脚だけで立ち上がり、激しく前脚で宙を掻かいている。

「ティエル！」

　その白い背に、彼女はしがみついている。ハミも手綱も鞍くらさえない。完全な裸馬、完全な無装備の状態だった。

「なんで裸馬なんかにっ？」

　馬具を付けぬ馬を御ぎよするのは、手て練だれの騎き手しゆでも難しい。まして、あんな小娘にできるはずもないというのに。

「ティエル、絶対、手を放すなよ！」

　怒ど鳴なりつけながら、ヨシュアは馬の動きを目で追った。手綱も鐙あぶみもない状態の馬では尻尾しつぽぐらいしか摑つかむところがない。しかし、暴れる馬の背後に回るのは弓兵の風下に飛び出すようなもの。屈強な後ろ脚で蹴けり飛とばされ、首か背の骨を折りかねない。

　咄とつ嗟さにヨシュアは辺りを見回し、馬のすぐ横にある天幕へと手をかけた。腕の力で体を引き上げ、天幕の天井にあたる部分へと辿たどり着つく。木と布とで出来ているそれに、中背の少年を支えるほどの強度はない。が、瞬まばたき一つの間にそれを蹴り飛ばし、ヨシュアは天高く舞い降りていた───馬とティエルを目がけて。

　降りるや否や少女の体を馬の首へと強く押さえつけ、その背後から鬣たてがみを握り込む。足場に使った天幕が音を立てて崩れ落ちた。馬は耳を伏せ、怯えたように四肢を張ったが、彼は許さない。

「肉にされたくなきゃ言うことを聞きなよ。今回だけでいいんだから」

　低く命じ、渾こん身しんの力で腹を蹴る。鞭むちでも当てられたかのように、馬はぴたりと動きを止めた。

　ほう、と、息をつく音が一斉に響く。

　ヨシュアはもちろん、その場にいた誰もが……ラキシュでさえ……安あん堵どに満ちた表情で葦毛の馬へと走り寄ってきた。

「ティエルさまっ、ご無事ですかっ？」

「二人とも、怪け我がは？」

「おっさん、すげえ！　かっこええ！」

「いや、はははは……」

　倒れた天幕へと目をやって、ヨシュアは力なく笑った。豪華な布地を惜しげもなく使ったそれが、荒れ地の土にまみれ、力なく横たわっている。支柱が折れたりしていないといいが。賠ばい償しよう金きんなど自分には払えない。

　いや、それより何より。

「ティエル、大丈夫？　どこか痛いところは？」

　ヨシュアは自分の腕の中でうずくまっている少女を、恐る恐る覗のぞき込こんだ。落馬させるぐらいなら、と、力一杯押さえつけてしまった。打撲傷くらいは負わせてしまったかもしれない。

　ティエルは自分を守るかのように腕を折おり畳たたみ、かすかに震えていたが、やがて、キッと顔を上げた。

「別に平気よ」

　ヨシュアをぐいと押しのけ、するりと馬の背から降りる。

「まったく、よけいなことしてくれたわ」

「おまえなー！」

　憎々しげに呟く彼女に、ラキシュが食ってかかる。

「あんなでかい馬、一人でどうにかできたのかよっ？　落ちて頭でも引っかけられたら、まじ死ぬんだぞっ？」

「そんなヘマするもんですか」

「裸馬に乗るって時点でヘマだろ！　なんでそんなことしたんだよっ」

　当然の糾きゆう弾だんに、ティエルは片かた眉まゆを吊り上げた。

　そして、言うに事欠いて。

「向こうに、珍めずらしい神魔がいたのよ。たぶん位階はリムリー程度のはず。急いでいけば一匹ぐらい捕まえられるかしらって思って」

　そう、笑う。

「だからって、そんな」

「よしなさいって、ラキシュ」

「ええええっ、あたしが悪いのっ？　この場合、まずティエルに何か言ってやんなよ！」

「言いますよ、もちろん言いますとも。ティエル、どうして裸馬なんかにね」

「あーあー、聞こえないー。馬の背に叩たたきつけられたせいかしら？　なんだか急に聞こえないわー」

「う、うそっ？　ティエル様、早くお手当をっ」

「噓うそだろう。たぶん」

　喚わめく少女たちに少年たちまでもが嘴くちばしを挟はさみ、事態の収拾はいっそうつかなくなっていく。そこへ、騒ぎに気がついた大人たちが殺さつ到とうして、結局、全員揃そろって夕飯抜きという処罰を受けることとなってしまった。

　───一番堪こたえる罰は、塔に報告されて減点されることだけど、これも地味にきついなあ……。

　空きっ腹を抱え、ヨシュアはうなだれる。

　加えて、ティエルの言葉もまた彼を打ちのめした。

　旅に出て以来、さんざん繰くり返かえしてきた彼女への挑ちよう発はつ。それが、さっきの無む謀ぼうな乗馬につながったのだとしたらあまりにやりきれない。

　そんな左右のあれこれに頭と心を痛め、どうにかやり過ごして日が落ちれば、今度はスーリィンの問題が待っている。
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　夜。

　砂漠の風はひたすらに冷たく、天幕を吹き抜けていく。

　塔では一人で部屋を使えたヨシュアだが、日付が変わるたびに天幕を建てる隊商ではそうもいかない。二人の少年たちに加え、下働きの男どもとまとめて閨ねや用の天幕に放り込まれた。危険な出入り口付近には誰も寝たがらないのをいいことに、ヨシュアはそこに寝床を作り、息をひそめて深夜を待つ。

　天幕の中が鼾いびきや寝息で満たされた頃、彼はひとりこっそり身を起こした。外へ出ると、あたりは篝かがり火びが灯ともされ思いの外ほか明るい。盗とう賊ぞくと獣を避さけるため、見張りが今夜も律りち儀ぎに巡回しているようだった。

　最初の晩、ヨシュアはその見張りたちに「ちょっと、用を足しに」と言い訳をした。次の夜は「腹具合が悪いので」、更に次には「あまり寝付けなくて」と哀あわれを催もよおす声で告げたところ、翌昼に隊商付きの薬師がやってきて、苦い薬汁を大椀一杯に飲まされ、しかも日頃の過食を咎とがめられた。

「『塔とう』からの大事な預かりものに障さわりがあっては、我が隊商の名折れ。他に不ふ都つ合ごうがあったら言いなされ。カナンに着くまでにこの婆が治してしんぜる」

　いかにも人のよさそうな老婆に心から案じられ、もうこの手は使えないとヨシュアは諦あきらめた。以来、細心の注意を払い、誰にも見咎められていないのを確認してから砂漠へ全速力で抜け、それからスーリィンを呼び出すようにしている。

　今日も、隊商の篝火が遠くなった岩の影で、ヨシュアは雷らい凰おうの娘を呼んだ。

　目ま映ばゆい光を放ち、ぽーん！　という音でも鳴りそうな勢いで、彼女は飛び出してきた。慌あわててヨシュアはその体を地へ引き倒し、息をひそめろと指で合図する。

「どうしたどうした、スーリィンのヨシュアよ。今日はいつになく積極的じゃのう」

　楽しげに絡からめてくる手を、彼は渾こん身しんの力で押し戻した。

「違います。何度も言うようだけど、君、光らないと出てこられないの？」

　何もない砂漠では、ほんの少しの灯あかりでも目立つ。誰かに見つかろうものなら、すわ敵てき襲しゆうか、はたまた妖あやかしの類たぐいが出たかと大騒ぎになってしまうだろう（後者はある意味、正解ではあるが）。

「光らない雷なんぞ、あるはずもないわ」

　口を尖とがらせ、スーリィンは手足をバタつかせた。

「だいたい、なんでまだ砂漠などにおる？　こんななんにもないところ、つまらぬ！　早く賑にぎやかなところへいきたい」

「砂漠で一いつ生しよう懸けん命めい生きている、砂すな狐ぎつねさんとか砂さ塵じん兎うさぎさんとかに謝りなさい」

「えー。いざとなったら、そやつらの皮も剝はげば肉も食うくせにー」

「剝ぐし食うし刻むけど、それは別につまらない相手だからじゃないよ」

「スーリィンのヨシュアがまた難しいことを言い出しよったー。つまらぬー。スーリィンの翼ならさっさと海に出られるのに、なんぞこの扱いー」

　腹を立てるというよりは傷ついたという顔で、彼女は文句を言い立てる。

「ああ、旅に出れば、前のように過ごせると思ったのにー。つまらぬったらつまらぬー」

　以前、無理矢理砂漠を越えたときのことを言っているらしい。あのときは、自分は今より年とし端はもいかぬ子供で、彼女は小鳥のまま。何度か死にかけながら手近のオアシスに転がり込んだという旅路で、とうてい懐かしむ要素などないのだが。

「だって、あのときは二人っきりじゃったもの」

　拗すねたようにスーリィンは呟つぶやく。

　ああ、と、一つ頷うなずいてヨシュアは彼女を抱き寄せた。

　当時の彼の感覚としては一人ぼっちの旅であったけれど、スーリィンからすれば二人。邪じや魔まする者のない旅だった。あの時、夜になるとヨシュアは体が続く限り琵琶バルバツドを弾いた。獣を避け、空くう虚きよな夜の恐怖を紛まぎらわせるためだけの演奏であったけれど、スーリィンはまた違う風に受け止めていたのかもしれない。

「この隊商は気に入らぬ」

　更に拗ねたようにスーリィンは言った。

「どこが？　みんな、『塔』にいるよりよっぽど丁てい重ちように扱ってくれてるよ？」

　なにせ、導どう師したちや上級生の大部分はヨシュアのことを年だけ無駄に食った手に負えない劣等生呼ばわり。音楽のイーラヴだけが、いささか態度を改めてくれたぐらいだ。しかし、この隊にいる限りは五人まとめて「未来の神官様」。大陸の明日を担になう優秀な頭脳として、常に一目置かれ、期待もされている。ヨシュアからすると、ありがたいことこの上ない環境なのだが。

「……『塔』にはスーリィンの敵が特におらぬ」

「敵？」

　ヨシュアは首を捻ひねった。スーリィンはいささかばつが悪そうに目を逸そらす。

「敵って？　スーリィンを脅おびやかす神魔なんてどこにもいないと思うけど？」

「神魔なんぞは怖くはないわ！　たとえ位階一位の輩やからとて、この雷凰スーリィン様は堂々戦ってくれる！」

「じゃあ、どこの誰を敵視してるわけ？」

「ぐぬぬぬ……」

　スーリィンは歯は嚙がみし、拳を固める。ヨシュアは先を続けろと目でせっついた。

「い、言いたくない」

「そう？　なら、僕は君が何が不満でどうして欲しいか考えるのを止めるけど、悪く思わないでね？」

「ええええー」

「自分は何も言わないで不満だけきっちり察しろとか、無理だから」

　神魔ですら、女の子というものはこうなのかとヨシュアは溜め息をつきたくなる。はっきりものを言うタイプだった自分の長姉でさえ、ときどきこういう態度を取った。内向的だった次姉はもっとひどくて、ろくろく主張しないくせに、ある日突然、「どうして判わかってくれないの」と怒り出して幼いヨシュアを辟へき易えきさせたものだった。ラキシュあたりはこんな手管をまだ使ってこないが、長じたらどうなるか判ったものではない。

　冷ややかな笑顔を向けるヨシュアに、スーリィンは口ごもる。彼女の白い顔に血が上り、耳まで真っ赤に染まった。

　そして、ついに。

「ああもうっ、この隊商にはっ！　妙齢の女がいっぱいおるじゃろうが！」

　スーリィンは拳を振り上げて怒ど鳴なり出だした。

「長おさの娘は割と器き量りようがよいし、煮に炊たきする女どもにもなかなか色っぽいのがおるし、護衛部隊の中の奴なんか、これみよがしに体の線の判る革かわ鎧よろいなんぞ着おって！　あんなん、役に立つのかっ？　急所の乳が谷間までくっきりなんじゃぞ？　他の目的があるとしか思えんわーっ！」

「は」

　嫁の意外過ぎる反応に、ヨシュアはとっさに言葉が出せなかった。

「いや、そんな。ええー？」

「ほーら、呆あきれた！　だから、言いたくなかったんじゃ」

　ますます頰ほおを赤らめて、スーリィンは俯うつむいた。

「や、僕、隊商のメンバーの男女の見分けさえまだついてないんだけど」

　いまのヨシュアは日々の雑事と手の焼ける子供たちの世話だけで精一杯で、他のことにまで目を向けている暇ひまなどこれっぽちもない。

「それに、心配しなくても、僕にそんな需じゆ要ようはないよ？」

「そういう問題ではないんじゃ」

　たどたどしく、スーリィンは続ける。

「だって、何かあったとしても、スーリィンは女どもに何も言えぬ。スーリィンのヨシュアだから手を出すな、とさえ、言えぬ。ただ、黙って見てるしか……」

　しかも、首飾りの中で、布越しに。

　ヨシュアは自分の立場に置おき換かえて考えてみた。彼女がいろいろな男たちの間を自在に歩き回っているのに、自分は何もできない。たとえライバルが現れても、戦いの場に自ら立ち、刃やいばを交えることすらままならない。ただ、頼りは彼女の気持ち一つ……それは、本当に気が気じゃないだろう。

「スーリィンはそこらの女よりずっと綺き麗れいだし、強い。それは知っておる。でも、人間じゃない。それでヨシュアをたくさん困らせていて……だから」












　生まれたときからもうずっと、自分を恥じたり悔くいたりしたことなんてなかったのに……そんな述じゆつ懐かいが胸に痛い。人の手に届かぬ神魔を、喧けん噪そう溢あふれる地上に引きずり下ろしたのは自分だ。この命が喪うしなわれることを惜しんで、スーリィンは人の姿に顕けん現げんした。その気持ちに報むくいるだけのものを、ヨシュアはまだ何も持っていないのに。

　すまないと謝ろうとして、ヨシュアは止やめた。代わりに、

「ありがとう。でも、大丈夫だよ」

　そう、繰くり返かえす。

　まだ何か言いたげな唇くちびるを自分のそれで塞ふさぎ、砂に広がる艶つややかな髪かみを梳すくってやる。さっき払った手を取って指を重ね、深く握り込んだ。

　そうして、二人が互いの鼓こ動どうだけを窺うかがって、しばらく。

　ちかり。

　あらぬ方角で何かが光った。
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　ヨシュアは腰の短剣を引き抜き、その光へと歩みを進めた。

　後にしてきた隊商の篝かがり火びは、背後でまだしっかり輝いているのが見える。

　と、いうことは別の隊商が？　それとも、本当に盗とう賊ぞくか何か？

　スーリィンも気配を消して彼の後からついてくる。

「敵か？　敵なら、ぶち滅ほろぼしてよいか？」

「いやいやいや、待ちなさい。神官は先制攻撃絶対不可です。慎しん重ちように。慎重にね」

　面白い出し物でも見に行くかのような彼女を宥なだめながら、ヨシュアは一歩また一歩と光へ近づく。

　いつの間にやら雨期の雲が空を覆おおい、あたりは暗い。

　夜目に優れたヨシュアでさえ、足下がときどき危ういぐらいだった。そうして、そろそろと近寄った先には、小さな人影が一つ。人ならぬ影も一つ。

　人影は見事な金の巻き毛を持ち、人ならぬ方は桃色の魚の尾で宙を泳いでいる。

「ティエルとリムリー？　どうしてこんなところに？」

　すると、さっきの光は神魔を召しよう喚かんしたときのものということになる。しかし、なんだってこんな夜中に隊商から離れたところで？

　ティエルの前にさっさと飛び出し、説教してやってもよかった。が、そうできぬムードがいまの彼女には漂ただよっている。リムリーの灯ともすかすかな青白い光の中、ティエルの顔は厳しく張りつめていた。常日頃から朗ほがらかで明るいというタイプではないが、言いたいことを言いやりたいことをやる少女なだけに陰に籠こもった感じはしない。まして、あのように誰も連れずに佇たたずむなど、一番彼女に似合わない気がする。

　しばし迷い、ヨシュアはスーリィンを手招きし、胸飾りへ納めた。彼女はちらりと不満を浮かべたが、溜め息を一つ残して消きえ失うせた。責められなかったことで、かえってヨシュアは気が咎とがめたが、あとで埋め合わせするしかない。

「ティエル」

　探るような声で呼びかける。

　闇の中、ほんのり浮かぶ白い面おもてがバネ仕掛けの人形のように跳ね上がった。青みを帯びた目がこちらを凝ぎよう視ししている。

「な、なによ、出来損ないの劣等生。なんの用なの？」

「こっちの台詞せりふだよ、ティエル。こんな夜中に一人で隊商を離れるなんて自殺行為だ」

　おまえもそうだろ、と、つっこまれた時の言い訳を心の中で一つ二つ用意しながら、ヨシュアはなおも近づいた。震え上がったリムリーが、ティエルの背後に隠れたが、主あるじの方はそれに気がついていないようだった。

「ちょっと考え事をしたかっただけ」

　眉まゆをひそめ、ティエルは視線を逸そらす。

「昼間のこと、少しは反省したのかい？」

　なるべく優しく言ったつもりだったが、鋭く一いち瞥べつされただけで終わってしまった。

「とにかく天幕へ戻りなさい」

　語調を強めてヨシュアはティエルの腕を摑つかむ。暴れられたら、担かついででも連れ帰るつもりだった。

「触らないでよ、何様のつもりなの？」

「君のおっしゃる通り、劣等生だよ。この旅で仲間の身に何かあったら、僕らまとめて減点させられる。それは誰より困る立場なんだ。判わかるだろう？」

「あら。あなたはこの旅うんぬん以前に問題があるんじゃなくて？」

　せせら笑う様子が憎たらしいことこの上ないが、いつものティエルらしいと言えばそうだ。

「あのぉ、ティエル様ぁ……」

　リムリーがか細い声を挟はさむ。

「わ、わたしもそちらの方のおっしゃる通りかと存じますー。夜の砂漠はたいへん危のうございます」

「何かあったら、我が身を呈ていして主を守ろうって気き概がいはあなたにないの？」

「き、気概は無論ございますけれども、我ら神魔は位階を重んじますゆえ。とんでもない高位の御方がお出ましになった場合、抗あらがうのは無む謀ぼうにございます」

「とんでもない高位の神魔？　いるなら是非お会いして、自分のものにしてみたいわね」

　少女の大言壮語をヨシュアは苦笑いで聞き流した。が、リムリーの顔からは血の気が吹っ飛ぶ。

「ああああああ主様、それはあまりにも……っ」

　取とり縋すがるように小さな神魔が口を開くのを、ヨシュアは目線で制し、いくらか手荒くティエルを引きずった。

「いいから、天幕へ戻ろう。ラキシュがうるさいって言うなら、僕から話しておくから」

「そんなんじゃないわよっ」

　彼女は吠え、けれど、すぐに俯うつむいた。

「ううん、それもあるけど……」

　それだけじゃないの、と、いう呟つぶやきが続く。

「何か心配事があるなら、相談に乗るけど？」

「あなたなんか役に立たないわ」

「またそんな冷たいことを。ラキシュたちと僕は違うよ。君とは仲良くしたいんだ」

　これは、本当の本音。混じりっけなしの本心だった。もっとも、その理由は前述の通りで、けっして純粋なものではなかったが。

　ティエルはしばらく驚おどろいたようにヨシュアを見上げていたけれども、

「わたし、あなたみたいな人、嫌い」

　静かに、しかし、これまでにないぐらい辛しん辣らつな台詞を投げつけてきた。

「確かにいつもニコニコしてるけど、本当は何考えてるんだか、ちっとも判らない。こっちが何を言っても、『どうせ甘ったれた子供のすることだ』って顔であしらうばっかりで。あなたみたいな人のことを優しいとか言う奴らは、頭がおかしいわ」

　意外に、鋭い。

　内心舌を巻きながらも、ヨシュアは笑顔を崩くずさない。見抜かれたぐらいで動揺するような可か愛わいげなど、とうに失ってしまった。実に短かった、彼自身の甘ったれた子供時代に。

　ティエルは自分の言葉の効果を信じているようだった。射るような瞳で彼をみつめている。だが、何分待とうが、彼の笑みにヒビ一つ入れられないのだと悟ったらしい。また、深く俯く。

　ヨシュアは彼女の手を引いた。今度はたいして力を入れなかったのに、ティエルは観念したというように後をついてくる。

　昼間のことといい、明らかに様子がおかしい。

　他人の失態を派は手でに暴あばき立たてるのと同じぐらい、ティエルは己をよく見せることに余念がない。それが故に、ヨシュアの挑ちよう発はつによく乗ってリムリーを顕けん現げんさせてきた。

　逆に、苦手と判りきっていることにはあまり手を出さない。いつもの修しゆう練れんでもそうで、導どう師しに不快感を持たれぬ程度に手を抜いている。華きや奢しやで非力な体では、大きな裸馬など扱えぬとよく知っていたろうに、何故、あんな無謀に挑いどんだのか。乙女おとめの気まぐれと言い切ってしまうには、いろいろ不審すぎた。

　───なんだか厄やつ介かいごとが増える予感がするな……。

　そして、その予感はしっかりと当たった。

　翌日からティエルは床につき、二度と起きあがろうとしなくなってしまった。





　　　　　６






「セーム、ティエルの具合はどう？」

　一つ目のオアシスを後にした頃から、ヨシュアの朝の挨あい拶さつはいつもこれ。

　そして、セームの反応もいつも同じ。灰褐色の目をそっと伏せ、力なく首を振るばかり。

「どうなってんだろねー。別にどこも怪け我がしてなきゃ、重い病気ってわけでもないんだろ？」

　朝食用のパン生地を練ねりながら、ラキシュが首を捻ひねる。かなり力のいるこの作業も順応力に優れた彼女はさっさと慣れ、神官になれなかったら故郷でパン屋をやるなどと言い出すぐらいだ。

「旅の疲れが出たんじゃないかな」

「それで三日も寝込む？　そんな虚弱体質のやつ、塔とうに入るときはねられちまうだろー」

　お説ごもっとも。

　魔ま操そうの業わざは身体に負担を強しいる。文武どちらかに偏かたよる人物では務まらない。まして、ティエルは大神殿で生まれ育ち、鳴り物入りで塔へとやってきた身の上だ。それなりに鍛きたえられているはずなのに。

　結局、もうしばらく見守ろうという結論しか出せず、見習い神官たちは馬車に揺られ、あるいは与えられた雑務に追われて一日を過ごした。

　───おかしなことになったなあ。

　ヨシュアも大いに戸と惑まどった。

　───あの時の僕の対応が悪かったのかな。

　砂漠の一夜を思い起こし、やりとりの一つ一つを点検してみる。特に落ち度はないような気がするし、逆に何もかもが悪かった気もする。

　乙女心のアレコレについて、スーリィンにアドバイスを求めてみたけれども、

「あんな小娘のことなど放っておくがよい」

　と、にべもない。

「何が気に入らぬか知らんが、スーリィンのヨシュアに手間を取らせて礼も言わぬとはとんだ性悪。いますぐこんがり焼いてやってもよいが、それはならぬとそなたが言うから、我が慢まんに我慢を重ねて呪のろいをかけるに留とどめてやったぞ」

「の、呪いって？」

　えっへんと胸を張るスーリィンにヨシュアは怯おびえた。妻がティエルの不調の原因？　そんなまさか。

「食べたパンがすべて焦こげ付ついているという呪いじゃ！　恐ろしかろう？　恐ろしかろうて？」

　重ねて言われ、ほんの束つかの間ま、言葉を失う。

「ああ……うん、まあ地味にきついかもねえ」

「なんじゃ、不満か？　では、夜中に寝返りうつと腓こむら返がえりを起こす呪いの方に切り替えるが」

「いや、いい。それはけっこうダメージ直撃です」

「ちゃんと効くかどうか、試してみたかったのじゃがなー」

「効くって確信はないんだ……」

「スーリィンは火の性ゆえな。そういうのは気の神魔の得意技になろうよ」

　結局、夫婦めおと漫まん才ざいのような会話をさんざん繰くり広ひろげただけに留まった。

　一方、他にもこの事態に戸惑う者がいた。

　他ならぬ隊商の長おさである。

　大陸でも無類の権力集団である『星せい紺こんの塔』からの預かりものの中の、よりによって大神殿カナンの娘が寝付いてしまった。自分の監かん督とくに何か問題があったわけでもないと思うが、なんとなく不安な展開である。

　その上。

　ティエルが馬車の荷台に引きこもって、五日目の夜。隊商は嵐に巻き込まれた。乾期の砂嵐もひどいが、雨期の雨嵐も相当に惨むごい。天を裂き瀑ばく布ふのような雨が荒れ地を穿うがち砂さ塵じんを押し流すように荒れ狂った。通常、こういった嵐はもう一カ月ほど先に起きることが多い。巨大な岩山の陰に馬車を押し込み、人々は「いったいどうしたことか」と口々に言い合った。神官の娘を損なうようなことをしたから、何か障さわりがあったのではないか、と。

　雷の神魔を妻に持つヨシュアからすると、バカバカしいことこの上ない話だ。人が思うほど、神も神魔も人に興味など持っていない。ただのなりゆきを拡大解釈して、恐れを抱いているだけだろう、と。

　しかし。

「こうなったら、仕方がない」

　塔を出て、一〇日目。長は決断した。

「進路を変更。このまま陸路でカナンには行かず、ルステラに寄ることにする」

　ルステラは天下に聞こえた大都市である。大陸有数の穀こく倉そう地帯を抱えているため、人口は多く、町は豊か。整備の行き届いた巨大な港を有し、大陸のあちらこちらへ航路を結んでいる。

　ここになら、ティエルを治療できる医師か神官がいるだろうし、カナンまで直行できる船もある。数日の足踏みも取り返せると踏んでの判断だった。

「ルステラかあ！　いいね！」

　進路変更の知らせを受けたとき、ラキシュは手を叩たたいて喜んだ。

「あたしみたいな田舎いなか育ちの人間にとっちゃさ、憧あこがれの地だよ。白くて立りつ派ぱな建物が山ほどあるんだろ？　見てみたいー」

　無む邪じや気きに小こ躍おどりするその横で、ギレアドも珍めずらしく目を輝かせて頷うなずいていた。

「ルステラじゃあ？　それはそれは」

　同じく知らせを聞いて、スーリィンは美しい顔を思いっきりしかめた。

「けど、砂漠や小さなオアシスよりはいろいろあるよ」

「確かにあすこの町は面白くも素敵よな。けど、イヤな奴が一匹おろうが。会いたくない。思い出すだけでスーリィンは不ふ愉ゆ快かい」

「会わないよ」

　ヨシュアは笑って請うけ合あった。

「いまの僕らは星の数ほどいる隊商の一員。あの人に関わることはまずないから、安心していい」

「でも」

　まだ幾分不安げに、スーリィンは夫を窺うかがい見る。

「そなたは一人前になるまであそこへはいかぬと申しておったろう？」

「その通りだよ」

　ヨシュアにとって、ルステラは因いん縁ねんの土地。あの地を後にして、彼は『星紺の塔』へとやってきた。

　けれど。

「どこへいくのであろうとも、どんな試練を課されようとも、それが使命であるのなら全うしなくてはなりません。神官とはそういうものです」

　導どう師しの口ぶりを真ま似ねて、ヨシュアは少し笑う。

　もっともらしいその台詞せりふが、一年前よりはそれなりに響いているといいのだが。
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　岩と土つち塊くれの荒野は、既に彼方かなた。

　肥ひ沃よくな小麦畑の合間を進んで、二日ほど。一行は大都市国家ルステラへと到着した。地平に連なるのは、真っ白な石灰石で築かれた城じよう壁へき。小麦の穂と盾の意匠が彫ほり描かれた門は、華麗なファサードの様相だった。それをくぐると四方から潮風が押し寄せてくる。広大な丘を抉えぐって町は築かれ、延々と続く坂から波打ち際まで計算し尽くされた角度で石いし畳だたみと水路が走り、都市の命脈を巡らせていた。

　丘の上の領主の城は、高さこそ『星せい紺こんの塔とう』のそれには及ばないものの、瀟しよう洒しや壮麗な佇たたずまいで海風に吹かれている。

「すっごーい、すごいすごいすごーい！　こんなぎっしり建物があるの、初めて見たー！　どれもこれもでっかくて立りつ派ぱ！　綺き麗れい！」

　荷馬車から身を乗り出し、ラキシュが手を叩たたく。

「なー、カナンってどうなの？　ここよりでかいの？　それともやっぱもっと田舎っぽい？」

　何気なく、彼女は問いかけた。

　いつもだったら即座に反論しそうなティエルは、膝ひざを抱えたままで何も言わない。代わりに、セームがぽつりぽつりと説明した。昔から付近に大神魔がたびたび姿を現し、その監視のために神殿が築かれたこと。海が近いのは似ているけれども、カナンにはこんな立派な城壁はないこと。大神殿を中心に小さな神殿がいくつもあって民家は少なく、あとは巡礼者めあての宿屋や商店が大部分であること。

　実は、ラキシュも他の者もそんな知識は予あらかじめ書物などで知っている。いつも通りティエルを挑ちよう発はつしただけなのに、まるっきり不発に終わってしまい、ラキシュは顔をしかめて口を噤つぐんだ。

　───喧けん嘩かしないでくれって、ずっと思っていたけれど。

　ヨシュアも密ひそかに嘆息した。

　───こうも静かだとそれはそれで困るな。

　重苦しくなった馬車は人の溢あふれる大通りを抜け、隊商は港近くの宿に入っていく。

「ようこそ、ルステラへ！」

「厩うまやは裏手にあります、馬車は向かいの広場にお停めください」

「水と湯をたっぷり用意してありますからね、旅の汚れを落とすのにどうぞ」

「ちょっと先に銭湯ハマムもありますので。うちの名を出していただければ一割引でご利用できますよ」

　宿の者が手て馴なれた風に全員を振り分け、夕刻迫る頃合いにはみなそれぞれの部屋で旅りよ装そうを解くことができた。

「このあとは明日の昼までは自由時間だ。みんな好きに過ごしていいぞ。但ただし、集合時間に遅れた奴はどうなっても知らんからそのつもりでな」

　隊商の長おさが太っ腹なところを見せ、一同は喜びに沸わき立たった。

「わーい、風ふ呂ろいくぞ風呂！　どんだけ水使ってもいいお風呂ー！」

「干してない果物、食いたい」

　すっかり身軽になったせいか、ラキシュとギレアドはいつもの調子を取り戻していた。

「なーなー、おっさん、一緒にいこうよ！」

「いこう」

　二人がかりでまとわりつかれ、ヨシュアは難なん儀ぎした。

「僕はおっさんなので宿で寝てます」

「なんだよ、こんなときばっかりおっさんぶんなよ！　遊ぼうよー」

「いいから二人でいっておいで。日が暮れる前には戻ってくるようにね」

　ゴネるラキシュたちを外へと押しやり、彼はあてがわれた部屋へと戻った。胸飾りを外すと、今度は弾んだ声のスーリィンに飛びつかれる。

「遊ぼう遊ぼう！」

　鳥というより子犬のようにじゃれつかれ、ヨシュアは大きく頷うなずいた。

「え、よいのか？　本当か？」

　彼女はいつも通りすげなく断られると思っていたらしい。大きな目を更に大きく開き、きょとんとヨシュアを見上げた。その様子が、邪鬼なく可か愛わいらしい。

「こんな大都市のでかい港だったら、僕らの姿も紛まぎれるだろうから。小細工はしなきゃいけないけどね」

　あどけない妻の様に、ヨシュアも笑う。急いで髪かみを一つにまとめ、布で巻いて押し込んだ。目立つ赤毛が隠されると、あとは平凡な少年の姿しか残らない。次に、スーリィンに自分の私服を着せて、やはりよく目立つ薄紫の髪をヴェールで覆おおう。

「いまはこんなつまんない服しかないけど、市場で綺麗なのを見つけようね」

「別に、これはこれで動きやすくてよいぞ？」

「いいや、ルステラには大陸中のお洒落しやれな布や装飾品が集まるんだから。薄い絹や織りのいい麻あさ、大洋の貝とか真珠なんかもね。スーリィンにはきっとどれも似合う」

「そんな金、なかろうて」

「試してみるだけでも楽しいじゃないか」

「ほんにそなたは着せかえが好きというか、キラキラひらひらしたものが好きじゃのう」

　呆あきれたというようにスーリィンが肩を竦すくめる。

「鴉からすの眷けん属ぞくかと思うぐらいだわ」

「赤い鴉？　なんか強そうだね」

　ヨシュアはまったく気にしない。そもそも、どうして鳴かない小鳥を大事に飼っていたかというと、その羽色が美しくキラキラひらひらしていたからだ。自分の好みは常に首尾一貫していると言っていい。

「出世して大きな神殿に赴ふ任にんできたら、たくさん着飾らせたいなあ。楽しみだなあ」

「もしや、悪徳神官の誕生にスーリィンは一役買っておるのか？　美しさは罪というやつか？」

「失敬な。悪徳神官だったら服なんか買わないで土地だの家畜だの買うよ。こんなの職務意欲向上のためのささやかな楽しみでしかないよ」

　しれっと言ったのち、ヨシュアは表情を改めた。

「僕が立派な神官になるためには、君に人が見てるところで不用意に浮いたり飛んだりされると困ります」

「焼いたり燃もしたりは？」

「もっとダメです」

　身支度を整え、ヨシュアは扉ではなく窓を開けた。三階建ての三階で、足場になるような木なども特にない。

「スーリィン、よろしく」

「浮いたり飛んだりしてはいかんと言うたばかりなのに？」

「人の見ているところではね」

「まーた、面倒なことを。しかし、よい。スーリィンは背せの君にひっつけるチャンスは一瞬たりとも逃さぬ構えの女であるゆえ」

「いたたたた、痛い！　そこまでひっつかれると命に関わる！」

「ほれほれ、もっと。もっと近う寄れ」

　胸の谷間での窒息死と引き替えに、なんとか窓から抜け出そうとした、その瞬間。

「ヨシュアさぁぁん！」

　予告もなく、ドアが開いた。絶叫と共に、セームが転がりこんでくる。とっさにヨシュアはスーリィンを突き飛ばした。悲鳴をあげて妻の姿は窓の外へと消え、あとには蒼そう白はくの夫と更に青い顔をした少年が残される。

「セッ、セームっ？　どうしたの？」

　己の動悸どうきを懸けん命めいに宥なだめながら、ヨシュアは探るように訊たずねた。変装完了していたとはいえ、スーリィンを見られたとあっては一大事だ。

　しかし、セームの方にはそんな余裕はなかったらしい。

「ティエル様がいらっしゃらないんです！」

　涙ぐみ、口泡を飛ばして詰め寄ってくる。

「お医者さまがおいでになる前に体を拭ふきたいから外に出るようにって言われて、おいら、ずっと待ってたんだけども、まったくお声がかからないので」

　恐る恐る彼女の部屋に行き、様子を窺うかがった。寝台が盛り上がっているため眠っているのかとも思ったが、中には彼女の荷物が詰め込まれていて───。

「それだと、君を騙だます気満々てことになるね」

　つまり、覚悟の失しつ踪そうだ。

　ぶわっとセームの目から涙が吹き出す。あうあうと動かすその口からなんとか音を拾い出すと「これまで意い地じ悪わるされたことはあっても、騙されたことなど一度もなかったのに」と、そんな意味合いだった。納得できる主張だとヨシュアも思う。よくも悪くもストレート。それがティエルの持ち味だろうに。

「不ふ思し議ぎだね。なんで、そこまでやるんだろう？」

「……おいらの口からは言えないです」

「なら、こっちも協力できないな」

　やんわりと言いながらも、ヨシュアは冷たく目を逸そらした。

　まあ、はったりである。

　ティエルに行方ゆくえをくらまされて誰より困るのは自分だ。何がなんでもカナンまでつれていき、そして、塔へと戻らなくては。そのためにも彼女の事情は知っておかなくてはならないが、「大嫌い」と言い放たれ拒絶されたいまとなっては、セームから聞き出すしかない。

　わざとつれなくするつもりでの行動だったが、結果、彼の視線は窓際に向き……そこで思い出した。

　───しまった、スーリィンを突き落としたままだった！

　セームはしばらくあうあうと呻うめき続けていたが、やがて、観念したようにうなだれた。

「テ、ティエルお嬢じよう様さまとアハズヤ大神官長様……ええと、お嬢様のお父上様は、ええと……と、とても微妙な関係でして」

「微妙？」

「アハズヤ様には複数の奥方と、もっとたくさんのお子さまがいらっしゃいまして」

「力のある神官には珍めずらしくもないことだね。で？」

「その中でティエル様は、その、あまり父上から厚こう遇ぐうされていないというか期待されていないというか忘れられているというか……そ、そんな感じでして」

「ああ……」

　そこまで聞けば、状況はなんとなく察せられた。

　大勢の子弟たちの中で序列が低く、親に顧かえりみられない自分。けれど、そんなことはおくびにも出さず、塔では傲ごう岸がん不ふ遜そんに振る舞った。まさか、自分の実家がこの旅の目的地になるなんて、思いもせずに。

「彼女は、僕らにそれを知られたくなかったんだね」

「た、たぶん」

「裸馬に乗ったのは、あれで逃げるつもりだった？　それとも、重傷を負えば旅を止められると思ったとか？」

「判わかりません。でも、すごく思い詰めてらしたことは間違いないです」

「事情は判るけど、そこまでするようなこと？」

「お嬢様にとってはそうなんです！」

　そこでまた、セームの涙腺が決けつ壊かいした。

「カナンであの方が、父上やご兄弟にどう扱われていたか……っ。塔で一人前になって初めて人間として認めていただけるかどうかってほどだったんです。そ、それをお友達に知られるなんて」

　ぼたぼたと落ちる涙を拭ぬぐいもせずに、彼はヨシュアに取とり縋すがる。

「お願いします、お嬢様を捜して下さい。塔に入るまでは一人で着替えもなさらないような方だったんです。こ、こんな異国で何かあったら……っ」

「判った、探す。探すから」

　身も世もない訴えに何度か頷うなずき、ヨシュアは彼を一度、外へ出そうと躍やつ起きになった。

「けどね、どんなに急いだところで、すぐ閉門になる。そうなったら誰も夜明けまでは町から出られないよ。僕らもティエルもね」

「けど」

「いいから、ちょっとだけ用意があるから待って。君は隊長のところへいって状況を説明してきてくれる？」

「判りました！」

　全速力で走り出すセームを目で見送ったのち、ヨシュアは慌あわてて窓へと飛びついた。すぐさま下を覗こうとして、敢えて一拍置く。

　激怒しているか、猛烈に拗すねているか。

　どちらにせよ、相当の覚悟を以もつて臨のぞまないとならない場面だ。

「あの、スーリィン……」

　一セスセンチ、また一セスと恐る恐る下げていった視線の先、花か壇だんの中で、位階四位の大神魔が膝ひざを抱えて背を丸めていた。激怒している。そして、猛烈に拗ねてもいる。

「スーリィン、ごめん。ほんと悪かったからこの通りだからっ」

「もうよいわ～。どうせヨシュアはスーリィンよりあの生意気なガキどもの方が可愛いんだからして～」

「そんなことあるわけないだろ！」

　拗ねた末の台詞せりふと判ってはいるが、割と聞き捨てならない。ヨシュアは思わず声を荒らげた。

「そもそも、僕はまったいらな胸とかまったく興味ない。出るとこ出てない女や子供なんて、正直、僕の中では同性同様。男に分類されていると言っても過言ではない！」

「それはそれで最低ではないかあぁぁぁーっ」

「なんでっ？」

　妻の非難に本気で衝しよう撃げきを受け、うっかり彼は背後の気配に気がつかなかった。

　キイと扉が軋きしむ音にようやく振り向くと、青い顔をしたセームが頭を抱え、

「誰もいないところで会話……」

「いつも塔で怒られてばっかり……」

「ついに、おかしく……」

「けど、こんなんでも、いちおう頼りに……」

「だ、だいじょぶ。たぶんきっとおそらく大丈夫……」

　と、ぶつぶつ呟つぶやき続けていた。

「いや、セーム。これはね、僕の故郷に伝わる風習で、人探しの前には天空にまず祈りを捧ささげると、いい具合に見つかったり見つからなかったりするんだよ？」

　苦し紛れの言い訳に、彼は大きく頷いた。

「もうそれでいいんでなんでもいいんでお嬢様さえ見つかりさえすれば絶対正義の大勝利なのでよろしくお願いしますっ」

「君、なんかすごいね……」

　一気に言い切るセームを見下ろし、ヨシュアは頭の布を解ほどいた。残念だけれど、デートはお預けだ。

　門が開く夜明けまで、ティエルはルステラから出ようがない。それは、事実。

　けれど、そのルステラがあまりに広いことも、また事実だと、ヨシュアは誰より知っている。
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「我は導くアニ・ラーダー！」

　宿屋の中庭に、ラキシュの声が響く。

　ほんの少量であるけれど、血で濡ぬれた小さな左の手。それを額ひたいに当てて祈いのりを捧ささげれば、空中に巨大な紋が描かれる。

　紋は門。神官の呼び声に応こたえ、神魔が顕あらわれるための通り道だった。

「お呼びかにゃー？」

　ほんのりと淡い黄色の召しよう喚かん紋もんの中から、長毛種の猫にも似た姿が顕けん現げんした。

「我は気の神魔位階七八位、衝しよう魔まのカタンだにゃー」

　その言葉の最中にも、薄もやの如く揺らぎくねって姿が定まらない。

「カタン、人を捜して欲しいんだ。そういうの、得意でしょ？」

「むろんですにゃ、我が主あるじ」

　ふさふさの尻尾しつぽを何度かくゆらせ、煙の猫は胸を張る。

「捜し当てたい人の持ち物をお貸しくだされば、たちまち見つけてみせますにゃー」

「セーム、なんかある？」

「はい、これを」

　彼は懐ふところからすかさず、緑の肩布タリートを取り出した。

「えっ、それってティエルの？　いつも持って歩いてんの？」

「ええ、もちろん。従者としては当然のことだから」

　堂々とセームは胸を張る。

「これが不満なら、ご愛用のハンカチでもブラシでも装そう身しん具ぐでもサンダルでも筆記具でも食器でも」

「いっつも持って歩いてんのっっ？」

「もちろん」

「ホントになんかすごいね、君って……」

「すごいというか、怖い」

　ますますドン引く三人にかまわず、セームはあれこれ取り出してはカタンへと押しつける。

「最初の一つで充分ですにゃー」

　髭ひげを大きくそよがせて、気の神魔は肩布タリートへと鼻を押し当てる。逆三角形のそれを何度かひくひくと動かしたのち、軽い足取りで地を蹴けり、ラキシュの頭に乗った。そこでまた、鼻を幾度もひくつかせる。次にヨシュア、更にギレアドの頭上と場所を移し。

「なるほどにゃ」

　重々しくも深々と頷うなずいた。

　その様子に、四人の修道生たちは息を呑のみ、桃色の小さな舌が次の言葉を紡ぐのを見守った。

　だが。

「皆かい目もく判わからんにゃー！」

　さして悪びれもせず猫は言い放ち、三人の視線はいっせいにラキシュへと集中した。

「わ、判らんにゃーってなんでなんだニャー！」

　錯さく乱らんしたラキシュが猫の首を捕らえようとしたが、何せ相手は煙のように存在があやふやだ。彼女の手は空しく宙を摑つかむだけ。

「仕方がないのですにゃ、我が主。ここは人が多すぎるんだにゃ。何十万も人がおるなんて、野蛮極まりない土地ですにゃ。カタンはもっと人のおらぬところが好みですにゃー」

「おまえの好みなんて聞いてないニャー！」

「さすが七〇番台」

「あああああああ、お嬢じよう様さま！　お嬢様がーっ！　神魔なんか当てにしたおいらが馬鹿でしたぁぁぁぁ！」

「ち、ちょっとみんな。落ち着きなさいって」

　怒りのあまり地じ団だん駄だを踏むラキシュ、さりげなく彼女の傷に塩を塗ぬり込こむギレアド、そして、床に崩くずれ落おちるセームを、ヨシュアは必死かつ忙しく宥なだめる。

「ラキシュはそんなに怒らないの。神魔だって出来ることと出来ないことがあるんだから。ギレアドは頑がん張ばった人に対しては、もうちょっと言葉を選ぶように。セーム、ショックなのはすっごくよく判るけど、神官見習いのアイデンティティを全否定するのはやめなさい。僕まで泣きたくなるから」

「だって、おっさん、だってぇぇ！」

「俺、悪くない……」

「けど、こうしてる間にもお嬢様がお嬢様がーっ！」

「ああ、はいはい」

　椅い子すの背にかけたマントを取り上げ、ヨシュアは急ぎ足で出口へと向かう。

「魔ま操そうが通用しないなら、魔操じゃない方法で頑張るしかないでしょう」

「さ、探しにいくの？　この町、すっごい広いのに？」

「僕はね。君たちはここで休んでいていいから」

「おいらもいきますっっ」

　セームが飛びつくように後に続き、何故かラキシュとギレアドも大人しく宿を出た。そのまま四人でティエルのいきそうな場所を巡り歩く。

「なー、セーム。あいつ、財さい布ふは持ってったの？」

「ええ、たぶん。残されたお荷物の中にはありませんでした」

「じゃあ、どこかの宿屋か食堂とか？」

「そんなの何千軒あると思ってんだよ、まじ勘かん弁べん！」

　あちらの街角、こちらの裏うら路ろ地じと渡り歩いて、数時間。

　日付が変わった頃、目に見えて子供たちの元気がなくなってきた。塔とうではとっくに就寝している頃だし、旅で疲れているのだから無理もない。

　ヨシュアは三人を……特に、目を真っ赤にしてなお諦あきらめないセームを宥めすかして宿屋へ戻し、一人再び外へと出た。

　すぐさま行動しなくてはいけないというのに、なかなか最初の一歩が踏み出せない。見上げた月影の中、太守の屋敷が丘の上いっぱいに広がっている。

「スーリィン、ごめんね」

　カタカタと鳴り続ける胸飾りをそっと握り、小さく細く囁ささやく。

「君の嫌いな人に会わなきゃいけないみたいだよ」

　呟つぶやいて、彼は坂を上り始めた。この都市のどの坂を通っても、最後はそこへ行き着くと言われている、場所。すべてを俯ふ瞰かんすべく建てられた、あの壮麗な建物を目指して。

　けっして狭くはない町の、更に頂上だ。辿たどり着つくまでには相当の時間がかかる。まして、いまのヨシュアの足取りは重い。以前この坂を下った時、「一人前の神官になるまでは、再びここを上ることはない」と決めていたというのに、よりによってこんな形でこんな風に訪れることになろうとは。

　そうしてヨシュアが疲れた足を引きずって進んで、しばらく。

　向こうから、大きな影が近づいてくる。

　形から言って、騎馬だろう。屋や敷しきの警備兵かもしれない。こんな深夜にやってくる者を不ふ審しんに思い、身元を確かめにきたのだろうか。

　さて、なんと言ってやろうかとヨシュアが身構えたのと、同時に。

「あれっ、ヨシュア？　なんでここに？」

　馬上から明るい声が響いた。月明かりの中、目を細めてまじまじと向けた視線の先に、見覚えのある顔が浮かんでいた。

「エレミヤっ？」

　間違いない。

　それは、正真正銘、『星せい紺こんの塔』の料理人にして一番のモテ男だった。

「おまえ、カナンにいったんじゃなかったの？」

「隊商がいろいろあって進路変更に……というか、そっちこそなんでここに？」

「休きゆう暇か。監視対象いないのに俺だけ塔にいたってしょうがないからねー。閉門ギリギリに着いて、これから遊びにいくとこ」

　そう言って、彼は鞍くらから降りる。なるほど、その身に纏まとっているのは、いつもの質素な服などではなく、色男ぶりがいっそう引き立つ最新流行モード。いかにも夜の町に合いそうな派は手でな身なりだった。しかも、腰には正規軍のそれと一目で判る剣を帯びているあたりが、抜け目なさ過ぎて腹が立つ。古今東西、美形の軍人は女性にモテる。ことに、裕福で金払いのいい国の軍人ならなおのこと。

　うんざりしたようなヨシュアの眼まな差ざしを、エレミヤはむしろ得意げに受け止めた。

「修道生諸君は何をするのもご不便でしょうが、真ま面じ目めな勤め人にはそこそこ快適な職場なのよ、あそこ。一年ぶりに故郷の母に会って孝行したいんですっつーたら、土産みやげまで持たせてくれちゃったよ」

　聞きもしないことを続け様に話し、ほら、と、自分の肩を指す。そこには確かに塔の周囲でよく売られている織物がかけられていた。

「僕らより後に出立したんじゃ？」

「そっちは重い荷馬車でゴトゴト、こっちは足の速い馬をオアシスごとに乗のり換かえて、しかも直線コースですー。資本力と乗馬技術の差ですー」

「どうせルステラ軍の権けん威いちらつかせて値切ったんでしょうに」

「当たり前だろ。ちらつかせもしない権威なんか、持っててどーすんの？」

　悪びれもせず言い切られ、ほんの少しだけ反応に窮きゆうする。が、その権威の応用を瞬またたく間にヨシュアは思いついた。

「ティエルって覚えてます？　僕の班の子で、カナン大神殿のお嬢様なんだけれど」

「あー、ちょっとキッツい感じの女王様っぽい子ね。けっこう将来有望だよね。覚えてる覚えてる」

「彼女が逃げ出しちゃって困ってる。城門の警備兵に手配書を回して欲しいんです」

　なんとしてでも、ティエルをルステラの外へ出してもらっては困る。そのために、すべての門を押さえてしまいたいのだとヨシュアは訴えた。

「それはちょっと……俺の一存では難しいかなあ」

　さすがのエレミヤも歯切れが悪い。

「頑張って権威振り回して下さいよ。期待してますから」

「おまえにそこまで言われるのはけっこう気分いいけど、管かん轄かつがまるっきり違うからねえ」

　形のいい顎に指を這わせ、首を一つ捻った挙げ句。

「俺の一存じゃなくて、上司の一存ならばうまいこと出来るかもしれないけど……どうする？」

　いささか苦々しい口調で、ルステラの間かん諜ちようは訊ねた。
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　夜明け前。

　宿の食堂にヨシュアと三人の子供たちは集つどっていた。城じよう壁へきの警備兵からの連絡を待まち詫わび、既に三時間以上がたっている。

　ヨシュアは食卓の上にルステラの地図を広げ、城壁と門の位置とを確かめていた。ラキシュとギレアドは互いにもたれ合い、ときどき大きく船を漕こいではがくりと体を傾かしげている。ラキシュの方はヨシュアが数えているだけでもう四回はテーブルの端や椅い子すの背で頭を痛打していた。が、そのたび、

「らーいじょぶ、らいじょおぶー。このらきしゅさまにかぎってねちゃうとかそんなのないからへいきらから」

　と、まるで大丈夫に聞こえない言い訳を繰くり返かえしていた。

　セームはそんな彼らの横、食卓の周辺をぐるぐると歩き回り続けて落ち着かない。

「セーム、こっち来て座りなよ」

「座ったら寝ちゃいますっ」

「寝てもいいじゃない。連絡がきたら、ちゃんと起こしてあげるから」

「お嬢じよう様さまがたいへんかもしれないのに、寝てなんかいられませんっ」

「君が起きてたからって、見つかるもんでもないよ？」

「いいんです、大丈夫です！　大丈夫だったら大丈夫なんですっ」

　と、こちらもまったく大丈夫な感じはしなかった。

　そうして、窓の外が白々と染まってきた頃。

　ようやく、ティエル保護の連絡が入った。

　広い町を歩き続け、東門まで辿たどり着ついたせいで、既にボロボロ。しかも、追いかけてくる警備兵たちにリムリーをけしかけたためにかなり手荒く取り押さえられ、今度は仮病でもサボタージュでもなく治療院へと直行させられたという。

「いかなきゃ！　おいら、お見舞いにいかなきゃーっ」

　とセームは宿を取び出し、彼女の元へ駆けつけ。

　ラキシュとギレアドは眠気も限界、数回頷うなずいただけで寝台へ倒れ伏し。

　隊商の長おさは出発の延期を宣言するしかなく。

　そして、ヨシュアはそれからわずか数時間後にこの騒ぎの代だい償しようを払う羽は目めになった。

　彼の部屋の窓が叩たたかれ、音もなく開く。

　滑すべりこんできたのは、一人の女だ。美しいのか醜しこ女めなのか判然としない。目元を黒い布でぐるぐる巻きにし、両りよう頰ほおには赤い模様が描かれているという、異様な風体。更に異様なのは、その髪かみである。黒にも近い濃のう紺こんのそれは、一瞬たりとも落ち着かずのたくり続けていた。

「私は位階第二二位化蛇シーラと申します。雷らい凰おうスーリィン様とその伴はん侶りよヨシュア・バレク様をお迎えに上がりました」

　どこから？　と、訊たずねるまでもなかった。

　長い鉤かぎ爪づめを蓄たくわえた化け蛇の手に、一枚の紙が乗っている。大陸では高価で貴重な真っ白い紙だ。それに、麦穂と盾を象かたどった紋様がひとつきり刻まれている。ルステラを統すべる太守家、ル・ルステラ一族の家紋だった。

「君も一緒に来ていいって、スーリィン」

　呼びかけに、胸飾りはぴくりとも動かない。招待主を嫌っているスーリィンは居い留る守すを決め込むことにしたらしい。

　仕方がなく、ヨシュアはひとりシーラの後をついて行くことにした。化け蛇の女はその長い髪でヨシュアを抱え込むと、窓辺に置かれた水鉢をひょいと覗のぞき込こむ。そのささやかな動作だけで、あたりの景色は一変していた。

　清せい潔けつだけど質素な宿の部屋は消きえ失うせ、巨大な部屋が現れる。

　大陸中の花々を描いた色天井を支える、白い艶つややかな柱。いったいどれほど砂漠から恵みを施ほどこされたかと嘆息したくなるような、大きな大きな窓。その前に置かれた飴あめ色いろの机や布張りの椅子もまた、意い趣しゆを凝こらした贅ぜい沢たくな作りで、見るものの目を引く。

　が。

　床の色柄はまったく判わからない。まるで、見えない。山と積まれた巻物や書類、夥おびただしいほどの石版や木もつ簡かんのせいで。

「ダ、ダルタス様？」

　息を詰めて、ヨシュアは辺りを見回す。一歩を踏み出そうにも、折り重なった書物のためにうまく足を運べなかった。

「ダルタス様？　お呼びでしょうか、ヨシュア・バレクですが」

　再度の問いかけに、「んー」という獣じみた呻うめきだけが戻る。部屋の端っこを埋め尽くしていた本がごそごそと動いていた。ヨシュアは細心の注意を払いながら、そちらへまろび寄る。無む造ぞう作さに積まれた巻物をひょいひょいと取り除くと、黒い頭が見えてきた。

「失礼」

　更にヨシュアは紙や石版を払い、その下に埋もれた人物を掘り起こす。一目で高価と判る織り目の長衣が現れ、それに包まれた男の腕や足が見え、突っ伏した背中が露あらわになり、やがて、ようやく全身を拝おがむことができた。

「ダルタス様。妻の機き嫌げんがこれ以上傾かたむかないうちに帰りたいのですが」

「それはないでしょうよ、おまえさん。誰のせいで寝不足だと思ってんだよ？」

　呆あきれたような声は、床で伸びている人物からではなく、戸口から響いていた。

　見ると、エレミヤが開いた口が塞ふさがらないという表情でこちらを見ている。夜中とは違い、正規軍の服を纏まとってはいるが、口調はいつも通りひどく気安い。

「俺が直じき訴そしたとき、もう真夜中も真夜中、ド真夜中だったんだからな。ちょっとぐらい労ねぎらってあげても罰ばち当たらないのと違う？」

「別に僕が夜中に叩き起こさなくても、この方はいつもこんな感じでしょう？　倒れるまで書類やら資料やら読み続けて、寝台もろくに使わずこうして仕事に埋もれて寝てるんじゃないですか」

　対するヨシュアもいつも通り平らかに、

「そのせいで、暗殺し損なったんですから」

　穏やかならぬことを付け足した。

「あー、それね。おまえさんの暗殺者人生初黒星ね」

「そして、人生最後の黒星です」

「『凍れる紅くれない』、だっけ？　カッコイイ二つ名まであったのに、そっから神官見習いに転身中ってあまりに振れ幅デカいわー。ブレ過ぎだわー」

「ちょっと、君たち……」

　床から陰いん鬱うつな声が響き渡ってきた。

「いちおう君主である私の枕元で、血ち生なま臭ぐさい昔話を淡々と繰り広げるのは止やめてくれないかな。夢見がすごく悪くて、もううんざりだから」

「枕がそもそも見当たりませんが」

「このルステラの大地すべてが私の寝床であり枕だよ。決まってるだろう」

　男はのろのろと身を起こし、ようやく上半身を床の上へと立てた。まだ残っていた書類がばさばさとその背や頭から滑り落ちる。寝ぼけ眼まなこを何度もこすったせいで、目元が赤い。三〇を少し越したばかりのはずなのだが、若いのか老けているのかよく判らなかった。

「……お久しゅうございます。ダルタス・ル・ルステラ太守閣かつ下か」

　膝ひざを折り、ヨシュアは丁てい重ちように挨あい拶さつする。

「昨夜はご尽力下さいまして、真まことにありがとうございました」

「あー、いいよいいよ。気にすることない。君の言う通り、どうせ私、あの時間まだ起きてたし」

　大陸随ずい一いちの都市国家の主あるじは鷹おう揚ように頷き、ふと何かに気がついたというような顔になった。

「あれ？　スーリィンは？」

「出てきませんので」

「まだ怒ってるんだな。まあ、仕方がないか。彼女を閉じこめるような道具を君にあげたのは私だし」

「これがなくては、生気ルーアが尽きて早そう晩ばん共倒れでした」

「君に滅め茶ちや苦く茶ちやな猛勉強をさせて塔とうに放り込んだのも、私だ」

「この道でなければ共々未来はないと心得ております」

「そのへんの機き微びを判ってくれるような神魔はなかなかいないさ、残念だけど」

　言いながら、ダルタスはがさごそバサバサと巻物や石版をかき分けた。乱雑極まりないこの部屋の中のあらゆる文字を、この男はそらんじていると人は言う。他人の話に耳を傾けながら、複雑な文章を読み解くこともできると。それが本当かどうか確認したことはないが、ありそうな話だとヨシュアは思う。

「でも、思ったよりずっと塔の暮らしはうまくいってるみたいで何より。エレミヤの報告を聞いて日々安心してるよ」

　それはどうかな？

　内心、ヨシュアは首を捻ひねる。魔ま操そうの腕前が向上する気配はないし、見聞の旅は既に躓つまずいた。頼みの綱のティエルには遁とん走そうされ、この後、どうやってカナンに辿り着いたものか、考えるだけで頭が痛い。

「いや、うまくいってるよ」

　ゆったりと、しかし、確信を持って若き太守は言いい募つのった。

「君もスーリィンも誰も殺さずに済んでいる。大陸全土を恐怖のどん底に叩き込んだ君たちが、な」

　せいぜい神妙な顔を作るべきなのだろうが、ヨシュアの口元には笑みが上る。

　確かに、振れ幅のでかい話だ。

　ろくな学もなく、言われるままに人殺しに精を出していた自分が、この世の理ことわりを解き明かす天地の官を目指しているなど。

　すべては、五年前。

　ここから始まった。

　ルステラの主を抹まつ殺さつしろという命を受け、吟ぎん遊ゆう詩し人じんの一座に身をやつして城へ侵入を果たしたはいいものの、肝心の標的が寝台にいなかった。国家の頂点が執務室で仕事道具に埋もれて見つけ出すのも一苦労などという間抜けな情報を、当時のヨシュアは知らされておらず、いつもはものの数分で片づけ終える暗殺が終わらなくて……。

「そんな君にこういうことを言うのは、私としてもすごく残念なんだが」

　ダルタスの次の言葉が、束つかの間ま、思い出の淵ふちに沈んだヨシュアを引っ張り戻した。瞬まばたき一つして、彼は恩人へと向き直る。

　ダルタスは、うん、と一つ頷いて、そのまましばらく何も言わなかった。子供が玩がん具ぐをいじるような仕草で、傍かたわらの木簡をかき回し、自らの台詞せりふの続きを探し、そして。

「リベカ・バレクを見かけたって報告が入ってる」

　選びに選び抜いた割には至ってシンプルに、ヨシュアへ言葉をぶつけた。












「赤せき晶しよう旅りよ団だんが……君のいた暗殺集団が、復活したらしいとさ」



















　ルステラはいま実りの季節。

　街道沿いの小麦畑は、まるで黄金の海原のようだった。延々と地平を埋め尽くす穀こく物もつの波は、かの国の豊かさの象徴。大陸に恵みと富貴をもたらす誉ほまれの証あかしだ。

　なら、その合間に隠れ、逃にげ惑まどう自分はなんだろう？　惨みじめな虫か鼠ねずみのようだ。

「大丈夫。とりあえず、城じよう壁へきはちゃんと越えられたんだから」

　未だ踊り子姿のまま彼女が言う。

「追っ手はきっと街道を探してるはずだから、こうして畑の中をこっそり通れば見つからないよ」

　姉とも慕したった相手の言葉に、彼は頷うなずいた。

　けれど、同時に、そう簡単にはいかないだろうとも思う。

　旅の一座に扮ふんし、ルステラ太守の城へと忍び込んだのは、つい数時間ほど前のこと。暗殺は失敗し、既に数人の大人が狩る側から狩られる側へと回り、露と消えた。

　彼は双子の姉たちにつれられて、命からがら城壁を越えた。

　しかし、そこから先へなかなか進めない。屈強なルステラ軍による包囲網は時が経つにつれ厚みを増し、突破は難しくなっていく一方だった。

「怖いよ、お姉ちゃん」

　もう一人の姉が呟つぶやく。両手に得意の竪琴リラを抱えたままだ。三つも年下の彼ですら、逃げるのに邪じや魔まだと判じて琵琶バルバツドを打ち捨て、小鳥を懐ふところに忍ばせるだけで精一杯だったのに。

「お頭も死んだのかしら？　だとしたら、わたしたちこれからどこへいけばいいの？」

「しっかりして、大丈夫」

　同じ顔の妹の肩を抱き、もう一方で彼の頭を撫なで、彼女は笑う。

「お姉ちゃんに任せなさい。きっと二人を助けてあげるからね」

　その言葉がきっと現実になると信じられる、まっすぐで強い強い笑顔で。

　それからも、三人は小麦の海の中を歩いた。

　背後を常に窺うかがい、怯えに怯えた足取りの道行きに、彼の気は塞ふさぐ一方であったけれど、

「ねえ、この先、どこへいって何をしようか？」

　ことさら明るい声で、彼女は未来の話をする。

「お頭たちもいないんだし、わたしたち、もう自由なんだよ？」

「わたしはお姉ちゃんと一緒ならそれでいい」

「もう、リベカは欲がないなあ。ヨシュアは？」

「何か、綺き麗れいなものが見たい。ひらひらでキラキラしたの」

「あんたはあんたでブレないねえ」

　にこやかに頷いて、姉は声を弾ませる。

「わたしはね、遠くの大陸にいってみたい」

「遠くの大陸？」

「海を越えたずっとずっと向こうにね、翼を広げた鳥の形をした大きな大きな大陸があるんだって。このアリステアよりもっと大きいんだって」

「そんなの、ただの作り話だよ」

　壮大ではあるが無む邪じや気きな願いを、彼は鼻で笑った。

「だって、誰も海を越えた人はいないんだよ？　そんな遠くまでいける船なんかないし」

　見たこともないものを知っている人なぞ、いるはずがない。そう言う彼にも、姉はまるで堪こたえない。

「誰も見たことがないからこそ、いってみたいんじゃない」

　だから、と、彼女は力強く続けた。

「だから、こんなところで死ぬわけにはいかないの。頑がん張ばって三人で逃げなきゃね」

　それでも、ときどき農夫に見つかりそうになっては身を低くし、息をひそめて這はい蹲つくばってを繰くり返かえし、少しずつ少しずつ前進する。

　そうして、なんとかルステラの街並みが視界の果てにとうに消きえ失うせ、次の町の城壁が見えてきた頃だった。

　足音が近づいてきた。

　ただの農夫のそれではないと、すぐに判った。幼い頃からの訓練を積んだ耳には、鎧よろいや剣が触れあう金属音、分厚い底をした軍用の靴くつ音おとなどがすぐ拾える。

　ルステラ軍人だ。

　街道から遠く離れたこんなところにまで、やってきていたのだ。

「おねえちゃん……」

　引きつった声を上げたのが、自分だったのかもう一人の姉だったか判らない。思い出せない。

　思い出せるのは。

「大丈夫」

　自信満々というように頷いた、彼女の眼まな差ざしと。

「わたしが合図したら、あっちへ逃げるのよ。本気で本気の全力で走って、絶対に後を振り返っちゃだめ」

　まっすぐに指し示した、その指先の白さだけ。

「さあ、二人は手をつないで。転びそうになったら助けあって。いい？　いくよ？」

　彼は息を詰め、合図を待った。

「いーちアハツト」

　兵士の足音が近づいてきた。

「にーシユタイム」

　つないだ手から、もう一人の姉の緊きん張ちようが伝わる。

「さんシヤロシユ！」

　そして、駆け出した。本気の全速力で一直線に。小麦をかき分け、互いの手を頼りに、ただひたすら進む進む。

　しかし、途中、彼は姉の言いつけを破ってしまった。ふいに胸に射した不安に引かれ、視線を背後へと巡らせる。

　遙はるか後方、金色の波の上で彼女が踊っているように見えた。

　その身に纏まとった薄物が風に舞い、その両手に握られた刃が血路を開く。けれど、それもほんの一瞬。

　兵士の振るった剣が陽光に輝いたかと思ったら、次には緋色が巻き散らされた。金の波を鮮やかに彩りながら、姉の首が空へと呑まれていく。

　悲鳴が自分の喉のど奥おくで凍り付いた。そのまま血が滲にじむほど唇くちびるを嚙かみしめ、彼は走った。走り続けた。

　断だん末まつ魔ますら後に残さず、彼女は一人で逝いってしまったのだ。

　誰よりも大きな夢に目を輝かせていた、彼女だけが。




　自分たち二人を逃がす、そのために。
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　海から望むルステラは、精せい緻ちなモザイク細工に似ている。

　白を基調に時々青を刷はき、なだらかな斜面いっぱいに塡はめ込こまれた建物は陶器の様相。ダルタスの瀟しよう洒しやな城が、「これで仕上げ」と頂いただきに置かれた飾りのように見えた。

　それが、波の果てにゆっくりゆっくりと消えていく。

　ティエルが無事に発見され、ダルタスと面会を果たした日の、更に二日後。ヨシュアたちを乗せた船は、ルステラを出港した。

　極めて強引かつ勝手なやり口で逃げ出したティエルを、隊商の面々は許さなかった。鋭く糾きゆう弾だんし叱しつ責せきし、その罰として「終始監視の上、カナンまで同行させる」という手段が取られることとなった。

　───たぶん、「迷惑だ、抜けてくれ」と言われるのを期待してたんだろうな。

　船室に押し込められしょげ返ったティエルを見ながら、ヨシュアはそう察した。

　隊商側の内情と言い分はよく判わかる。小娘に煩わずらわされ、見張りに人手を割さくのは重荷だ。しかし、途中で脱落者を出し、毎年の得意先である『星せい紺こんの塔とう』からの仕事が途絶えるのが何より困る。それぐらいなら、多少の面倒は承知と呑のみ込こんで、修道生たちをきっちり送り届ける方がのちのちのためになる。そういう判断なのだろう。

「彼女は水妖を操あやつるそうだね。それで海を越えることはできるのかい？」

　隊長に真顔で訊たずねられたとき、彼らの本気の程がよく知れた。

　ティエルのために深夜まで走り回ったラキシュとギレアドの反応は、またそれぞれ。

　最初は二人がかりで怒っていたのだが、セームから聞いた話をそのまましてやったとき、目に見えて軟化したのは意外やラキシュの方であった。

「そうなんだ……あいつ、そうだったんだ……」

　繰くり返かえし呟つぶやいては、慨がい嘆たんの息をつく。

「ラキシュは『騙だまされたー』って怒ると思った」

「いや、騙されたとは思うよ。あいつ、自分はカナンの後継者だって顔して言いたい放題だったもんね」

　でも、と、彼女は低く続けた。

「同じ神官の子だもん。多少は、さ」

「君の父上もたくさん奥さんがいるクチ？」

「三人。正妻はうちのかーさんでこっちも神官」

「神官同士で結婚したんだ？」

「そう。で、この場合、どんな家庭が出来るか判る？」

「さあ？」

「かーさんの子はあたしを入れて四人いるけど、とーさんの子なのはあたしだけなんだよねえ」

「うわあ」

「もちろん、とーさん公認ではあるけどさあ」

「うっわあ」

　さすがのヨシュアの笑顔も引きつる。ご家庭がそんな修しゆ羅らの場だったから、ラキシュのようなスレた子供が育ったのかもしれない。

「こういうのもさ、修行なんだってとーさんたちは言うわけよ。普通ならゴッチャゴチャするに決まってるような家でも、うまいこと円満に回していくのが人徳っつーかなんつーか。まあ、実際、うちは割とみんな仲良しだけどさ」

「そりゃすごいね」

　満更お世せ辞じでもなく、ヨシュアは答えていた。

　己の立場に置おき換かえて考えてみるとよく判る。スーリィン一人でも持て余す時があるぐらいなのに、他に数人の妻がいる。それでもって、その妻には自分以外に通じる男がいて、生まれた子供を全員仲良く育てていく。二重三重に信じられぬ偉い業ぎようというか愚ぐ行こうというか……とにかく、自分にはとうてい出来そうにもなかった。

　───まあ、そんな気はまるでないし、うっかりそんな事態に陥おちいったら、その場でこんがり焼かれて心しん中じゆうってオチになるだろうけれども。

　物ぶつ騒そうな想像に頭を一つ振り、ヨシュアはラキシュに更に問う。

「その理論でいくと、カナンの大神官長は魔ま操そうの腕はともかく、神官としての姿勢はラキシュのご両親に劣おとるってことになるのかな？」

「まあね」

　彼女はいちおう胸を張ってみせたが、口調はさして得意げでも嬉うれしそうでもなかった。

「つまりさー、うちみたくちっちゃな田舎いなかの神殿でさえこんだけゴチャついてんだから、カナンみたいなでっかいところになればもっととんでもないだろうなって」

　だから、故郷を離れた解放感から虚きよ栄えいに走ったティエルを自分は責める気になれない、と、ラキシュは言った。

　一方、ギレアドは珍めずらしく怒りを露あらわにして見せた。と言っても、表立っては深い前髪の下の眉まゆを思いっきり吊り上げ、額ひたいに深く皺しわを寄せただけだったけれども。

「……どんな理由があったとしても」

　長い長い沈黙を前置いて、彼はぽつりぽつりと言葉を吐き出す。

「セームを置いていってはダメだった。リムリーをあんな風に使ってはダメだった」

「かもね」

「ちゃんと話してくれれば、聞いたのに……」

　そう呟いて、また沈黙する。不ふ愉ゆ快かいそうな表情は、夕食に彼の好物が出てくるまで変わらなかった。しかし、それでも「よくも自分たちに迷惑をかけてくれたな」とは言わないギレアドの性根の涼やかさが、ラキシュと違っていながら同じように眩まぶしい。

　───結局、成績のためにも引きずっていかなきゃとか考えたのは僕だけなんだな。

　苦い自じ嘲ちようがこみ上げる。お里が知れるとは、このことか。あれ以来、ティエルの側そばから離れようとしないセームを含めても、何より自分大事に振る舞っているのは、まずヨシュア。それに、問題を引き起こしている当のティエル本人だけ。その彼女も、もしかしたら自分が巻き込んでしまったのかもしれない……。

　船の舳へ先さきで泡立つ波を目で追いながら、ヨシュアは茫ぼう洋ようと考える。

　自分が魔操を克服したいばかりに行った小細工が、ティエルの暴走を招いたのだとしたら？　迷惑を被こうむったのはこちらではなく、むしろ彼女の方だということになる……。

　その挙あげ句く、リベカと赤せき晶しよう旅りよ団だんに会ってしまったら？

　考えただけで肝が冷えた。三回攻撃を受けなければ、迎げい撃げきすることは許されない。神官としての則のりを守りながら、彼女たちを敵に回すことは難しい。スーリィンの力に頼るつもりがないのなら、尚更。

　船の手すりにかけた自分の指が震える。血の気が引くという感覚を、ヨシュアは久方ぶりに味わっていた。

「ちょっとちょっとおにーさん。どうしちゃったの？　船酔い？」

　ふいにかけられた声に振り向くと、見覚えのある男が見慣れない姿で立っていた。

　すらりとした体つきと明るい色合いの瞳の色は変えようがない。が、最低限の布だけを巻き付けたような服装と、腰から下げた曲刀がいかにも海の男という風情。潮風に洗われたような黒褐色の髪かみもまた、常日頃の料理人や軍人姿とはかなり違った印象を醸かもし出だしてはいる。

　が。

「……エレミヤ、何やってんですか？」

「違いまーす。エレミヤの従兄いとこのエリシャでーす。エレミヤ大先生とは髪の色がぜんぜん違うでしょうがよ」

「いや、でも……ええー？」

　さすがに咄とつ嗟さに言葉が出ないヨシュアをひとつ見やって、

「おまえさんとは初対面って設定なんだから、そういう風に振る舞ってくれなさいよ、鈍感野郎」

　知るか！

　そう言い放ってしまいたいのをぐっと堪こらえ、

「ちょうどよかった。聞きたいことがあったんですけど、エレミヤ」

「エリシャだっつってんだろ」

「じゃあ、いますぐエレミヤに問い合わせの上お答え下さいよ、エリシャさんとやら」

「それなら、まあ、設定内かなー」

「僕は自分とティエルを同じ班にするよう頼みました。けど、目的地をカナンにしてくれとは一言も言ってないんですが……このへんについてもなんかしました？」

「いいやー」

　黒っぽい頭をお気楽な調子で振りつつも、エリシャだかエレミヤだかはきっぱりと断言した。

「たぶん、そのへんはマルタちゃんたち導どう師し陣じんの判断か、本当に無作為で籤くじ引いたかのどっちかでしょ」

　それならまだしも救われる……ヨシュアは安あん堵どのあまり小さく肩を上下させた。その様子をルステラの間かん諜ちようは実に面白そうに眺ながめ、

「なになに？　まさか罪悪感とか感じちゃってんの？　おまえさんが？　ホントに？」

　矢や継つぎ早ばやに突っ込んできた。

「だとしたら、成長著いちじるしいことだねえ！　あのヨシュア・バレクが我わが儘まま娘の身の上を案じて胸を痛める？　一昔前なら絶対に『バカと無能はさっさと死ねば？』って顔してたろうに」

「おかげさまで、いま自分がそのバカで無能の扱いを四し六ろく時じ中ちゆう受けてますもので」

「あー、なるほどね。すごいわー、人間って教育が大事なんだって思い知るわー。ルステラ国民の血税注ぎ込んで塔に放り込んだ甲か斐いがあったってうちの大将も泣いて喜ぶわー」

「ちょっと！　まるで僕が裏口入学したみたいな言い方しないでくださいよ。試験は実力で突破したんですからね」

「その試験を突破できるだけの実力を備えるために、どんだけ家庭教師用意したんだっけー？　俺が覚えてるだけで一〇人ぐらいはいたはずだぜ？　大部分は日干しレンガ並みのじじいだったけど、歴史のセンセは黒髪の知的美人だったからよく覚えてる。あと、算術のセンセは顔はいま一つの年増だったけど、心こころ躍おどるナイスバディでさー、こう胸がぼーんでさー」

「そういえば」

　放っておけば延々と続きそうなエレミヤの台詞せりふを、ヨシュアは半ば強引に遮さえぎった。

「あんた、なんでこんなところにいるんですか」

「そりゃ、護ご衛えいよ。赤晶旅団がマジで出てきたら洒落しやれにならないじゃーん。あんたが例の三回やられるまで返しちゃダメって戒かい律りつを守る気だったら大変だーって、うちの大将心配してんの。俺は『きっと追いつめられたら、とっとと破りますよ』って言ったんだけどね」

「失敬な」

　無礼極まりないことをさらりと口にされ、ヨシュアはしばし鼻白む。どう返してやろうかと思案しているうちに、ラキシュとギレアドの凸凹コンビが甲板に姿を現した。

「あれ、おにーさん、どっかで会ったことなかったっけ？」

　走り寄ってきたラキシュが、無む邪じや気きに首を傾かしげる。

「いや、俺は初めましてだよ、神官見習いさん方」

　眉一つ動かさず、エレミヤは大おお噓うそを次々に言ってのける。

「俺の従兄が『星紺の塔』で働いてるんだ。だから、こちらの隊商に修道生さんたちが混じってるって聞いてひとつご挨あい拶さつでもと思ってさ」

「そうなんだ。奇き遇ぐうだねえ！　あたし、ラキシュ・マヘドっていうんだ」

「ギレアド・ミレバです。よろしく」

　折り目正しく挨拶する二人に、ヨシュアは小さく息をつく。

　───こんな奇遇があちこち転がってるほど、大陸は狭くないよ……。

　そう言いい諭さとしてやりたいところだったが、エレミヤの曲刀へと目を移し口を噤つぐんだ。洋上の明るい日差しの中、それは鈍にぶく不ぶ気き味みな輝きを放って見える。場合によっては、ヨシュアのみならずラキシュたちの命も彼に預けるしかなくなるかもしれない……そんな現実が胸にのしかかった。

　───いや、こんなのは取り越し苦労ってものだ。

　一方には、冷静に分ぶん析せきする自分もまたいる。

　───風は良好、天気は上々。カナンまでは海路で一直線だ。相手が誰であっても、付け入る隙などあるものか。

　ヨシュアはそう思い、きゃっきゃっと仲良く戯たわむれるラキシュたちに目を細めるだけに留とどめていたが。

「まもなく嵐がくるぞ、スーリィンのヨシュア」

　その夜。

　彼の妻、雷の神魔がまっすぐな声色で告げた。

「天の同胞がそろそろ鳴こうと構えておるゆえな。きっと海は荒れる。早く、どこかの港に寄るがよい」
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　実は、ヨシュアは海があまり得意ではない。

　海岸線や島影がはっきり見えているうちはいいが、四方すべてが青い広がりとなったとき、ひどく落ち着かない気持ちになる。どうしても、彼女のことを……この果てにいってみたいと語った、義理の姉の言葉が脳裏を占めて息苦しくなってしまう。

　それでも、赤せき晶しよう旅りよ団だんのことを考えたら、我が慢まんできた。海の上にさえいれば、リベカと奴らに追いつかれることだけは免まぬかれる。

　心からそう思っていたのに……またも、事態はヨシュアを裏切った。

　スーリィンの予言が見事に的中したのだ。

　鏡のように平らかだった海面が割れたと思ったら、次には激しくせり上がり、彼らの船を弄もてあそんだ。叩たたきつけるような雨と波とが甲板を洗い、マストを揺さぶる。空の高みで炸さく裂れつする稲妻が、一気に海面まで達してあたりを払い、不ぶ気き味みなほどの明るさで船の行く手を覆おおった。

「ちょ、やっ、また光った！」

「ゆ、揺れる……」

「ティエルさま、大丈夫ですか？　お加か減げん如何いかがですかっ？」

「気持ち悪いに決まってるじゃないっ」

　修道生たちも阿あ鼻び叫きよう喚かん。ルステラ以降、思い思い船のあちこちにいることが多かったのに、ヨシュアが呼びかけずともティエルの閉じこめられた部屋へと転がりこんできて、身を寄せ合って震えている。

「ティエル、もしものときのためにリムリーを呼び出しておいて。水妖の力があれば何時間か浮くぐらいはできるだろう？」

「で、できるけど」

「そりゃよかった。余力があったら他の人も助けてあげるといいけれど、無理なら自分の身をちゃんと守るんだよ。ラキシュ、ギレアド、セームはこっちにおいで。柱にくくっといてあげる」

　言いながら、ヨシュアはあちこちからかき集めてきたロープを取り出した。防水のために蠟ろうと漆うるしが塗ぬられ、かなり強固なものばかりである。

「もしも船が難なん破ぱしたら、この柱に摑まって絶対放さないようにね。これだけの太さがあればちゃんと浮くから安心して」

「そ、そんな怖いこと言わないでよぉ、おっさぁん」

　半泣きでラキシュがかじりついてくる。

「こんなでかい船、そうそう沈まないよね？　ね？」

　否とも応とも言ってやれず、彼女の頭を宥なだめるようにかき回すのが関の山。

「おっさんは？　誰がくくる？」

　心配そうに訊ねるギレアドには、自分はいいのだと笑い返した。最悪の場合は、スーリィンの翼に頼るしかない。神魔は生気ルーア以外に同属性の自然現象からも力を得ることができるという。雷鳴の中ならば、彼の妻はほぼ無む尽じん蔵ぞうにその力を発はつ揮きできるだろう。「だから警けい告こくしてやったのに、何故言うことを聞かんかった？」と大いに膨ふくれられそうではあるが。

　実は彼女の予言を、ヨシュアはそれとなく隊の長おさと船長に伝えていた。無論、「うちの雷らい凰おうがそう言ってますんで」とは言えない。「塔とうで習った占いをしていたら、天気が思わしくないという結果が出た」という曖あい昧まいな進言しかできなかった。信心深い隊長はいくらか心配そうな素振りを見せたが、船長には「この青空を見てみろ。ありえない」と一いつ蹴しゆうされてしまったのだった。

　しかし、ひとたびこうして嵐が到来してしまえば、風と漕こぎ手てだけが頼りの船に、抗あらがう術すべなどあるはずもない。深刻な穴でも空かぬうちに近くの港へ逃げ込むべく、カナンを目指していた船は転針を余よ儀ぎなくされた。

　そうして、彼らが上陸したのはルステラから船で二日、馬で四日ほどの小さな港町……名を、ケフェスという。

　粗そ末まつといっていい桟さん橋ばしに漁船がいくつか繋つながれているだけであったが、沖から浜への備えは完かん璧ぺきだった。よほど大きな岩をいくつも沈め固めているのだろう、沖の荒波は港の奥まで届いてこない。そこへ這ほう々ほうの体ていといった様子で、商船が次から次へと入港してきていた。

　ヨシュアたちを乗せた船も、そんな中の一隻としてケフェスに収まった。

「いやあ、一時はどうなることかと思ったよー」

「死ぬかと、思った」

「まだ体が揺れてる気がするわ」

「だ、大丈夫ですか？」

「船の揺れは馬や駱らく駝だの揺れの比じゃないよな。寝っ転がってるのに自分の足が見えるなんて、冗じよう談だんやめろって感じだわー」

　修道生たちはもちろん、何故かエレミヤまで一緒になって船室から這い出してきた。

　激しい風雨の向こうに臨のぞむケフェスの灯あかりは、ルステラはもちろん、『星せい紺こんの塔』の門前町よりずっと淋さびしいものでしかなかったが、人の暮らしを感じる色合いに心は休まる。

　しかし、海こそを天然の要よう塞さいと信じていたヨシュアの目には、それが鬼火のように映って仕方がなかった。

「船の補修点検に日を要する。嵐が止やむにもまだ時間がかかりそうであるし、町中で待たい機きするなり、陸路で旅を続けられるなりお好きに」

　港に接岸してすぐ船側はそう通達をし、客たちは揃そろって陸へと降りた。小さな町にいっせいに押し寄せた来訪者たちすべてを収容できるほど宿数はなく、ヨシュアたちの隊商は町の外れに天幕を張ることとなった。

　未いまだ風は強く雨も激しい。けれど、城じよう壁へきの内側にいる以上、安全は確保されているも同然。平らな土地に天幕を張るなど彼らにとっては造ぞう作さもないことで、一夜の支し度たくはあっという間に整えられ、ようやく一行は乾いた服を着て揺れぬ寝床に横たわることが出来たのだった……ヨシュア一人を除いて。

　誰もが高たか鼾いびきをかき始めた中、ヨシュアはむくりと身を起こした。あたりに目を配りながら城壁の陰へと身を潜ひそめ、スーリィンを呼び出す。けれど、それはいつものような短い逢おう瀬せのためではない。

「本当にリベカがくるかもしれない」

　緊きん張ちようした面おも持もちで彼は言い、スーリィンも似たような表情で深々と頷うなずいた。

「嵐のせいでとんだことになったよ。海の上だったらまだ安心できたけど、陸地となったら何が起きてもおかしくないからね」

「あの女が嵐を招き寄せ、船をこの町に留めたのかのう？」

「まさか。いくらなんでも」

「それぐらい、やってのけそうな女ではないか」

　神魔にそう断言され、ヨシュアは言葉を失う。

　確かに、それぐらいやってのけそうな女であったが。

「そのお話、俺も混ぜてくれない？」

　ふいに雨の闇やみから、人影が抜け出てきた。愛あい嬌きようのある垂れ気ぎ味みの目に平素と変わらぬ笑みを湛たたえた、長身の青年。しかし、その右手は油ゆ断だんなく曲刀の柄つか頭がしらにかけられ、一定以上の距離には踏み込んでこようとしない。

　───尾つけられたか。

　ヨシュアは内心舌打ちをする。こんなにひどい天候でなければ、どれほどささいな物音であろうと察知したものを……いや、天気のせいではなく、やはり自分が動どう揺ようし浮うわついているのかもしれない。

「ねー、マジ教えてちょうだいよ。俺、リベカ・バレクのことは書類でしか知らないんだからさ」

　自分の敵がどういう相手なのか、知っておきたい。ルステラの軍人は朗ほがらかな口調で続けた。

「確か、おまえさんのねーちゃんだよね？　どんな女？　やっぱ赤毛美人？」

「……いや」

　いくらか躊躇ためらったのち、ヨシュアは口を開いた。

「血はつながってないんで。バレクというのは僕らが拾われたあたりの地名だから。容姿はそうですね、かなり美人と言っていいんじゃないかな。目の色がちょっと近いぐらいで、髪かみとかはまったく違いますよ」

「おー」

　目を輝かせて、エレミヤは手を打つ。

「それはいいね、是非、お会いしたいね。美人は世の宝だよ！」

「何をたわけたことを。会いたくない、会わずにすますにはどうしたものかと話しておったところというのに」

　スーリィンが冷たく報むくいたが、エレミヤはまったく悪びれなかった。

「何を言う。美人は大事よ。会ってよし、抱いてよし、もちろん、殺してよし。何をしても様になるのが素す晴ばらしいねえ」

「普通、宝は大事に取っておくものではないか？」

「大事に磨みがいて仕し舞まい込んでて綺き麗れいなのは、そりゃ当たり前でしょ。割れて砕けて、それでも綺麗だったら、それこそ世の宝足るわけで」

「いかん、スーリィンのヨシュアよ。こやつ、そこらの神魔より質たちが悪い！　こんな奴と金こん輪りん際ざい遊んではいかんぞ！」

　妻というより母親のような口調でスーリィンは言いい募つのり、彼を庇かばうように抱きすくめた。

「さっさと去いぬれ、しっしっ！」

「ひどいなー。俺は君もそういう宝だと思ってるのになー」

「人妻に気安い口をきくでないわ！　焼き殺されたいか！」

「美女の炎に焼かれるなら本望……って言いたいところだけど、それやっちゃうと一番困るのはそちらの赤毛さんよ？」

　さらりとエレミヤは続ける。

「昔のおまえさんなら、自分とスーリィンさえ無事ならあとはどーでもって言ったろうけれど、いまは違う。面倒な敵に対して守るものが多い。その上、神官の戒かい律りつにこだわり続けるつもりなら、当然、人手は……しかも、しっかりとした腕のついてる人手ならいくらでもいる。違うか？」

　違わない。

　ヨシュアは唇くちびるを嚙かみしめ黙り込んだ。けれど、エレミヤを否定する言葉は自分の内のどこを押しても生まれてはこなかった。

「スーリィンのヨシュア、そうなのか？　そやつの言う通りなのか？」

　困こん惑わくしたように、スーリィンが訊ねる。

「スーリィンは別によいぞ？　望むなら、リベカごときはさっさと焼いて、塔のことなど置き去りにしてどこへなりいけばよい。二人なら、スーリィンはそれだけでよい」

「スーリィン……」

　切なげに差し伸べられた彼女の手を、ヨシュアは取った。

　しかし、どう返答したらいいものか判わからない。スーリィンの主張はこの上もなく情の籠こもったものだとヨシュアは思う。でも、それに従うことはできない。それができるのなら、自分は最初から『塔』を目め指ざさなかった。ダルタスに何をどれだけ言われても、きっと従わなかったろう。

「そんな顔しなさんな、奥さん」

　互いに困惑しきったように向き合う二人の間を、エレミヤが割って入った。

「男ってのはね……いや、人間ってのは一人前になればなるほど、背負うものが多くなるのは当然なの。自分のことだけかまってていいのは子供だけ。たくさんのものを背負ってなお、きっちり自身を保って踏ん張ってられる奴が誰より偉えらいんだから、あんたはそういう風になろうってしてる旦だん那なを、せいぜい褒ほめてあげなきゃね」

　すべての荷をほっぽり出して生きていそうな男に言われると、実に面おも映はゆい。が、神魔の娘はそれなりに感じ入ったらしく、いくぶん張り詰めた面で俯うつむいた。

「そんで、話を元に戻すけど」

　エレミヤは笑顔で重ねて言う。

「リベカ・バレクってどんな女よ？　あんたらとはどういう因いん縁ねんがあるの？」

　気き遣づかわしげに、スーリィンはヨシュアを見た。その目には不安が煙っている。

「……さっき言ったとおり、血はつながってません。でも、実の姉より姉らしかった。僕に音楽の手ほどきをしてくれたのは、ほとんど彼女です。双子でね、更に姉のミリアームっていうのがいて、荒事はそっちが担当だったな」

「双子！　美女の双子！　それはすごい。是非ともお目にかかりたいねえ」

「それは無理かな」

　淡々とヨシュアは言葉を紡ぐ。

「ミリアームは死んだよ。それで、リベカは変わってしまった」
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　話はまたも、五年前に遡さかのぼる。

　ルステラの太守を暗殺し損ねた失敗は、ヨシュアと彼を育て使っていた暗殺集団・通称「赤せき晶しよう旅りよ団だん」へと手て酷ひどく跳ね返ってきた。身なりにさしてこだわらず、床で寝て暮らすダルタスは、その茫ぼう洋ようとした見た目や生活信条とは裏腹に、時に苛か烈れつと言っていいほどの策を用いる。彼は大陸中の君主たちと連れん携けいし、凶悪を以もつて名を響かせた暗殺者たちを次々と捕らえ、路ろ傍ぼうに首を晒さらさせた。

　子供すらすべて殺せとまでは命じていなかったらしいが、抵抗する者に情けをかけてやれるほど追う側にも余裕はなかったのだ、とは、後から知った。

　そのときのヨシュアの状況は最悪だった。

　なにせ、ことの原因を作った一人である。ルステラの城じよう壁へきを越えるだけで一苦労。更にその先へと逃げおおせるのは至し難なんの業わざと言えた。

　その苦境を救ったのが、義理の姉・ミリアームだった。

　双子の妹・リベカとヨシュアを逃がそうと自ら囮おとりになり、追つい撃げき相手と戦って死んだのだ。

　その後、ヨシュアはリベカとも逃亡途中ではぐれてしまった。幾度も追っ手に捕まりそうになっては既すんでのところでかわし、怪け我がを負ってついに倒れた。神魔として顕けん現げんしたスーリィンに救われていなければ、ヨシュアもきっとあのまま命を落としていたに違いない。

　だから、その次姉が再び自分の前に現れたとき、ヨシュアは素直に喜んだ。それが四年前のことである。

「リベカは変わった」

　低く、ヨシュアは呟つぶやく。労いたわるようにスーリィンがそっとその胸に頭を寄せた。

「昔は物静かで、人殺しなんてとてもうまくはできなくて、僕とミリアームに遠えん慮りよしてばかりの子だったんですよ」

　誰かに嚙かんで含んで言い聞かせるような声色だった。

「文字もろくすっぽ読めなかった僕に、本を読み聞かせてくれた。絵を描いてくれたこともあるし、何より、笛も琵琶バルバツドも彼女が教えてくれたんだ」

　なのに。

　リベカは変わった。

　雷らい凰おうの娘を得たヨシュアを見て、目を輝かせて彼女は言ったのだ。

「これで、赤晶旅団を再建できる」「自分たちを追い回した奴らを皆殺しにして、ミリアームの夢を叶かなえてやれる」、と。

　ヨシュアには思いも寄らぬことだった。

　現実問題、スーリィンに生気ルーアは食べさせてやらねばならない。だから、人の命を奪うばう仕事を再び始めることにさして抵抗は覚えなかった。暗殺対象だった人々のことも、可か哀わい想そうだと思ったことはあまりない。たいていは殺されるだけの理由がある奴ばかりだったと思う。

　しかし、リベカの口からそれを聞くとは夢にも思わなかった。

　そんな驚おどろきは彼女と行動を共にするうち、ますます膨ふくれていく。彼女は新生・赤晶旅団の頭目に収まった。見事な手腕で荒くれ者をまとめ上げ、刺し客かくとしてあちらこちらへと放った。ヨシュアもその指示に従い、多くの為政者を血祭りに上げた。ときには城ごと屋や敷しきごと雷凰に燃やし尽くさせたこともある。

　より凶悪にして迅じん雷らいとなった、赤晶旅団のエース。それが、当時のヨシュア・バレク。『凍れる紅くれない』と呼ばれた少年だった。

「その後は、俺もだいたい知ってるな。調子くれてルステラをまるごと焼こうとしたってんだろ？」

　エレミヤの言葉に、ヨシュアは頷うなずく。

「調子くれて」という軽薄な言い様が、まったくふさわしい展開だったと思う。

　あの日、リベカはヨシュアに命じた。スーリィンを使って、ルステラをすべて焼き尽くせ、と。

「ダルタス公に報ほう復ふくにいけという命令なら、たぶん、僕も聞いたと思います」

「ちょっとちょっと。曲がりなりにも俺の雇やとい主ぬしなんですけど！」

「あの時点では、僕にとっては『殺し損なった標的』以外の何者でもなかったですからね」

　耐たえ難がたい、不名誉の証あかし。しかも、ミリアームを失ったのは他ならぬダルタスによってだ。その事実は動かない。

「けれど、リベカはルステラすべてを焼けと言いました」

　折しも、季節は雨期の終わり。小麦が鮮やかに生え、都市国家を金色に彩り満たしていた。それらすべてに火をかけたら、どうなる？　乾期に出回るパンの量は例年の半分にも満たなくなる。ひとりルステラが滅ほろびるのみならず、大陸全土が飢き餓がに瀕ひんすることになっただろう。

　しかも、その年は質たちの悪い病やまいがはびこっていた。高熱が延々と続き、大の大人でもきちんと投薬をしなければ体力が尽きて死ぬ。この病を退しりぞけるために、ルステラは国家をあげて薬草を育て、医師や薬師を雇こ用ようし、無む償しようの治療院を各地に作り続けていた。大陸の穀こく物もつ庫こであり台所であり、いまは治療薬でもあるルステラを失ったら？　人口の半分が死ぬ程度で済めば、まだマシな方だったろう。

　そこまでやっていいはずがない。ダルタスへの復ふく讐しゆうのために無む辜この民を何万と犠ぎ牲せいにしていいはずがない。そう言って、ヨシュアは彼女を押おし止とどめようとした。

「僕が思いつくことぐらい、リベカだって判っていたはずです。判っていてなお、それを実行しようとした」

　恐ろしいと生まれて初めて、ヨシュアは思った。

　大だい飢き饉きんの惨状を、この大陸に住む者ならたいてい知っている。貧しい者の口に入るのは、数粒の豆や萎しなびた野菜程度。最後にはそれさえ食らい尽くし、生活の支えとなる牛馬すら殺し始める。それもなくなったら、野の獣はもちろん、ついには神魔を狩って食らおうとする者まで現れる始末。各地の神官たちは暴徒と化した人々を御ぎよし切きれず、逆に、惨むごたらしく殺されることすら珍めずらしくなくなる。やがて、そんな悪行は高位の大神魔たちの怒りを買い、更なる災さい厄やくが人里に注がれることになるのだ。

「スーリィンをそんなことに使いたくない。最後に待ってるのは、おそらく高位神魔同士での泥沼の争いだし、そもそも復讐にしてはあまりに度が過ぎます。ミリアームだって、きっとそんなことは望まない」

　しかし、リベカは聞く耳をまったく持たなかった。ルステラごとダルタスを焼き殺さなければ気が済まぬと言い張って、それを成そうとしないヨシュアを激しく責めた。

　だから、彼は離反した。

　スーリィンひとりを連れて旅団を抜け、さっき彼女が言った通り、どこか人里離れた場所を探し、ひっそり隠いん遁とんしようと思ったのだ。

「けど、行き倒れたんだよな？　例の流行はやり病やまいでさ」

「ええ、まあ」

「で、よりによって、うちの大将に拾われたと」

「ええ、その通りです」

　揶や揄ゆを含みからかう風のエレミヤに、ヨシュアは努めていつもの笑顔で対抗した。

　おっしゃる通り、病に倒れた彼を救ったのは、大神魔たるスーリィンではなく、たまたま通りすがったダルタスだった。若きルステラの太守は、自分が琵琶バルバツドを与えた子供のことを覚えていた。その子供がいまどんな立場に置かれ、彼にどういう使い道があるのかも───それがまあ、三年前の話だ。

　からかいのネタに充分なりうる、実に屈くつ辱じよく的てきかつ皮肉な展開であった。が、ヨシュアにすれば命を拾うことが何より大事なのだから仕方がない。なにせ、自分が死んだら、創世数千年とも言われる寿命を持つスーリィンもそこで果てる。どのみち、あと一〇〇年保つか保たぬか判らぬ人の身だが、一秒でも長く持ちこたえるのが自分の義務と思う。

「まあ、判るけど。リベカさんとやらはいい気分しないよね」

「でしょうね」

　ヨシュアが高熱で唸うなっているうちに、情勢はまたも変わっていた。ヨシュアとスーリィン抜きでルステラを焼こうとした赤晶旅団は、再び失敗。ダルタスはまたも暗殺者たちをさんざんに追い散らし、リベカの噂うわさもそれきり巷こう間かんから途と絶だえた。

「てっきり死んだと思ってたんですが」

「死んでて欲しかった？」

「難しいところですね」

　できれば、遠くで幸せになって欲しい。見知らぬ土地で誰かに愛されて、穏やかに生きていって欲しい。

　それが一番の願いだ。

　けれど、と、ヨシュアは思う。

　生きているのなら、リベカは再び現れる。かつて楽器を操あやつっていた手に刃を、いつも穏やかだった瞳に怒りを、軽やかに歌っていた唇くちびるに毒を潜ませて。

　そして、復讐と糾きゆう弾だんの矢をルステラと自分に向けて放つのだろう。
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　翌朝。

　あれほど降り続いていた雨が、幾分収まりを見せていた。

　しかし、船の修しゆう繕ぜんはさほど進んでいないという。思案の末、隊商はここから再び陸路をゆくことになった。そもそも、当初の予定では『塔とう』からカナンまで内陸を踏とう破はしてくるつもりだったのだから、最初の方針に戻っただけといえばその通りなのだが。

「いやー、楽しようと思って船に乗ったのにとんだことだったね」

「船旅は自分の足で歩かなくてすむけど、死ぬときはホントあっさり全員まとめて死ぬからなあ」

「しかし、なんなんだろね、今年の旅は。厄やつ介かいが立て続けに起きやがる」

「まあ、荷を全部捨てる事態にはなんなくてよかったよ」

　人々の愚ぐ痴ちをさりげなく聞きながら、積み荷の一人であるヨシュアは肩を大きく波打たせた。この上、更なる厄介事に巻き込まれないで済むよう、いまは亡き大神たちに祈いのるしかない。

「昼食後には出発。各自、それまで準備をするように」

　と言い渡され、修道生たちも慌あわただしく身み繕づくろいに勤いそしんだ。と言っても、個人的な荷物は着替えが数枚きりと、ルステラで買い求めた土産みやげの類たぐいぐらい。ヨシュアだけはそれに付け加え、こっそり揃そろえた武器の類を身体のあちこちに仕込み直した。

　ティエルはもう船室に押し込めておくことができぬので、誰の目にもすぐに届く大きな駱らく駝だの背に乗せられ、両側を屈くつ強きような用心棒が歩くこととなった。

「駱駝の背は馬車よりきついです。ティエル様の身に何かあったらどうしてくれるんですか」

　と、セームが半泣きで反対した。

　だが、その横で罪人本人が、

「別にそれでかまわないわ。なんなら、縄なわをかけてくれてもけっこうよ」

　とあっさり承しよう諾だくしたため、渋々引き下がった。その代わり、自分も駱駝の近くを歩くと言い張って周囲を困らせた。「君の歩調に合わせて歩くと、周囲の人がたいへんなんだよ」「いまはティエルの随ずい身しんとしてではなく、神官見習いとして振る舞わないと」と、ヨシュアがひととおり説教し、何故かケフェス以降ちゃっかり隊商に混じってしまったエレミヤが、「俺が一緒に歩いて目を配る。で、なんかあったら君に声かけるから、それで勘かん弁べんして」と言い添えて、なんとか事態は収まった。

　───まったく、どの面つら下げて人に説教なんか。

　ヨシュアは苦く思ったが、いまは何より平穏無事にカナンに辿たどり着つくのが最優先だ。そのためだったら、多少の無理は押し通すつもりだった。

　そうして、陸路に戻って一日が過ぎ、二日が過ぎた。

　明日にはカナンが見えてこようかという頃。

　また、雨が降った。海上のときとは比べものにならぬ弱い雨ではあったが、海岸沿いの岩場の道を進んでいた一行の歩みを遅めるほどの威力はあった。

「ここまできたら無理をせず、朝を待とう」

　と、隊商の長おさが言い、最後の天幕が張られた。

　スーリィンを胸飾りに収め、いつもの寝床に戻ったのちも、ヨシュアはしばらく眠れなかった。カナンに入れば、大神殿の優秀な護ご衛えい騎き士したちがヨシュアたちの周囲を固める。いまの赤せき晶しよう旅りよ団だんがどれほどの規模になっているのか預かり知らぬが、神殿都市内でことを起こすのは骨が折れるだろう。

　───だとしたら、リベカは今夜やってくるはず。

　体の底をじりじりと焼くような予感に、彼は身を固くしたまま過ごしていた。

　二時間ほどが過ぎ、さすがにうとうととし始めた頃。

　傍かたわらに殺気が湧いた。

　ヨシュアは反射的に身を捩よじり、袖そで口ぐちへと手を滑らせる。そこには細身のダガーを仕込んであり、昔と変わらぬ動作で引き抜き振るえた。それを構え、ヨシュアは一気に天幕の外へ飛び出す。

　その後を追うように、相手もついてきた。

　ガガガガガガ！

　固い音を立てて、飛来する何か。弾道の様子から、ヨシュアはそれを針の類たぐいと判じたが、足下のきらめきを見て愕がく然ぜんとした。

「氷？」

　研とぎ澄すまされ、刃にも似た形の氷が、いま彼がいた場所にいくつも突き刺さっていたのだ。

　同時に、悟る。

　襲しゆう撃げき者しやの正体を。

「リムリー、なんの真ま似ね？」

　低い叱しつ責せきに、小さな神魔は大きく体を震わせた。天幕からの薄ぼんやりとした灯あかりの中、特徴的な魚の尾が絶えず揺れている。

「お役目にございます……」

　水の神魔は泣かんばかりの口調で訴えた。

「お許し下さいませ、これがお役目でございます」

　続けて、また氷の針が複数降ってくる。その勢いはさっきより増していた。だいぶ弱まってきていたものの、未いまだあたりでは雨が絶え間なく降っている。水妖には圧倒的に有利な舞ぶ台たいだ。

　ヨシュアは身を翻ひるがえし、自分の足を探った。いつもは修道服の下履きに隠されているが、その腿ももを這はうように暗器がいくつも並んでいる。

「三回はとっくに過ぎた」

　その一つを引き抜くと、彼は改めてリムリーを見据えた。

「次は本気で迎げい撃げきするけど、覚悟はできてる？」

　幼女のような神魔は、悲壮そのものという顔つきだった。

　雨からどれほど力を得たところで、位階一桁けたのスーリィンが顕けん現げんしてしまえば、勝負は一瞬のうちに決する。そんな無茶な戦いを普通の神魔はしない。では、いったい何がこの水妖をここまで追いつめ駆り立てているのだろう？

　殺すことは、たぶんスーリィン抜きでも出来る。だからと言って、このまま踏み込み切り刻んでよいものかどうか、束つかの間ま、ヨシュアは迷った。

　その迷いの隙間に、もう一人の襲撃者が入り込んでくる。

「死ねぇぇぇーっ！」

　実に直接的な罵ば倒とうを口走り、遮二無二に刃物を振り回しながら、相手は突っ込んできた。素早くはあるが、雑なその攻撃をヨシュアは難なく避けた。

　が、すぐに愕然となる。

　水滴の薄うす膜まくの向こうによく知る金髪が揺れていた。ほっそりとした手に不釣り合いなほど大きな剣を握り、肩で大きく息をしている、もう一人の襲撃者。

「ティエル!?」

　それは、ほんの数時間前まで駱駝の背に揺られていた、ヨシュアの同級生であった。

　なんのつもりだ、と、咎とがめる暇ひまは今度はなかった。驚きよう愕がくのあまり出来てしまった、一瞬の隙。それを、窮きゆう鼠そである神魔は逃がさなかった。

　降り注ぐ、氷の針。

　そのうちの数本がヨシュアの手と足の甲を襲おそう。そこから暗器が滑すべり落おち、泥の中に埋まったのと、ティエルが踵きびすを返して逃げ出したのは、ほぼ同時。

「ティエル！」

　呼びかけに、彼女は振り返らない。

　それどころか、今まで見たこともないほどの跳ちよう躍やくをみせ、天幕の間をすり抜けていった。

「待つんだ、ティエル！」

　腕の痛みに耐えながら、ヨシュアは必死に追おい縋すがる。

　しかし、彼女は小さな神魔を従えたまま消え去ろうとしている。闇やみの向こう、夜の荒野へと。
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　舌打ちし、ヨシュアは隊商の外れへと走った。

　例によってそこには、馬たちが繋つながれている。いずれも鞍くらは外されているが、ハミと手綱はきっちりつけられていた。夜の間、何者かに襲われたとき、それを引いて逃げ出すためだ。

　ヨシュアの気配に目覚めていななく馬たちの中から、件くだんの葦あし毛げを見定め、その背に素早く跨またがった。

「おい、ヨシュア！　どうした？　何があった？」

　抜き身の剣を提さげ、エレミヤが追ってくる。ヨシュアの天幕で一騒動起きたことをようやく察したらしい。

「どこにいたんですか、あんた！」

「どこって、そりゃ可か愛わいこさんのところに決まってるでしょ」

「決まってるのかよ！　こっちはティエルに襲われた挙あげ句く、まんまと逃げられたんですけどっ」

　馬上から猛もう剣けん幕まくで言い立てるヨシュアに、百ひやく戦せん錬れん磨まの間かん諜ちようはまるで動じたところを見せなかった。

「え、なに？　おまえさんあんな小娘に逃げられたの？　マジで？　赤せき晶しよう旅りよ団だんのエースとか言われちゃってた人が？」

「ええ、そうですともっ」

　自や棄け気ぎ味みにヨシュアは怒ど鳴なる。

「僕に切りつけて、そのまま逃げていった。後を追うから、ここを頼みます！」

　彼の返事を待たず、ヨシュアは馬の鼻をティエルの消えた方へと向け、小さく腹を蹴ける。先日の恫どう喝かつを未いまだ覚えていたらしい白い馬は、滑すべるように走り出した。

　おかしい。

　何かがおかしい。

　本能が強く訴え叫んでいた。一歩を進めるたび、危機感が募つのり息苦しいほど。

　───いくら逃げ出したがっていたからって、いくらを僕を嫌っていたからって、あのティエルが切りかかってくる？　いや、そもそも、どうやって僕の不意を突いた？

　こんな天候だとしても、自分があんな非力な小娘に出し抜かれるなどありえない。いまこの周囲でヨシュアに対抗できる人間は、あのエレミヤがせいぜいだろう。

「スーリィン、道を照らして！」

　自らの胸元をまさぐり、例の首飾りを強く握る。呼びかけに、雷らい凰おうはすぐ応こたえた。束つかの間ま、あたりが明るく照らされ、彼の肩が重く暖かくなる。

「可愛い妻を蠟ろう燭そく代わりに使うのはどうかと思うぞ、スーリィンのヨシュアよ。いつもはやれ光るな、やれ目立つなと申しておいて」

　背後から彼を抱きしめ、その肩口にちょこりと顔を乗せ、神魔の娘は唇くちびるを尖とがらせる。

「うん、ごめん。でも、この暗さだとティエルの足跡を目で追えない」

　しかも、時間がなかった。

　天候は未だ弱い霧雨で、水滴が体にまとわりつくように降り続くばかりだが、それも時間がいくらか経てば地面の形を変えてしまう。まして、このあたりは海が近く、道にはときどき砂が混じる。尚のこと、追跡は困難だった。

　力強い蹄ひづめのおかげで、街道はたちまち遠ざかり、潮の香りが強く迫ってきた。背の低い草に覆おおわれた道なき荒野が、やがて、海岸をなぞって進む岩場へと連なっていく。

　その地形の変化に、ヨシュアは馬を諦あきらめた。

　目に付いた岩場へ手綱をくくりつけ、そこから先は自分の両足で追跡を続ける。

「足下がゴツゴツした岩ばかりではないか。もう足跡なぞまるで見えぬぞ」

「そうだね」

　答えるヨシュアの足下へ、急に濃い影が落ちてきた。見上げると、雲くも居いからほんのりと月が顔を覗のぞかせ始めている。いつの間にか雨は止やみ、視界はかなり明めい瞭りようになりつつあった。

「じゃあ、空からこのへんを見下ろしてみようか」

「今度は物見代わりとな！　なんと神魔使いの荒い男であろうか」

「君は僕とくっつく隙を、一瞬たりとて見逃さない女じゃなかった？」

「それはまあ、そうじゃがのう。あの小娘のためかと思うとなーんか釈しやく然ぜんとせんのう」

　ぶつぶつ言いながらもスーリィンは、広げたヨシュアの腕の中へと入り込み、彼の肩と首へとしなやかな手を回す。

　次の瞬間、彼女の背に薄紫の翼が宿った。それは力強く羽ばたいたのち、二人の体を天の高みへと連れて行く。

　ゆったりと弧こを描く地平と黒々と闇やみが連つらなる海、その境目にひときわ大きな灯あかりがあった。波にも闇にも霞かすむことなく、こちらへと光を届け続けてきている。あれが、おそらくカナン大神殿。

　そして、その手前、海岸線にほど近い場所にぽっかりと暗闇がわだかまっているのが見える。近づくと、その闇の縁ふちには高い櫓やぐらがあった。櫓には、大きな滑かつ車しやが取り付けられていたが、それを回す神魔の気配はない。ただ風にキリキリと耳みみ障ざわりな音を響かせていた。

「古い『恵みの坑あな』だね。もう使われていないみたいだけど」

「ほほう、ではこのあたりも掘れば珍めずらしいお土産みやげが出てきたのじゃな？」

「たぶん。大きな神殿近くにはこういうのがよくあるって、修しゆう練れんで習ったよ」

　ヨシュアは目を凝こらし、いまでは遺い跡せきと化した坑へと視線を注ぐ。

　その中に、ちかりとかすかな光が見えた。白く仄ほのかに青いそれは、いつか確かに見た色合い。

「スーリィン、リムリーが」

　───あそこにいる。

　そんな言葉の続きは、もぎ取られた。

　ぐんぐんと近づき、大きくなってきた光によって。

　それはあっという間に半人半魚の形を作り、ひっきりなしに震えながらも言葉を発した。

「……お、恐れ多くも、我が主あるじの伝言を申し上げます」

　頭を深く深く下げ、額ひたいが尾に届くほどに折り曲げ伏して、小さな水妖は続ける。

「も、もしも自分をお捜しならばっ、ど、どうかヨシュアさまお一人のみで参られたしっ。けけけけっしてけっして、どなたもお連れにならないで欲しいとっ」

「エレミヤのことを言ってるんだったら、ご覧の通りだよ。隊商に置いてきたから」

「その方もそうですが、あのぅそのぅ……」

　言いながら、リムリーはスーリィンを窺うかがい見る。

「人でない方なら尚のことお出まし下さらないように、と」

「そういった頼みごとはな、対等の相手にするものよ」

　スーリィンの気配が逆立つ。

「貴様はいったい誰にものを申しておる？　主従仲良く瞬時に吹き飛ばしてやってもよいのじゃぞ？」

　ひぃっと悲鳴を上げ、リムリーは躍おどり上あがった。そのまま、見たこともないスピードで元の坑底へと飛とび退のいていく。

「スーリィン……」

　溜め息混じりの呼びかけに、彼女は柳りゆう眉びを吊り上げた。

「ちょっとぐらい脅おどして何が悪い！　本当だったらとっくの昔にぶち滅ほろぼしてやるところを、そなたの慈悲を汲くんで生かしておいてやったのじゃぞ？　なのに、あの小娘ときたら留とどまるところを知らぬ増長ぶり。その上、あんな怪しげなところに一人で来いと？　おかしいに決まっておる！」

　ぎゅう、と、背に回った腕に力が籠こもる。たわわな胸に顔を押しつけられ、息が苦しい。けれど、ヨシュアにはしばらく抵抗も反論もできなかった。

「……どうするのじゃ」

　間近に聞こえるスーリィンの声。

「あんなバカ娘の言うことなど真に受けて、スーリィンのヨシュアに何かあったら……どうするのじゃ？」

　それは、涙に濡ぬれ始はじめていた。

「大丈夫だよ、スーリィン」

　しなやかな背を何度か撫なでて、ヨシュアは彼女を宥なだめる。

「一人でって言われたって、君は胸飾りにいてくれるんだし。他の神官は僕が君を呼ぶより速く神魔を召しよう喚かんなんてできないんだし。まして、ティエルはいくら優秀だって言っても見習いだよ？　敵になんかならない」

「それだけではなかろう？　もしかすると、あの女が」

「スーリィン」

　ヨシュアは低く遮さえぎり、たしなめた。

「その通りだよ」

『一人で来い』は、つまり、こちらが『実は一人でない』と知っているということ。けれど、何故、ティエルがスーリィンのことを知っている？

　リムリーに知らされた？

　まさか。あれほど怯おびえていた水妖が、そんな自殺行為をするとは思えない。

　では、誰かに教えられた？　いつ？　誰に？

　いろいろなパターンが考えられるけれど、やはり、もっともありえるのはリベカの差し金だろう。何をどうやってのことかは、現時点ではまったく見当がつかないが。

「だからこそ、僕は行かないといけない。判わかる？」

「……判る」

　スーリィンは一度大きく頷うなずき。

「が、判りたくなどないわーっ！」

　ぱっ、と、その両手を離した。

　たちまち始まる落下に、ヨシュアは半ば反射的に悲鳴を上げる。数十サスメートルの垂直落下の果て、ぐんと腰のあたりを強く引っ張られた。目を見開き辺りを探ると、地面は自分の鼻先数セスセンチ先。見上げれば、朧おぼろ月づきが丸く切り抜かれた夜空の果てに淡く輝いていた。

　───いや、絶対、助けてくれるとは判ってるけどね。

　何せ、夫婦は文字通りの一いち蓮れん托たく生しよう。どっちかがどっちかを殺せば、すなわち即心しん中じゆうという間柄だ。それより何よりスーリィンが自分を損なうことなど、ありえない。

　尚も視線を巡らせ、ヨシュアは見つけた。

　古い恵みの坑の、更に奥。青白い水妖の光が仄かに輝き、人の気配がかすかにしている。それらがこちらへ近づくより早く、スーリィンは消きえ失うせ、ヨシュアの胸元に収まった。

　どうしても気が済まなかったらしく、

「ばーかばーか、アホ女！　そなたのかーちゃん、砂すな禿はげ鼠ねずみーっ」

　と、ラキシュあたりでも言わないような低レベルの悪口を並べ立て、あたりにさんざん羽毛を撒まき散ちらすほど翼をばたつかせて地じ団だん駄だを踏んだのちではあったが。

「ティエルに聞こえてませんように……」

　短い嘆息のあと、一転、ヨシュアは飛び起きた。足からまた一本、ダガーを引き抜く。それを構え、彼は一歩また一歩と、気配の方へと歩みを進めた。
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　横穴の奥へと踏み込めば、月の恩恵はもはや受けられない。闇の中、慎しん重ちように慎重に足を運ぶうち、背後から轟ごう音おんが届く。見ると、さっきまで自分が転がっていた地底の一画が土砂で完全に埋もれていた。

　───退路を断ったつもりなのか？

　気のせいか、幾分空気が薄くなった気がする。息苦しさを覚えながらも、ヨシュアは進み続け、ついに辿たどり着ついた。

　彼の背より、いくらか高いだけだった横穴が、急激に開ける。地底の暗がりの中、広間にも似た空間がぽっかりと口を開いて待ちかまえている。灯あかりはあの水妖の、小さなか細い輝きだけ。

　このあたりはかつて海底だったのだろう、海岸線に山ほど転がっていたような岩が積み重なり、その空間を作り上げていた。黒く深い色合いの岩の宮殿……そんな風に見えた。

　そこに、二つの人影があった。

　一人は、小柄な少女。

　表情は窺うかがえない。だらりと手を下げ、肩より低く頭を垂れて金色の巻き毛を揺らしている。それは濡ぬれそぼってひどく重そうに見えた。

　一人は、すらりとした女。

　人の背より数サスメートルは勝った高さの岩の上、しなやかに足を組んでこちらを見下ろしていた。青みを含んだ黒くろ髪かみが美しく、緑の瞳が濡れた木立を思わせる。同じバレクの姓を戴いただきながら、似たところはまるでない双子と自分の、唯一の共通点がこの瞳だった。ヨシュアの目を覗のぞき込こんでは、「わたしたちお揃そろいね」と、ミリアームはよくはしゃいでいた。よく見れば、ヨシュアの方が淡く、双子の方がずっと深い緑色ではあるのだけれど。

「お久しぶり、ヨシュア」

　その緑の瞳を静かに向けて、リベカ・バレクは笑いかける。

「とても会いたかったわ」












　降ってくる声は、どこまでも甘く柔らかい。しかし、その赤い唇くちびるから牙が覗いていないのが不ふ思し議ぎなぐらい、どこか獰どう猛もうな響きを帯びていた。そんな声に誘われるように、人影が一つまた一つと増えていく。たいていは武器を携たずさえた屈くつ強きような男。中には、女らしいほっそりとした人影もある。

　たちまち多勢に無勢となったヨシュアは、低く短く嘆息した。

　ああ、ついに。

　自分は追いつかれたのだ。過去の悪夢、捨ててきた昔日の面おも影かげに。

　大きく息をつき、ヨシュアはわずかな間、瞼まぶたを閉じた。

　この瞬まばたきの間に、目前に広がる現実が消きえ失うせてくれぬものかと何度祈いのってきたことか。しかし、彼らの神はそんな祈りは叶かなえない。とうの昔にこの世を去って、あとには神魔と魔ま操そうの業わざを残しただけ。

　───それで、治め戦えと？

　非情の世界、過か酷こくな天地の合間に人はいる。自分だけではない。誰も、彼も……そして、彼女もだ。

　長い沈黙のあと、ヨシュアはゆっくりと唇を開いた。

「ティエル、こんなところで何をしてる？　早く帰ろう」

　劇的と言っていい再会に、何を、どう切り出したものか？　しばし悩んだが、結局、一番の願いごとをまず口にする。

「セームは今頃、きっと泣いてる。リムリーにもそれ以上無理させるのは酷こくだよ。いろいろあった故郷に帰るのが辛つらいのは判わかるけど……ね？　戻ろう」

　必死の訴えに、少女の体がかすかに震えた。

　ゆっくりゆっくりと金色の頭がもたげられる。目が合った瞬間、ヨシュアは息を呑のんだ。睥へい睨げいする碧へき眼がんの中には光がない。まるで、彼女の目をくり抜き青い石でも塡はめ込こんだかのような、その虚うつろさ。不ふ愉ゆ快かいな色合いだと、ヨシュアは心の内で断じた。吸い込まれそうな、海の青にも似ている。

　ゆるゆると、ヨシュアは視線を上げた。

　面白そうにこちらを見下ろすリベカと目が合う。

「ティエルに何をした、リベカ？」

「三年ぶりに会ったっていうのに、第一声がそれ？　ひどい弟だこと」

　くすくすという軽やかな笑いが、地底の闇やみの中でやけに大きく響いた。

「お久しぶり、とか。元気にしていた？　とか。他に言いようはあるでしょうに」

「リベカ、僕は忙しいんだ。明日にはカナンに入って修行の続きをしないとならない。戯ざれ言ごとにつきあってる暇ひまはないよ」

　極力笑顔を取とり繕つくろい、ヨシュアは義理の姉を見上げる。

「そうそう。立りつ派ぱな神官さんになるために日々邁まい進しん中ちゆうなんですってね。わたしも鼻が高いわ」

　対するリベカも笑顔で、ひどく朗ほがらかだった。それはむしろ、いまは亡きミリアームのような態度で、ヨシュアをいっそう落ち着かなくさせる。

「なにせ、神官っていうのはこの世で唯一、人ならぬ力を使える人たちなんだから。とっても貴重だし、尊敬に値あたいする」

　黒髪の先を、リベカは指で弄もてあそぶ。スーリィンより長いが、節が目立つ。武器と楽器とを使い分ける人間の、特徴的な指のままだった。

「だけど、ねえ。いまあなたがそうしていられるのは、誰のおかげだと思う？　誰の命を代だい償しようにして、あなたは幸せになろうとしているの？」

「……ミリアームだよ」

　呟つぶやくその名が、ひどく苦い。

「彼女が助けてくれたことを、忘れたことなんかない。一日たりとも」

「そうよ、その通り。可か哀わい想そうなわたしたちの姉さん。誰よりも夢を語って未来を望んでいたあの人の命の上に、おまえもわたしも立っている」

　リベカの瞳もまた、切なく霞かすむ。伏せた睫まつげに、また深くなる緑の色。

「なのに、おまえときたら、なに？　姉さんを殺した相手に尻尾しつぽを振って、わたしの言うことに耳も貸さない。ひどい、恩知らずな弟」

　静かな罵ば倒とうに、ヨシュアは唇を嚙かんだ。姉の言い分は、一面、正しい。ダルタスの後押しがなければ、自分のような素す性じようの者が塔とうに入ることはできなかった。ミリアームはそれを裏切りとは言うまいと、自分に言い聞かせてきたが……しょせん、死人に口なし。すべては自分の想像であり、願望でしかない。

　反論せぬ弟をひとつ見下ろして。

「せめて、お返しをなさい。いますぐ、ね」

　リベカは歌うように告げた。

　それを合図に、ティエルが動く。獣のような速度で間合いを詰め、ヨシュアの右腕を摑つかんだ。振り払おうとして、果たせず、彼は愕がく然ぜんとする。その力は彼の知る少女の腕力を遙はるかに越えていた。

「ティエル、何を」

　ギリギリと締め付ける指先を引ひき剝はがそうと、ヨシュアはもう片方の手を伸ばした。

　が、それも果たせない。

　ガガガガガガ！

　飛来する氷の針が、ヨシュアの手を腕を肩を強きよう襲しゆうした。さすが、水妖の練ねり作った氷らしく、人の体温を受けてもいっこうに溶けず消えない。

　自分の血ち飛沫しぶきで、束つかの間ま、視界が霞んだ。舌打ちし、ヨシュアは摑まれた腕を捻ひねり上あげる。可哀想だが、こうなったら相手の肩を脱だつ臼きゆうさせるのが一番てっとり早い。

　しかし。

　力をこめたその瞬間、ティエルの碧眼が彼を捕らえた。

　青い碧あおい眼がん窩かから、何かが飛び出してくる。音もなく、光もない何か。それは、一直線にヨシュアの瞳を灼やいて、その中へと侵入した。脳のう髄ずいが摑み上げられるような感覚と共に、声が響く。




　───我は気の妖魔、位階第二八位・惑わく乱らんのロドワ。




　ひどくしわがれ、聞き苦しい声だった。不快感がじわじわと四し肢しに広がり、意識が遠のく。




　───我が主あるじと、更にその主の命により、この体をいただく。




　何を言っている？

　ヨシュアの疑問は言葉にならない。止やまぬ浸食に、目を見開き手足を強こわばらせ必死に抵抗を続けるが、膝ひざは地に崩くずれ落おち、頰ほおは砂を打ち付ける。右手にしていたはずのダガーは、とっくの昔に足下で転がっていた。その横には、ティエルの金髪も見える。リムリーが泣きながら、必死にその体を揺すっていた。

「さすが、リベカ様の弟。だいぶ頑がん張ばりますね」

　聞き覚えのない声に、ヨシュアはなんとか目だけ動かす。リベカの横にもう一つ、人影が湧いていた。目深に被った黒衣の下のその顔は、淡く輝く模様で彩られていて、もはや顔立ちもはっきりしない。

「し、ん……かん……？」

「はぐれだけどね」

　無表情で相手は答え、傍かたわらでリベカが薄く笑った。

「戒かい律りつを破り、破門された神官の一人よ。私とはいいお友達なの」

　そういう身の上の者がいることは、ヨシュアも知っている。しかし、破戒を犯した時点で神魔は取り上げられ、『塔』により契けい約やく印いんは焼き消されるのではなかったか？

「明るい世界に生きている人には思いも寄らないことかもしれないけれど、世の中はいろいろなの。本当に、いろいろ」

　髪をかきあげ、リベカは立ち上がる。岩の上を踊るような足取りで進み、ヨシュアの横へと降りてきた。

「わたしは力が欲しい」

　決然と言っていい声色で、リベカは言う。

「塔に入ってしまったあなたを捕らえるのは、何年か先になると思っていたけれど……海がわたしに味方した。つまらない小娘を捕まえられたのも僥ぎよう倖こうだった。きっと、すべてミリアームのおかげ。彼女もこうすることを望んでいるんだわ」

　そんな馬鹿げたこと、あの姉は望まない。

　声が出せるなら、そう喚わめきたかった。が、既に舌は喉のどに張り付き、何の役にも立たない。乾いた口が、息の根をか細く吐き出す一方だ。

「わたしは神魔の力を手に入れたい。一匹だけじゃ足りない。何匹も何匹もよ。それでこの大陸を焼き払い、新たな土地を目め指ざすのよ。わたしたちのミリアームがいきたいといっていた、海の向こうに」

　静かな熱狂をはらんだ、女の声。

　かつては優しい歌を歌っていた、あの声。

「けれど、魔操の素養はわたしにないらしいし、あなたは頑がん固こでまるで言うことはきかない。だから、やり方を変えることにしたわ。あの雷らい凰おうは強すぎて好きにすることはできないけど、あなたはどうかしら……ね？」

　次々吐き出される呪のろいの言葉に、身の内で何かが呼応する。




　───我は、惑乱のロドワ。乱れ、惑まどえ。この声に従え。




　誰が従うものか！

　ありったけの敵意をこめて、ヨシュアはスーリィンを呼ぼうとした。

　神官同士……いや、破戒の神官を滅めつするためならば、すぐさま迎げい撃げきが許される。同じ魔操を成す相手に、躊躇ためらうことはもはやない。

　しかし。

　青い碧い蒼い深海の色彩が、脳裏を覆おおう。それが手足を絡め取り、もはや瞬き一つままならない。

「心配しないで」

　リベカの囁ささやきは、いっそ優しいと言っていいくらいだった。

「雷凰を動かすのに生気ルーアがたくさんいるというのは、わたしも知ってる。だから、まずは手始めにカナンを燃やす。そして、そこの住民を一人残らず餌えさにしてあげるわ。そうしたら、あなたも神魔もきっと無事でいられる」

　バカを言うな。

　スーリィンにそんなことはさせない。けっして、けしてだ。

　ヨシュアははっきりそう言ったつもりだった。

　だが、何も音にはならない。その舌はわずかに震え、か細い吐息を紡ぐばかり。

　そして、結局。

　ヨシュア・バレクの意識のすべては、蒼の底へと落ちた。





　　　　　７






　自称エリシャであるところのエレミヤ・ベテルは、ヨシュアと別れてすぐ隊商へと戻っていった。修道生たちの眠りを見守り、外敵からの動きに備えようと思ってのことだったが、既にそこは蜂はちの巣すをつついたような大騒ぎに見舞われていた。

「ティエル様がどこにもおられません、ティエル様が！」

「落ち着けって、セーム。こんだけカナンに近いんだから、そっちいったに決まってるだろ！」

「ティエル様は帰りたくなくてずっとバタバタなさってたのに？　そんなわけないじゃない！」

　口々に喚わめき散ちらしながら、子供たちが揉もみ合あうようにして天幕から転がり出てくる。

「じゃあ、どこへ？」

「それが判わからないから、探しに行こうとしてるんじゃないか、邪じや魔ましないでくれよっ。あああああ、ティエル様、あんなにお可か愛わいらしいんですから、金の髪かみとかちょっと怒ったような仕草とかときどきすごくお優しいところとか最高に素晴らしいんですから、盗とう賊ぞくに捕まったりしたら大変ですっ。どうしよう、すんごい目に遭あわされて、とてつもなくお可か哀わい想そうなことになったら……ぎゃー！　いやだあああーっ!!　そのときは死にます！　そいつら皆殺しにしておいらも一緒に死にますううううっ。あ、あと、このあたりではときどき洒落しやれにならない神魔が出るんですっ！　大神官長ですら放置なさるほどの高位神魔ですっ！　そ、そんなのに会ってしまったらリムリーではきっと対抗できませんっっ。いくら聡明でお強いティエル様でも……わああああ！　そうなったらおいらもきっときっと後を追いますからぁぁぁ！」

「ホント、漠然とすごいな、こいつ」

「大人しいと思ってたのに」

　どん引きの修道生を突き飛ばし、セームは雨の向こうへ駆け出そうとしていた。

「はいはい、ダメよー。許しませんよー」

　エレミヤはその行く手を遮さえぎり、押おし留とどめる。

「ちゃんとヨシュアが追いかけていったから、まず大丈夫」

「あ、あんな人、魔ま操そうはダメダメじゃないですかっ」

「あら、ひどい。そんな本当のことを」

　苦笑するエレミヤの胸元を、セームは拳でがんがん叩たたき続ける。

「だから、探しにいかなきゃ、ティエル様がっ。ティエル様がー！」

「待てよ、セームったら！」

　ラキシュが彼の首にぶら下がり、喚いた。ぐえっと悲鳴を上げて、細身の少年の体が傾かしぐ。が、愛の力か忠義の執念か、セームはラキシュを引きずるようにして歩き出した。

「うわ、こいつマジすごいな。ギレアド、ぼーっと見てないで手伝えよっ」

「…………」

　ギレアドは答えない。エレミヤの肩越しを見やり、大きく目を見張っている。

「ギレアドってば！」

　苛いら立だつラキシュをちらりと見やり、彼は遠くを指さした。その指先がかすかに震えていることに気がついて、エレミヤも自らの背後を目で辿たどる。

　夜の地平が輝いていた。

　淡い紫色の光が一瞬ごとに輝きを増し、真昼の如く世界を照らす。やがて、天地を引き裂くかのように光の柱が立った。雷鳴があたりを揺るがし、猛たけり狂くるっては視界を白く染めていく。

「な、なにあれ？」

「神魔だ……」

　思わず発したエレミヤの疑問に、ギレアドが律りち儀ぎに答えた。

「神魔の光だ」

「でも、あんなでっかい光は見たことないよ？　導どう師したちの神魔だって、ああはならないし」

「い、いや、ありえるよ」

　驚おどろくラキシュを、なんとか自分の首から引き離し、セームがぜえぜえと言いい募つのる。

「こ、このへんには、人間なんかには従わない大神魔がいるんだって言ったはずだよ」

「じゃ、あれがそう？」

「風妖？　火妖？」

「詳しくは知らないんだけど……確か、ギナテって名前で、蛇へびだか竜だかそんな感じなんだとか」

　煮え切らないセームの返答に、ラキシュとギレアドは鼻に皺しわを寄せた。

　エレミヤは子供たちの会話を聞きながら、目を凝こらす。ますます高まる雷鳴に、それが彼女たちの言う「見知らぬ大神魔」の仕し業わざなどでないことを悟らざるを得なかった。

　───ヨシュア、何やってんだよ？　あれ、あんたの愛妻だろうがよ！

　彼がそっと舌打ちをし、そちらへ走り出そうとしたのと、ラキシュとギレアドが腰の短剣を抜き払ったのは、ほとんど同時。

「ちょっと、おまえさんたち。何をする気？」

「おっさんとティエルを探しにいくんだよ。当たり前だろ」

「あんなのに巻き込まれたら、危険」

　そして、まったく同じような仕草で自分の甲を切り、二人は声を張った。

「我は導くアニ・ラーダー！」

　一歩遅れたセームもまた、同じように短剣を振るう。子供たちの突飛な行動にエレミヤはしばし驚き、制止し損なった。

「五妖一〇八位階の神魔に奉たてまつる」

　続いた言葉に、エレミヤは更に舌打ちしたくなる。一歩遅かった。魔操を立ち上げる神官の邪魔をする馬鹿者は、この大陸にいない。たとえ相手がほんのひよっこでも、彼らの操あやつる神秘の力が何をしてどこへ向かうか。普通の人間にはけっして推おし量はかることはできない。

　魔操の業わざは続いていく。

「我は天地の官、世の仕組みを識しり行う者」

「捧ささげよ、その身を。掲げよ、聖にして魔なる力」

「我が贄にえに応こたえ、我が望みに答えよ！」

　頼りなげな少年少女たちの額ひたいとそこに当てられた左手を中心に、巨大な紋が描かれていく。ラキシュのそれは磨みがかれた月のような黄色、ギレアドのは冬の青空にも似た淡い青、セームの紋は深い深い緑色だった。

「またまたお呼びかにゃー？　我は気の神魔位階第七八位、衝しよう魔まのカタンだにゃー」

「風妖位階八一位、蒼そう燕えんのアヴィといいます」

「我が名は地妖位階七〇位、遠えん木ぼくのノアムだわな」

　それぞれの神魔が高らかに名乗り、小さな主あるじたちへと視線を注ぐ。カタンは相変わらずふわふわと煙のような猫の姿。

　アヴィも前と同じように猛もう禽きん並なみの大きさで、すうっと伸びた二本の尻尾しつぽだけが確かに燕つばめらしい。

　ノアムはちょっと見た感じは短たん斧ふを担かついだ人のようだったが、全身が縞しま模も様ようの毛に覆おおわれていた。山間部育ちの者ならば、穴熊に似ていると断じたかもしれない。

「おおう、これはひでえな。なんたることだわいな」

「上位者なる御方レムエールがひどく荒ぶっておられるにゃー」

「まさか、あの方と戦えとはおっしゃいますまいな？」

「もちろん、戦わないよ」

　低位神魔たちは不安げに彼方かなたを窺うかがい、ラキシュが力強く請うけ合あう。

「友達を捜して欲しいだけ。たぶん、この隊商の近くにはいるから」

　言いながら、彼女は両手を広げてあたりを示した。ひたすらだだっ広い野原、いくつかの天幕、その向こうには海へと続く道。人の暮らしの気配はどこにも見出せない。

「おお、これは心こころ躍おどる無人っぷり。これなら、このカタンもお役に立てますにゃー。その方々の持ち物はございませんかにゃー？」

　煙のように現れては消える猫が、ふわりと尻尾をくゆらせた。ラキシュは急いで天幕の一つに戻り、料理用のナイフを差し出す。

「ずっとおっさんが使ってたやつだけど、これで大丈夫？」

「お、おいらはこれを」

　セームも懐ふところから肩布タリートを取り出す。

「ティエル様のものです」

　今度は誰もセームにつっこまない。煙の猫もナイフと肩布へ大人しく鼻をくっつけ、すぐに舞い上がった。その後を三人の修道生たちは追いかけていく。怯おびえ後しり込ごみしたくせに、その行き先はスーリィンの雷が轟とどろく方へとまっすぐ続いていた。

「やだなー、もう。人間同士の喧けん嘩かならまだしも、化け物大決戦とかよしてくれなさいよ、ホント」

　天を仰あおいでエレミヤは、ひとしきり嘆なげき。

　それから、いつもの剣の他に槍を担いで、後へと続いた。
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　気の神魔は容よう赦しやのないスピードで、夜空を駆けていく。

　一度消きえ失うせ、またするりと視線の先へと湧いて出、更に消えてはまた湧いて出てを繰くり返かえし、先へ先へと彼らをつれていった。

　やがて、道は海へと向かう。視界が開け、彼らは目まの当たりにした。

　夜目にも白い波頭とその上に翼を広げる、大たい凰おうの姿を。

　山を覆おおうほどの翼が、絶えず輝き揺らめいている。紫電を纏まとい、光を発する大凰の全容は人の目には霞かすみか雲にも映る。風に乗り夜空に溢あふれ、月光を宿す飛雲のように、優美で崇高、そして、神秘的。

　だが、閃ひらめく嘴くちばしと爪の鋭さは鋭利な刃やいばをも上回る。生きとし生けるすべてのものを刈り取る、禍まが々まがしさに満ちている。

　まさしく、聖伝の伝える通り。

　聖にして魔、正にして邪。

　天地の官と称する彼らから、束つかの間ま、言葉を奪うばうに十分な偉い容ようであった。

「なに、なにあれ？　あんなでっかい鳥、見たことない！」

　ラキシュの疑問符が引ひき攣つれ掠かすれる。

「あれはどういう神魔？」

「存じてはおりますが、お答えできません」

　ギレアドの質問に、蒼あおい燕つばめは大きく首を振った。

「我ら神魔は位階を重んじます。自分より上位の御方の名前とその契約者については、その方がお許しにならない限り話してはいけないのです」

「あーもー、知ってるよ！　習ったよ！」

　半ば自や棄け気ぎ味みにラキシュは怒ど鳴なる。

「時間の無駄無駄！　あれはほっとこ。探してるのはヨシュアのおっさんとティエルだけだっつの」

「ならば、あちらだにゃー」

　カタンがふわりと尻尾しつぽで指した。一同は揃そろって視線をそちらへ移す。

　しかし、そこには何もなかった。波打ち際、大きな岩がいくつか転がっているだけで、あとは湿った砂地が広がっているばかり。

「どこだよ！」

「知らないにゃー。けど、そこから気配がするんだにゃ」

「おまえの猫、何を言ってるんだ？」

「えええっ、またあたしのせい？　あたしのせいなのっ？」

「いえ、カタンは正しいですっ」

　セームは真っ青になって駆け出し、砂地の一番低いところを指さした。

「このあたりには古い大きな坑あながあるんです。昔は『砂の恵み』がたくさん受け取れたそうですが、僕らの生まれる前にはもう掘り尽くしてしまったらしくて、ずっと放っておかれたまま」

「じゃ、その坑にヨシュアたちが？　で、埋まっちまった？」

　さすがのエレミヤもギョっとしたように、その足下へと視線を落とした。

「判わかりません。けど、あの岩が目印です。その横に櫓やぐらが建っていたはずなんです」

　既に泣き出しながらも、セームは叫ぶ。

「ノアム！」

　心得たとばかりに彼の神魔は一歩前へと進み、両手にした斧おのを頭上高くへ掲げた。

「うおりゃゃゃ！　地妖ノアム様、推すい参さんだわなー！」

　雄お叫たけびと共に、振り抜かれる斧。

　ガッゴーン！

　岩がん盤ばんを打ち響いたような音が鳴り、分厚い刃の下で地が割れた。

「えっ、足下ぶち開ける？　マジで？」

「わあああ、落ちる落ちる！」

「アヴィ……！」

　ギレアドの絶叫に風の神魔はすぐさま応じ、四人の体はふわりと風に乗り浮き上がった。蒼い燕は必死に羽ばたきを繰り返し続けていたが、

「ぐぬぬ、長くは保ちませんー」

「そっと下ろせ。このまま、そっと」

「ぐぬぬぬぬー」

　主の必死の指示に、風の神魔は半分しか従えなかった。

「ぎゃっ」

「わっ」

「いてっ」

「ほいっと」

　四人は坑の底らしい場所へ、半ば叩たたきつけられるようにして着地した。

　手慣れた所作で受け身を取ったエレミヤだけは無傷だが、子供たちは肩や背を痛め、しばらく呻うめいている。

　ルステラの間かん諜ちようは油ゆ断だんなく視線を配り、すぐに横穴の存在に気がついた。

「よっしゃ、案内ご苦労さん。あとは俺がやるから、君らは逃げなさいよ」

「なんで！」

　バネのように身を跳ね起こし、ラキシュが迫る。

「おまえさんたち巻き込んだら、俺がヨシュアに怒られちゃうからね」

「おっさんなんて怒ったって別にいいよ！　最悪、泣き落とせば終わりだもん！」

「えー」

　まこと、無知は恐ろしい。

　相手はルステラ全軍あげて追っかけ回したぐらいの、暗殺者なんですけど。しかも、あいつには最強最凶の嫁がいて、表でいま暴れまくってるんですけど……とは、さすがのエレミヤにも言えなかった。

　帰れ。帰らない。

　戻れ。戻らない。

　不毛な押し問答の最中、そっと何かが近づいてくる。息を殺し、気配を消し去ったその足取りに、気がつく者はしばらくなかった。職業軍人であるエレミヤでさえ、その人影に気がついたのは鋭く踏み込まれた後だった。

　地底の闇やみに閃く、白刃。

　まさに間かん一いつ髪ぱつ、エレミヤは一撃目を避よけた。上段から飛来したダガーを剣の鞘さやで受け、そのまま素早く抜刀する。

「何してる、さっさと逃げろ！」

　棒立ちになったままの子供たちを怒鳴りつけ、自分もまた大きく振りかぶる。渾こん身しんの一撃を、相手は流した。薄い短剣の縁へりでエレミヤの段だん平びらを受け止め、そのまま滑すべるように体を捻ひねる。瞬まばたき一つにも満たない接近の間に、エレミヤは子供たちが一向に動かない理由を悟った。

　目前に揺れている、赤い赤い髪かみ。

　遠い天から落ちてくる、弱々しげな月光にさえ鮮やかに映はえる。

「……なんの真ま似ねだよ、ヨシュア」

　唸うなりにも似た問いかけに、彼は答えない。数サスメートルもの間合いをものともせず、次の攻撃を繰り出してきた。

「てめえ、本気かよっ？」

　鋭い打ち込みを必死に耐えながら、エレミヤは怒鳴りつける。

「本気じゃないよ！」

「というか、正気じゃない」

　声を揃そろえ答えたのは、ラキシュとギレアドだった。

「おっさん、いきなり攻撃した！　ありえないよ、神官クビになっちゃう！」

「先制攻撃は絶対不可」

「それと、瞳の色が違います」

　今度は二人に加えて、セームまでもが訴える。

「ヨシュアさんって、緑の目のはずですよね？」

　おずおずとした指摘にラキシュとギレアドが大きく頷うなずき、エレミヤも目を細めた。

　確かに、このヨシュアは目が青い。しかも、眼がん窩かいっぱいに蒼光を満たしたような尋常ならざる青さだった。

「にせもんだ、こいつ、おっさんのにせもんだ！　やっちゃえ、カタン！」

「や、中身はどーだか知らんけど、外側はヨシュアだよ。たぶん」

「なぜ、判る？」

「こんな身のこなしが出来る奴ぁ、大陸でもそうたくさんはいないの！　逃げろってば！」

　三度目の警けい告こくも、子供たちは聞き入れようとしなかった。むしろ意い地じになったらしい。

「ちょっとおっさん、しっかり！　マジで落第しちゃうよ、いいのっ？」

「そんなに動くと、よけい腹が減る」

「ヨシュアさん、ティエルさまはっ？　ティエルさまはどうしたんですかぁっ」

　三人三様に叫び散らしながら、ヨシュアへ近づこうとする。

「ああもう、やめてよして！　おまえら庇かばいながらこいつと戦うとか、年ねん棒ぽう倍にされても遠えん慮りよしたいーっ！」

　エレミヤは片手で剣を構え、もう片手で三人の襟えり首くびを次々摑つかんで引き戻す。隙を作らぬだけで、もはや精一杯だ。開きっぱなしの毛穴から冷や汗が滝のように流れ出て止まらない。

　その上。

「まったくいい気味だわね、ルステラの愚おろか者もの」

　柔らかな女の声と共に、また人影が湧いた。
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　一人や二人ではない。たいていは武器を帯びた男。いずれも凶暴な目つきで、子供たちを見下ろしている。

　その中には、玲れい瓏ろうとした美女と、それにつき従う影のような黒衣の者がもう一人。ヨシュアは彼らを背にし、冷然と佇たたずんでいた。

「初めまして、わたしはリベカ・バレク。いつも弟がお世せ話わになってるとか。礼を言うわ」

　言いながら、女はそっと近づいてくる。

「ほうほう、君が噂うわさのリベカか。いやー、感激だわ、ずっと会いたかったんだわ。本当に美人だね！」

　満面の笑みでエレミヤは褒ほめ讃たたえた。

「ありがとう、よく言われるわ」

　こちらも満面の笑みで答えた。が、どちらの手にも無骨な武器が握られたままだ。

　リベカは細身の曲刀をちらつかせながら、ヨシュアの背後に立った。右手の刃を弟の喉のど元もとへと当て、左手で抱きすくめるようにして笑う。ラキシュたちが息を呑のみ、エレミヤが眉まゆをひそめた。ヨシュア本人は動かない。ダガーは構えたままだが、瞬まばたきひとつしなかった。

「ねえ、あなたたちはこの子のことをどう思っていて、どれぐらい知ってるの？」

　女の左手が、ヨシュアの頰ほおを撫なで、顎あごの下へと滑すべっていく。

　その動きを目で追いながら、ラキシュたちは大きく眉をひそめた。

「どれぐらいって……あたしたちの同級生だよ。一番、おっさんだけど」

「一番、魔ま操そうできない」

「一番、ご飯食べます」

「あと、一番、口うるさいね。あたしの母さんだってああはガミガミ言わないよ」

「確かに、うるさい」

「まあ……ちょっとは」

　讒ざん言げん寸前のラキシュの言葉に、ギレアドが深々と頷うなずき、セームもおずおずと同意した。

　けれど。

「でも、仲良しだよ」

　拳を振り上げてラキシュは言う。

「おっさん、いつもめっちゃ食うんだけど、一番美お味いしいとこは絶対先にあたしたちに分けてくれるんだよ。勉強だって、自分が一番出来なくて大変な時もいろいろ一緒に調べてくれるし」

「怪け我がすると、手当してくれる。いつも」

「困ったときは必ず手を貸してくれました」

「この間の嵐のときだって、あんなばんばん揺れてる船の中を駆け回って、あたしたちを助けようとしてくれたんだ。おっさん、いい奴だよ」

　仲良しなんだよ、と、ラキシュは重ねていい、他の二人も頷いた。

「まあ、素敵ね。なんていい子たちなのかしら！」

　リベカは淡く微笑ほほえむ。いかにも取とり繕つくろったようなその笑みだけは、ひどくヨシュアに似ていた。

「でも、お気の毒さま。それは全部見せかけなの」

「ち、ちょっとあんた、そんな無む駄だ口ぐちは美人が台無しだよ！」

　エレミヤが慌あわてて割り込もうとしたが、リベカがヨシュアの喉元に曲刀を軽く傾かたむけたため、それ以上は踏み込めなかった。あのまま一気に振り上げられたら、ヨシュアの首が飛ぶ。

「この子のもう一つの名前はね、『凍れる紅くれない』っていうの」

　くすくすと楽しげに、そして、どこか鋭く。

　リベカは言葉と現実を叩きつける。

「赤を戴いただく我が旅りよ団だんで唯一、赤を名乗ることが許された者。それが、ヨシュア・バレクなのよ」

　───あーあ、言っちゃった。

　エレミヤは肩を竦すくめて天を仰あおいだが、少年少女たちはぽかんとしている。赤せき晶しよう旅団の名など、まっとうな育ちの彼らには初耳なのだから当然だ。

　それでも、ラキシュはリベカの言葉に挑ちよう発はつの匂いを感じ取ったらしい。

「何言ってんだよ、ババア」

　極めて好戦的な口振りで言いい募つのった。

「赤とか紅とか知るか、そんなん。おっさんに何したんだ？　ちゃんと元に戻せよな！」

「ババア？」

　カタリと、曲刀が震える。

　隅すみから隅まで余裕綽しやく々しやくといった風情のリベカが、初めて、眉を吊り上げた。

「ババア、ですって？」

「ヨシュア・バレクがおっさんなんだから、その姉ちゃんなら当然ババアだろ。ババア！」

「ババア」

「バ、ババア……」

　当たり前のようにギレアドが続き、つきあいで渋々といったようにセームも口を開く。

「君たち、ホントやめてくれなさいよ。それでも修道生？　下っ端新兵だってもうちょっと口慎つつしむっつーのにっ」

　悲鳴じみたエレミヤの懇こん願がんは間に合わない。

　リベカの右手が動いた。

　振り下ろされた刃はヨシュアの体を傷つけることはなかったが、その服を一気に切り裂く。いつも修道服で隠していた部分……鎖さ骨こつの下から胸、腹から腰のあたりまでもが露あらわになった。

「えっ？」

「それって……」

「噓うそぉ！」

　少年少女たちが声を上げ、目を見張る。

　契けい約やく印いん。

　淡い紫光で描かれた神秘の模様が、ヨシュアの肌を覆おおっていた。幾いく重えもの線で描かれた翼の意匠は、彼が大神魔の主あるじである印。彼ら三人が今までの人生で見てきたどの契約印よりも、複雑で美しい。

　クォォォォォーン！

　夜空を雷光で染め上げ、雷らい凰おうが吠ほえ猛たける。それを満足そうにひとつ見やって、リベカはなおも言い募った。

「あそこで騒いでる鳥の主はこの子よ。この子がこの災さい厄やくを引き起こしてるの。明け方を待たずにカナンはすべて焼やき滅ほろぼされ、それから大陸全土が雷で撃たれることになるわ」

「カナンが焼き滅ぼされる？」

　セームの声が震えた。

「そうよ」

　いっそう楽しげにリベカはうそぶく。

「何もなくなる。すべてが死に絶える。ヨシュア・バレクとその神魔のせいでね！」

　その言葉が終わらぬうちに、ヨシュアが武器を振るって突っ込んできた。天の高みでは鋭い声が更に響き、雷鳴が次々に瞬き出した。ヨシュアの動きに呼応するかのように、大凰が猛り狂っているのだ。

「逃げろ！　さっさと逃げろーっ！」

　エレミヤの声から完全に余裕が吹っ飛ぶ。これが最さい後ご通つう牒ちようだとさすがに悟ったのか、ラキシュとギレアドはセームをひっ摑つかみ、坑あなの外を目指して遮しや二に無む二に走り出した。

「ティエル様！　ティエル様がまだ！」

　セームは死に物狂いでもがいたが、ラキシュはともかく、屈くつ強きようなギレアドの腕が外れない。

「放せ、放せってば！」

「そう言われても」

「逃げろ、止まるな！」

「早く殺しなさい、ヨシュア！」

「うっせえ、ババア！」

　混乱を絵に描いたような地の底で、

「───いい加か減げんにせぬか」

　更なる深み、底も底から声が響いてきた。大地がたわみ、一同の目前に白い柱が屹きつ立りつする。

　否。柱などではない。

　流線型の白い頭。

　そこから伸びゆるやかな曲線を描く、長い胴。

　大きく裂けた口からこぼれる、長い舌と鋭い牙。

　すうっと縦に引かれたような、赤い虹こう彩さい。

　何もかもすべてが巨大で、規格外であった。

　その偉い容ように、その場の誰もが動けない。旅団の者たちも修道生たちも、息を呑み、目を見張っているばかり。

「儂わしは地妖位階六位、神蛇のギナテ。儂の眠りを妨げる愚おろか者ものが、これほど大勢いたとは驚おどろきだ」

　落ち着いた老人の声に、大神魔の怒りが余すことなく籠こもっている。

「特に、外で暴れておる阿呆鳥は如何いかがしたことか？　多少位が上だからとて、儂の縄なわ張ばりを侵してただで済むと思ってくれるなよ」

　威い厳げんを伴った恫どう喝かつに、人みなその場に凍り付いていたが、ただ一人、それをものともせぬ者がいた。

「あらまあ、また新しい化け物？　ちょうどいいわ」

　リベカは高笑い、ヨシュアを背後から強く抱きすくめた。

「倒しなさい、そして、従えなさい。そして、わたしがすべての神魔を手に入れる」

　長い指が蛇のように彼の顎を捉とらえた。狂熱を帯びた囁ささやきに、ヨシュアの唇くちびるがかすかに動く。

　修道生たちは戦せん慄りつし、そこから落ちてくる音に耳をそばだてた。

「……スーリィン」

　ヨシュアの手が空へと差し延べられ、

「倒せ」

　手招きをした。静かに。まるで、なんでもないことのように。

　雷凰はその声に応じる。

「我は雷凰スーリィンなるぞ」

　月空を圧し、女の声が鳴り響く。

「火妖にして位階四位。故に、人の子よ、そして、神魔一〇四位の者どもよ。我が主にして伴はん侶りよたるヨシュア・バレクに平伏するがよい！」

　クォォォォォォーン！

　雷が夜空を裂いて、地底を叩たたいた。

　武器を帯びた何人かが、悲鳴をあげてその場に倒れ伏す。

　地の蛇が怒りに吠え猛る。巨大かつ長大な体が、雷凰目指して舞い上がった。空を覆う翼が翻ひるがえり、鋭い嘴くちばしが蛇の頭上目がけて落ちてくる。身をよじり、牙を振るって神蛇が応戦した。二体の神魔は揉もみ合あうようにして、天高く舞い上がっていく。

　強風が吹きすさび、砂に視界は閉ざされる。坑の中で立っていられる者はもはやなかった。

「やだやだ、なにこれーっ！　おっさん、しっかりしてくれよぉーっ」

　頭を抱え、ラキシュが泣なき喚わめく。いまにも吹き飛びそうな彼女の小さな体をギレアドが懸けん命めいに抱えて押さえつけ、その足にセームがかじりついた。彼らの神魔は上位神魔同士の戦いに怯おびえ逃にげ惑まどい、なんの役にも立ちそうにない。

「もうもうもう、意味判わかんない！　おっさんがナントカの紅だとかでっかい神魔の契約主だとか、なにこれぇーっ」

「ああ、確かに」

「も、もしかして、ヨシュアさんて、本当にすごい悪人？　あんな神魔の契約主なのを隠してたなんて信じられないよ……」

　呻うめくセームに、ラキシュとギレアドも口を噤つぐむ。

　舞い上がる砂埃と翻る雷鳴の眩まぶしさに、ヨシュアの姿は見通せない。いまどんな顔をしているのか、どんな風にしているのか……もしも、見えたとしても、自分たちはどうしたらいいのだろう？

　ラキシュは涙ぐみ、ギレアドは唇を嚙かみしめ、セームは俯うつむいた。

　そうして、思う。本当に困ったときはいつでも、ヨシュアがどうしたらいいのかを示してくれた。自分で何もかもを決めたりはけっしてしないけれど、どういう風に考えて、どう結論を導き出せばいいのかを教えてくれていたのだと。

　その時、ふいに。

「ちょっと、あなたたち！」

　戸と惑まどうばかりの三人の耳へ、激しい風の音を圧するように聞き慣れた声が届いてきた。

　揃そろって振り返った彼らの前に、立っていたのはティエル。

　自じ慢まんの金髪はぐしゃぐしゃにもつれ、あちこち泥まみれではあったけれど、いつものようにつんと顎をあげ、強風の中で胸を張っている。水の神魔がひらひらとその周囲で泳ぎ踊っていた。

「ティエルさまぁぁぁ！」

　抱きついてくるセームの背をぽんぽんと叩きながら、彼女は少しだけ笑う。

「あんた、いままで何やってたんだよっ」

「おまえが面倒起こすから、こんなことに」

　立て続けの非難に、ティエルは目を逸そらす。

「い、いまは細かいことは後回しよっ」

　しかし、すぐさま目を戻し、ティエルは三人へ顔を寄せる。ひそひそと修道生たちの会話が始まった。

「このとんでもない事態をどうにかしたいと思う？　ヨシュア・バレクを元通りにして、カナンを救いたいって思わない？」

「思うに決まってんだろ！」

「なら、敵の破は戒かい神官をわたしたちで倒すのよ」

「破戒神官？」

「そう。あのリベカって女が連れてる黒衣の奴。そいつの神魔が劣等生に取とり憑ついて何もかもがおかしくなっちゃってるのよ」

　自分がまず敵の神魔に乗っ取られたこと、助けにきた彼にその神魔が乗り移っていったことを、彼女は手短か、しかし、包み隠さず話した。

「敵の神魔、か」

「あ、あたしらで倒せるかな？」

「そいつの神魔は位階二〇位台って言ってたから、けっこう大変だとは思うわ」

「け、けっこう大変っていうか、かなり不可能に近いですよね、それ。僕らの神魔は位が低いし、武道だってまだ本格的には習ってませんし」

　神官として未熟な彼らだが、いま目の前で起きている現実の恐ろしさはよく判っている。浅い知識と拙つたない経験でも……いや、それだからこそ。

　しかし。

「やるよ」

　いつものように真っ先にラキシュが言った。

「仲良しをこんなとこで見捨てたりしたら、あたし、この先、どんな顔して神官張ってけばいいのさ？」

「右に同じ」

　やはりいつものように、ギレアドが同意する。

「セームは？」

「やります」












　問いかけに、セームはさして間を置かず答えたが。

「た、たとえどんな悪人なんだとしても、お嬢じよう様さまを救ってくれたんならおいらには英雄です。絶対正義の大正解です。ご恩は返さなくてはいけません。でも」

　ほんの少しだけ眉を寄せ、ティエルを窺うかがった。

「お嬢様はそれでよろしいのですか？　放っておけばカナンは燃やされます。そうしたら、帰るところはなくなって、もう何も苦しむことは」

　忠実な少年の言葉に、ティエルは目を見開く。それから、わずかに俯いた。

「あんなところ、なくなってしまえばいいって……正直思うわ。帰りたくない。父上も兄上たちもみんな嫌い。大嫌い。だけど」

　痛みを押し隠すような声色で、しかし、はっきりとティエルは言い切る。

「だからって、見限ってしまったら、わたしもこの先、神官なんて張ってられない。罪のない人たちを……ううん、罪人だって救うのが仕事ですもの」

　彼女の言葉に、セームは笑顔を浮かべた。この旅に出て以来初めて……いや、出会ってから一度も見たことがないというほど、晴れやかな。

「セーム、ホントすごいなー。ティエルが『燃やす』って言ったらどうするつもりだったのさ？　カナンってあんたにとっても故郷でしょうに」

「ブレなさすぎて怖い」

　微苦笑でラキシュとギレアドが頷いたのと、同時に。

「お話まとまったー？」

　砂煙の向こうから、剣を背負った男が現れた。

「君たち、いいねぇ。お兄さん、すっごく感動しちゃった」

　既に何人か切り倒したのか、その剣は血ち塗ぬられ、彼自身も真っ赤に染まっている。けれども、ひどく快活にルステラの間かん諜ちようは笑い。

「だから、ここは一発エリシャさんが手伝ってあげるわ」

　もちろん無料でね、と、片目をつぶってみせた。
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　遠雷と悲鳴は、彼の耳にもかすかに届いた。

　瞼まぶたの裏がまっしろに染まり、それから、短い闇やみが訪れる。

　けれど、ヨシュアの意識は蒼の中。深い水の底に沈められ、波間からそっと地上を窺うかがい見みているかのようだった。

　───スーリィン……どうかした？

　なんとか正気を手た繰ぐり寄よせ、言葉を繋つないでみせるけれど、ちゃんとした音になったかどうか。

　───スーリィン？

　再度の呼びかけに、返事は戻らなかった。

　ただ、ひどく取り乱し、焦あせり狂ったような気配がする。早くいって宥なだめてやらなくては大変なことになるかもしれない。

　───スーリィン……。

　指を動かそうとして、果たせず。

　目を見張ろうとして、動けず。

　声を張ろうとしても、できなかった。

『もう、動かなくてもいいわ』

　耳に注ぎ込まれる、甘い囁ささやき。ミリアームかリベカのものか判然としないが、ただただ暖かく心地ここちよかった。

『神魔にも神官にも煩わずらわされなくていい。すべてわたしに任せてくれればいいから』

　そうか、と、ヨシュアはぼんやり思う。

　姉たちがそう言うのなら、間違いがない。

　だいたい、己の努力などうまくいかなかったではないか。

　普通の子供たちの間に立ち混じり、より彼らに近くあろう、より心正しくあろうと努めてみたけれども、結局、自分は異端で異質。どれだけ猫を被かぶってみせても、しょせんは作り物。正道などに戻れるはずがなかったのに。

　ずしり、と、また手足が重くなった気がした。頭がますます霞かすむ。

　鈍にぶい指をゆるりと曲げては伸ばし、ふと、首を傾かしげる。この指で、自分は何かしていなかったか？　誰かがひどく喜ぶから、何かを弾いていなかったか？　喜ぶ相手の手を取って、それから───……。

　───それから？

　ダメだ、もう何も思い出せない。

　どんどん曖あい昧まいになっていく一方の思考。それをヨシュアは手放した。考えても何も判わからないのなら、考えないのが一番だ。

「……のか？」

　何かが自分の傍かたわらに湧いた。

　人影にも見えるが、何か大きな鳥のようにも映る。淡く光り、静かな点滅をしつつ、それは割れた囁きを繰くり返かえす。

「よいのか……───の、ヨシュア？」

　大きく身を捩よじり、影は更に言葉を重ねた。

「……本当によいのか？」

　一言漏もれ落おちるたびに、その影は蒼に浸食されていくようだった。

「そなたが望むなら、天を裂き大地を割ってみせよう。すべての人を焼き尽くし、あらゆる都を灰かい燼じんに帰してもよい。同じ神魔とも争い、その喉のどでも腹でも食い破ってくれようぞ。けれど」

　影が蒼に染まる。視界に滲にじむ。

「けれど、それは……ヨシュア、本当にそなたが望むなら……」

　蒼はどんどんと広がり、その影を埋め尽くしつつあった。輪りん郭かくが犯され、茫ぼう洋ようとした姿が解かれ消えていく。

　本当に？

　その問いかけに、ヨシュアは目をすがめる。

　本当って？　そんなもの、もうよく判らない。

　そうか、と、影は小さく頷うなずいた。

　そして、重ねて言う。

「なら、笑っておくれ。笑って、我が名を呼んでおくれ。終わりにはきっと───は、そなたの笑った顔が見たいのだから」

　名を。

　笑顔を。

　他には、何も……何一つも望まないから。

　どこかで聞いたことのある睦むつ言ごとに、ヨシュアは動かぬ目をそっと見張る。いっそう重くなった腕をゆるゆると伸ばし、影へと懸けん命めいに差し伸べた。

　蒼はいっそう広がり強まり、影の姿はもはやそこにない。ただ、わずかに何かが漏れ落ちるようにして揺れていた。絹糸のようなそれは、艶つややかな女の髪かみか、あるいは何かの翼……そして、夜明けの薄紫によく似た色をしていた。

　ヨシュアは必死にそれを掬すくう。いっそう手を伸ばす。

　何かはもはや判らない。どうして、それに触れたいのかも。

　ただただ止やまぬ衝しよう動どうにつき動かされて、ヨシュア・バレクはそれを摑つかんだ。

　その、瞬間。

　世界が割れた。

　蒼が飛び散る。

　激しく飛し沫ぶいた視界の中心に、異い形ぎようの姿があった。

　広げた翼、風に揺れる髪、愛らしくも美しい女の異形。

　ヨシュアはその名を呼ぼうと口を開く。

　言葉が出ない。

　代わりに、思考がどっと巡る。身の内の脈動すべてを使って、血潮と共に心が回り出す。

『よしなさい、ヨシュア』

　どこからかまた、姉の声が響く。

『もう、何もしなくていい。考えなくていい』

　叱しつ責せきとも哀願とも取れるその声に、ヨシュアはかまわなかった。まっすぐに異形をみつめ、高鳴っていく自分の胸の音へと耳を澄ます。

　正道に戻りたいと思ったのは、何故だ？

　どうして、神官になどなろうと思った？

　何を知りたくて、何を求めて、何に生きようと思って？

　何より、誰のために？　誰と一緒にいるために？

　次々と溢れ返る疑問が、固くせき止められていた最後の堰せきを切った。




「───スーリィン！」




　呼び声に、世界はたちまち輪郭を取り返す。

　断だん末まつ魔まにも似た悲鳴がどこからか聞こえたが、ヨシュアはもはや注意を払うことすらなかった。

　蒼が、碧あおが、青が、爆はぜる。

　消えて失うせる。

　代わりに、刻一刻と世界は鮮やかさを取り戻していった。

　ラキシュはいつも明るい笑顔。ギレアドの寡か黙もくな横顔。セームはたいてい泣き顔だ。ティエルはやはりふくれっ面。エレミヤの笑みは憎たらしいことこの上なく、ダルタスは笑っていても摑つかみどころが常にない。

　ルステラの長い長い坂を上ると、太守の館やかたがあった。そこで三年、ヨシュアは過ごした。窓から見える海を自分はさして見たくなかったけれど、とても綺き麗れいだとスーリィンは喜んだ。

『星せい紺こんの塔とう』のオアシスの水は、むしろ緑。青を重ねて重ねて緑に染め上げた美しい水面に、高い塔の影が映る。まろやかな白で彩られた中央の塔は憧あこがれ。自分たちの暮らす東の塔は地味な茶色ばかりだったけれど、その色合いは深く暖かい。

　狭い自室の中、照り返るランプの橙だいだい。

　磨みがき抜ぬかれた窓の外の空は、淡い水色。

　修道生たちの白い服、導どう師しが纏まとう黒衣、数々の契けい約やく印いんの鮮やかな輝き。世界はこんなにも、心こころ躍おどる色彩で溢れている。

　もう、眩まぶしすぎて目を開けていられない。

　思わず閉じた瞼にもなお、様々な残像が浮かんでは消え、彼を呼ぶ。




　そして、ヨシュア・バレクは再び目覚めた。
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　まず耳が捉とらえたのは、身の毛もよだつような誰かの絶叫。痛みのあまり絞り出される苦鳴の響きだ。

　それを合図に、ヨシュアの意識が完全にはっきりとする。

　真っ先に視界へと飛び込んできたのは鋼はがねの輝き。磨みがき抜ぬかれた曲刀の切っ先だった。

　ヨシュアは咄とつ嗟さに、その切っ先を手で摑つかんだ。

　皮と肉が切れ、血がしぶく。しかし、それで持ち主の動どう揺ようは充分誘えたらしい。そのまま腕を払うと、曲刀は地へと転がった。同時に体を捻ひねり、肘ひじを打ち込む。鈍にぶい音がして、相手の肋ろつ骨こつが折れた。

　更に大きく身を捩よじって足を振り抜き、ヨシュアは数歩跳びすさる。

　適度な間合いを取ったという確信を摑んで初めて振り返ると、胸元を押さえてこちらを睨にらみつけるリベカと目が合った。

「カナンを焼くなんて許さないよ、リベカ」

　冷たく言い放つ彼に、リベカはほんの少しだけ目を見張った。

「あ、あなた……どうやってロドワの幻術を……？」

「えーと」

　ヨシュアはしばし言いい淀よどむ。

「愛の力かなあ」

　他に答えようがないので正直にそう口にしてみたのだが、あまりよろしくなかったらしい。

　リベカの顔から表情が消えた。すべて。完全に。

　それが、この姉が本気で怒ったときの反応だと彼が誰より知っている。

　急いでヨシュアは後ろへと跳ちよう躍やくした。激しい砂煙で視界はほとんど利きかない。それでも必死に耳を澄ませると、仲間たちの声がそこかしこでしていた。

　───なぜ、こんなところにみんないる？　隊商に置いてきたはずなのに！

「ラキシュ、ギレアド、ティエル、セーム！」

　ヨシュアは焦あせり、精一杯声を張って呼ばわった。

「みんな無事かい？」

　わあっという歓声と共に、一人また一人と修道生たちは彼の元へと駆け寄ってくる。ラキシュとセームが抱きついてきて、ギレアドにその二人ごと抱え込まれた。ティエルだけはちょっと間を空けてその様子を眺ながめていたが、おずおずと手を伸ばして、ヨシュアの肘のあたりをそっと摑んだ。

「おっさんだぁー、本物だぁぁ！」

「目が緑です。ちゃんと緑です！」

「戻って何より」

「手間かけさせないでよ、この劣等生っ」

　わあわあと先を争うように喚わめく四人の向こうから、ぬっとエレミヤが顔を覗のぞかせた。

「ちょっとちょっと、ひどくない？　たったいま敵のクズ神官をぶった斬ってやったのは俺様ちゃんよ？」

「でも、その破は戒かい神官の隙を作ったのはあたしたちだもーん！　うちのカタン、頑がん張ばったもん！」

「アヴィだって」

「ノアムも」

「あら、リムリーが一番よ！」

「な、なんかよく判わからないけど、お手間かけました……」

　申し訳なさに目を伏せ、ヨシュアはぎょっとする。

　どんなときでもみっしり着込み、湯ゆ浴あみも一人でこっそりし、けっして誰にも見せまいと日々頑張ってきた自分の体が、上半身きれいに剝むかれているではないか。しかも、その胸に例の首飾りはなく、契約印が紫色も鮮やかに激しく光り輝いている。

「スーリィンっ？」

　思わず口走り、慌あわてて声を呑のむが、間に合わない。

「あの神魔のことだよね？」

　ラキシュが見上げ、ギレアドが天を指す。

「あそこ……ほら」

　そこには、今まで見たこともない妻の姿があった。閃ひらめく雷鳴が大蛇を貫つらぬく。反撃の牙が彼女の翼を引き裂こうと深々と食い込んだ。鋭い嘴くちばしが蛇の背を抉えぐり、純白の鱗うろこが夜空に飛び散り煌きらめいた。

　それは、ヨシュアが何より恐れていた光景。上位神魔同士の果てのない戦いだった。

『あの雷らい凰おうは強すぎて好きにすることはできないけれど』

　嘲あざけるリベカの声が脳裏に響く。

『あなたはどうかしら？』

　経過はよく判らない。知る由よしもない。しかし、これは間違いなくヨシュア自身の招いたこと。ロドワにつけこまれ、一時的にせよ正気を失ったために引き起こされた最悪の事態だった。

　薄紫の羽根が天空に散る。怒号とも悲鳴ともつかぬ、雷凰の叫び。それらに胸をかきむしられながら、ヨシュアは叫ぶ。

「スーリィン、もういい！　やめろ！　やめなさいっ！」

　悲鳴のような制止に、スーリィンはもんどり打って翼をはためかせた。巨鳥が一瞬夜空に溶け、見慣れた娘が月光の中に現れる。神蛇に比べるとあまりに頼りない、その姿。

「今更、逃げられると思うでないぞ！」

　蛇の神魔が高く吠ほえ、娘を強きよう襲しゆうする。スーリィンは応戦しなかった。いまや自分の背よりも大きな牙を避よけ、必死に飛び回っている。

「ここで止めるんじゃねえよ！」

　エレミヤが怒ど鳴なった。

「おまえは状況理解してないだろうが、あの神蛇からすると、こっちが売った喧けん嘩かなんだよ。ゴメンナサイで片が付く相手じゃない！」

「そんな」

「嫁に死なれたくなきゃ、きっちりやらせろ！」

　ヨシュアの表情に苦く渋じゆうが滲にじむ。

　が、天空の争いについて吟ぎん味みする暇いとまは今の彼にはなかった。

「貴様らーっ！」

　隻せき眼がんの男が槍を振り上げ、こちらへ突っ込んできた。悲鳴をあげて、子供たちが逃にげ惑まどう。素早く飛び出して迎撃したのは、エレミヤだった。突き込んでくる槍の穂先を両断し、返す刀で相手の喉のど元もとを斬り飛ばした。激しく血をまき散らしながら、男は地へと倒れ伏していく。

　視界を横切る、鮮烈な赤。

　それが、ヨシュアにある決意をさせた。

「スーリィン、その蛇の相手を頼む。殺さない程度に！」

　空にそう言葉を投げると、修道生たちへと向き直る。

「さあ、もうすぐ夜が明ける。みんな、隊商へ戻らないと」

　何を言われたか判らぬというように、彼らはヨシュアを見上げた。

「僕が合図したら、坑あなの外へ逃げるんだ。全力の本気で走って、絶対に振り向いてはいけない」

　それは、五年前。

　彼がミリアームに言われたままの言葉。寄よる辺べのない暮らしの中、心をすり減らしていた子供たち。その中でただひとり、明確な将来の夢を持っていた彼女が、どうしてあんな風に簡単に命を投げ出したのか、ヨシュアにはずっと判らなかった。

　───でも、いまならよく判るよ、ミリアーム。

　もう声や表情を作る必要はなかった。

「いいかい？　手をちゃんと繋つないで。転びそうになったら、助け合っていくんだよ？」

　自然と声音は優しい響きを帯び、唇くちびるは自然と笑みをこぼす。

　リベカがやってきたのは、自分のせいだ。自分の都つ合ごうに、彼らを巻き込んだ。これ以上、一つも辛つらい目にはあわせたくない。

「おっさんは？　一緒に帰るんだよね？」

　泣き出しそうな目で訊たずねるラキシュは、あの時のヨシュアよりずっと賢かしこい。彼が何をしようとしているのか、ちゃんと感じ取っている。その質問にヨシュアは答えられないというのに。

「あたしたち、頑張ってあんたのこと助けたんだよ？　なのに、一人で死んだりしたらイヤだよ。ねえ、ヨシュア？　死んだりしないよね？」

「死なないよ」

　二つ目の問いには、即答できた。

　あの時のミリアームより、自分はずっとずっと強い。何より、スーリィンの命を背負っている。けっして死なないし死ねない。

「いーちアハツト」

　ひとつ笑って、ヨシュアは最初の合図を送る。

「にーシユタイム」

　ギレアドがラキシュの手を取った。ティエルが何か言いたげにこちらを見たけれど、セームがそれを制して腕を引く。

「さんシヤロシユ！」

　叱しつ咤たの声にも似た、その響き。

　意を決したというように、少年少女たちは走り出した。その背を、最初の朝陽が照らす。

　───そうだ、振り向くな。

　呟いて、ヨシュアは腰布に手を這はわせた。そこに隠しておいた鎖くさりを深る。先に尖とがった分ふん銅どうがついた暗器の一つで、ヨシュアの得意な得物であった。

　───これから起きることを、どうか見ないでいて欲しい……それがどれだけひどい欺ぎ瞞まんだと判っていても。

　遠くなっていく彼らの背を見やりながら、ヨシュアはそれを大きく引き抜いた。

　陽光に銀の鎖がきらめく。

　そうして、彼は振り向いた。

　緑の瞳に、常ならぬ色が宿っている。獲え物ものを探す、獣の眼まな差ざし。いくらか小柄なその身体が、殺意に縁ふち取どられてより大きく見える。

「……逃げるなら、いまだよ」

　囁ささやきはひどく低い。

「あと三カウント分だけは、神官見習いのままでいてあげる」

　冷たい声色に、かえって場の空気が沸ふつ騰とうした。動どう揺ようがあたりに走り、男たちがどよめく。

「柔やわな見た目に騙だまされるんじゃない！　そいつは『凍れる紅くれない』、赤せき晶しよう旅りよ団だんきっての暗殺者だ！」

　リベカの命令にも、いくらか切せつ羽ぱ詰つまった響き。

　やあっと気合いを放ち、長身の男がこちらへ直進してくる。手には使い込まれた戟げきを握っていた。ヨシュアは右手にした鎖を放ち、戟の動きをまず封じた。

「いーちアハツト」

　ヨシュアが口にした数字の意味を、男は把は握あくできなかったらしい。絡からめ取とられた戟を無む闇やみに揺すっているが、まったく動かない。

「ちょっと、あんたっ」

　傍かたわらで乱闘を繰くり広ひろげていたエレミヤが、慌あわてたように怒号を投げつけてきた。

「この期ごに及んで、戒かい律りつ守る気か？　さっさと反撃しろっての！」

　ヨシュアは答えない。その手が鎖を放した。戟ごとひっくり返った男の頭を踏み台にして、大きく跳躍する。

　その着地を待たず、新手が背後から切りつけてきた。

　ヨシュアの肩口を狙ねらい、頭上高くから片刃の剣を振り下ろしてくる。左手のダガーで、彼はそれを受け流す。金属同士が嚙かみ合あう、不協和音。それに、ヨシュアの声が重なった。

「にーシユタイム」

　次の男はとんでもなく長い太刀を遮しや二に無む二に振るって、踏み込んでくる。突き込まれてくる切っ先を、ヨシュアは素早く身を沈めてまず避ける。怒りに染まった男の刃が、今度はヨシュアの腹を薙ごうとした。が、これも、ヨシュアは身を翻ひるがえして避け。

「さんシヤロシユ」

　三つを数え終わった。

　大義はこれで整った。もはや、彼を阻はばむものはない。

　長い鎖が大きく弧を描き、宙を疾はしった。朝陽に煌めくそれは、目前の男の額ひたいをまず割った。左手から放たれたダガーが、片刃の敵の顎あごを捉える。崩くずれ落おちようとする敵の手から、ヨシュアは新たな得物を拾い上げた。

　さして体格のよくないヨシュアが持つと、強大な太刀はいっそう長く鋭く見える。それを背負うように振り上げて上半身を捻った、次の瞬間。ヨシュアの左右にいた二人が血ち飛沫しぶきをあげて倒れ伏していった。












　その血霧が晴れもせぬうちに、彼は手に入れた太刀を背後へと投げつける。槍を振るって襲おそいかかろうとしていた一人が、それに脇腹を抉られてもんどり打った。その間にも、ヨシュアの右手の鎖は生き物のように蠢うごめいて、新たな犠ぎ牲せい者しやを着々と増やしつつある。致命傷は与えず、しかし、確実に相手を戦闘不能状態に追い込んで。

「な、なんだこいつ」

「怯ひるむな、かかれ！」

　自らを煽あおり奮ふるい立たたせる、戦士たちの叫び。それをヨシュアはさして気にも止めなかったが。

「時間を稼かせぐんだ！」

　その一言に、視線を巡らせ、眉まゆを軽く吊り上げる。

　崩れかけた坑の縁、かつては櫓やぐらが建っていたそこに二つの人影がある。

　一つは、新たな赤晶旅団の頭目のもの。

　もう一つは、いままさに魔ま操そうを完成させようとしている黒衣の者だった。

「破戒神官は殺したって言ってませんでしたか、エレミヤ？」

　自分より頭二つはでかい男の横っ面を、奪った槍でぶちのめしながらヨシュアは怒鳴る。

「袈け裟さ懸がけでばっさりやった！　それで普通、死ぬよなっ？」

　エレミヤは真っ赤に染まった自分の剣を振るいながら怒鳴り返してきた。

「次に神魔使いを相手にするときは、頭を確実にカチ割ることをおすすめしますねっ」

「なにそれ！　だからやなんだよ、魔操とか神官とかってぇぇぇぇ！　ああああもう、絶対に給料上げてもらう！　割に合わない、こんな仕事っ！」

　エレミヤの嘆なげきが終わらぬうちに、頭上でまた影が湧いた。

　一つ、二つ……全部で三つ。

　いずれも、六つかそこらの幼女の姿。ふっくらとした顔立ちと明るい色合いの瞳がたいそう愛らしいが、肌の色が病的なまでに白かった。

「我は気妖位階一九位、霧む傲ごうのアーシア」

「三位一体の神魔なり」

「上位者なる御方レムエールを屠ほふれるのなら、これは我と我が主あるじの誉ほまれ。容よう赦しやはいたしませぬぞ」

　澄んだ声で、高らかに告げ、神魔たちはヨシュアへと向かってくる。笑ったつもりなのだろうか、異様に赤い口が裂け、牙が覗いた。

「マ、マジかよ……」

　エレミヤの額を汗が伝う。

「一〇番台の神魔なんて、そうそう倒せるもんかい。しかも、あんな子供の姿なんて、やりにくいったらないわ」

　ルステラ軍一の情報将校の声から、ついに余裕が消きえ失うせた。露ろ骨こつに辟へき易えきし、彼は二歩三歩と後じさる。

　けれど。

「そうですか？」

　ヨシュアは淡々としたものだった。

「人型神魔、大いに結構じゃないですか。どれだけ高位でもどこを切れば死ぬか、一目で判る」

　軽やかな彼の台詞せりふに、アーシアは激げつ昂こうした。

「生なま意い気きな人の子め」

「上位者なる御方レムエールとはいえ」

「悪戯いたずらな愚ぐ弄ろうは許さぬ」

　長い手足を振り回しながら、三人の神魔は直進してくる。ガチリと不ぶ気き味みな音がして、その顔が縦に裂け、更に巨大な口が現れ二人を狙った。エレミヤがついに悲鳴を上げる。

　が、ヨシュアは慌てない。

　尖った分銅の一撃を、一人の喉笛向けて食らわせた。肉の抉れる音を聞き、大きく手を返して放す。

　ぶしゅう！

　聞くに耐えぬ音が響き渡り、少女の首がひとつ地へ落ちた。

　突進してくる残りの二人を、ヨシュアは小さく宙を舞ってかわす。着地を待たず、今度はありったけのダガーを繰り出した。抜く手も見せぬほどのスピードで、それらは幼い姿の神魔たちへと降り注ぐ。

　片方が避けそびれた。磨き上げられた刃が、その爪先を地へと縫ぬい止とめている。神魔が苦く悶もんし、なんとか足を振り上げるまでの時間は、およそ五秒ほど。しかし、それだけでヨシュアには充分だった。

　小さな敵の間合いへ素早く身を寄せ、その喉元に長い槍を突き込んだ。

「い、いつの間に……」

　幼い姿の神魔が唇を震わせる。

「いい槍でしょう？　いま、そこで拾った」

　のんびり笑って、彼は手を振り上げた。神魔の顔が縦に裂け、血をまき散らしてくずおれる。その体を蹴けり飛とばし、ヨシュアは低く笑った。

「芸がなさすぎだ。俺を殺す気なら、雷の一つも鳴らせないと」

「貴様っ！」

　最後のアーシアは呻うめき、再び、攻撃を仕掛ける。今度こそという思いで爪を振るい、牙を剝いた。それはヨシュアの手にした槍に食い込み、粉砕する。

「あーあ、高そうな槍だったのに」

　しかし、そんな攻撃も彼本体には当たらない。かすりもしない。華麗と言っていい足あし捌さばきで、ヨシュアは神魔の攻撃を避け、かわし、己の間合いを取っていく。

「おのれ、おのれ！」

　怒りと憎しみで煮えたぎる目を向けて、小さな神魔は宙を舞った。

「ひ弱な人間、もはや武器はないのだろう？　さっさと力尽きて死ね！」

「マジで？」

　あまりの速度で繰り広げられる一連の戦いを、ただ眺めるしかなかったエレミヤが、慌てて剣を構えた。その動きが、ほんの一瞬だけアーシアの意識を逸そらす。

　そして、ヨシュアにはその一瞬さえあればすべてこと足りた。

　神速の応酬。

　ヨシュアの左手が最後の神魔の額へ、見えない何かを撃ち込んでいた───細い細い、透明な針。水妖リムリーの作りし、氷の武器だった。

　うぉぉぉぉおおぉぉぉぉん！

　不吉な悲鳴をまき散らし、最後のアーシアは悶もだえる。

　ヨシュアの唇に、薄い笑みがまたも刷はかれた。陽光の下、赤い姿がいっそう染まりゆく。赤く紅く。

　そして、その時。

　リベカもまた笑っていた。血飛沫の中に立つ姿は、まさしく我が弟。神魔を持たず、音楽と刃だけを武器にしていた頃のヨシュア・バレクの欠片かけらだった。

　───いつかは、取り返す。

　半ばうっとりと彼女は思う。

　大陸でもっとも崇あがめられる人種となったヨシュアの姿と、それを引きちぎるようにして手に入れる自分とを。

　それは、きっと最高の供く物もつ。亡き姉に捧ささげる、美しくも尊い贄にえとなるだろう。

　隔たる姉弟の合い間で、神魔アーシアの身体は霧む散さんした。まず、指先が溶け失せ、それから、腕が胴が顔が、青黒い霧のように次々と消えていく。

「ちょ、これ何？　なんも見えないんですけどっ」

「気をつけて、吸わない方がいい！」

　言いながら、ヨシュアは坑の縁を駆け上がった。

「リベカ！」

　黒い霧を払って、地上へと飛び出すが、迎え撃つ者は既にない。

「や、逃げられた！　あのアマ、これが目的だったのかっ」

　地じ団だん駄だ踏んで悔くやしがるエレミヤの横で、ヨシュアは天を仰あおぐ。

　そこでも、一つの決着が付こうとしていた。

　クォォォォーン！

　雷凰の怒号に世界が白く染まった。

　天空を引き裂いた雷鳴が明けの太陽よりも激しく爆はぜ、蛇の身へと突き刺さる。その勢いは神魔を焼いても尚止まらず、海へと一直線にひた走っていった。

　波が裂け、逆巻いた。

　白銀の雷光が水平線を埋め尽くし、束つかの間ま、海が割れる。

　沖に船影はなく、それを間近で見た者はない。もしもその場に誰かがいたら、ある種の奇跡をその目に焼き付けたろう。青い波が雷の白光に裂かれ、切り分けられ、深く抉れた様を。

　その目ま映ばゆい世界の中、白い神蛇は見る見るうちに縮み、力なく海へと落下していく。それを追いかけていこうとする雷凰へ、ヨシュアは再び一いつ喝かつした。

「スーリィン、やめろ！」

　この距離で、声が届くはずがない。

　エレミヤは思ったが、雷の神魔は動きを止めた。まるで、ヨシュアの声に耳をそばだてたかのように。

「目印をつけたよ、スーリィン」

　淡々と言って、雷凰の伴はん侶りよは坑の底を指さした。

「動かない奴はみんな君にあげる。生気ルーアをもらっちゃいなさい」

「げ、外道っ」

　エレミヤが声を上げる。よほど疲労しているのか、愛用の剣を杖代わりにして体を支えているが、ヨシュアを攻撃するときだけは元気が出るらしい。

「かっこよく戒律守った挙あげ句くに致命傷与えないようにしてたから、新生ヨシュア・バレクさんは神官としてまっとうに頑張るおつもりなのかと思ってうっかり感激したんですけどっ」

「気持ちの上ではまだ神官見習いですけど、先まではたぶん無理でしょう」

　言いながら、ヨシュアは自分の胸元を指さした。

「みんなをさんざん巻き込んでしまった上に、位階一桁けたの神魔の主だっていうことが知られてしまった。これは神官の禁きん忌き、どうして塔とうに戻れます？」

「ヨシュア……」

　堅い横顔をルステラの間かん諜ちように向けたまま、ヨシュアは歩き出した。

「ダルタス様にお伝え下さい。そのうち、きちんとお詫わびに伺うかがいますって。それと、僕の同級生たちにも『助けてくれてありがとう、元気で』と」

　巨大な坑の縁を一歩、また一歩辿るように、ヨシュアは進む。

　その背に、坑から舞い上がったスーリィンが追いついてきた。薄紫の翼が娘の腕と変わり、彼の肩を強く抱きしめる。

「ごめんね、スーリィン。たくさん頑張ってくれたのに……」

　胸に肩に這う細い指に自分のそれを重ね、ヨシュアは呟く。

「僕ら、また二人ぼっちだ」

　静かな囁きに、彼女は答えない。

　ただ、小さなキスがヨシュアの目元をゆっくりと拭ぬぐった。
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　三日後。

　ヨシュアとスーリィンはケフェスの安宿にいた。二人でいちゃいちゃと逗とう留りゆうしているのだったら、いくらかまだ救いがあるが……思いっきり、枕を並べて寝込んでいたのである。

「あの化蛇めえ……スーリィンの柔肌に傷をつけおってからに。やっぱりまるっと全部食ってやればよかったぁぁぁ」

　か弱い小鳥の姿で彼女は唸うなり、寝具に四し肢しを放り出したままヨシュアは力なく頷うなずく。

「財布も荷物も隊商に置きっぱなしだったのも痛かったねえ……」

　暗殺者たちの生気ルーアを食い散らしても、尚、スーリィンのダメージは大きかった。ヨシュアはヨシュアでほぼ徹てつ夜やで戦いまくり、更に元来た道をてくてくと引き返し続けた。金がまるっきりなく、宿代を工く面めんするためにケフェスの広場で歌い続けて日ひ銭ぜにを得、本日めでたくそのへんで捕らえた小動物の丸焼き以外を口にし、屋根のある寝床へと潜り込むことができたのだ。

「最後に銀貨を投げてくれたおばさんの顔は、僕、一生忘れない。命の恩人だよ女神様だよ」

「スーリィン以外を女神扱いなぞ許さぬと普通なら言うところじゃが、まあ、今回は仕方があるまいのうー」

「それに、あの噂うわさ話ばなし……あと一〇年は消えないよね、あれ」

　ケフェスの町は、つい先日に起きた天変地異の話で持ちきりだった。突然、雷を纏まとった鳥の神魔が現れ、巨大な白い蛇の神魔と戦った。海上で二頭の神魔は激突し、それはそれは恐ろしい光景が繰くり広ひろげられた、と。

「カナンの方で、えらく長々と雷がピカピカしてたことがあったろ？　あれがそうだって」

「怖ーい。でも、ちょっと見たかったな」

「いやいや、近くにいた連中もとても近寄れなかったって言ってる。遠くで様子を窺うかがうのが精一杯だったとさ」

　その『近くにいた連中』は、おそらくヨシュアのいた隊商の人々だろう。

　───まあ、誰も巻き込まれなかっただけマシだけれど、できればあちこちで吹ふい聴ちようしてもらいたくなかったなあ。

　更に、ヨシュアの溜め息は深まる。

「まあ、そうしょげるでない、スーリィンのヨシュア。再び力をつけたなら、自じ慢まんの翼で一っ飛びよ。山奥にでもいってのんびりしようぞ」

「楽器は？　買わなくていい？」

「それは必要じゃな。音楽はとても大切ぞ」

「あれ、けっこう高いんだよ。当分の間、町で稼かせがないとならないかも」

　一段と、溜め息が重くなった。

「そうじゃ、ヨシュア。思い切り楽しいことをしようぞ！」

　景気悪いことこの上ない空気を繕つくろうように、小鳥は羽ばたきを繰り返す。

「楽しいこと？」

「そう。もう他人に契けい約やく印いんがバレてもよいのであろう？　だったら、スーリィンたちはちゃんとした夫婦になってもよいではないか」

「あー、なるほど」

　思いも寄らぬ提案に、ヨシュアは頭がついていかない。

　が、最後の力を振り絞り小鳥が娘に変じたのを見て、それも悪くないかと思い始めた。しなやかな腰もふくよかな胸も、なるべく触らぬように努めていた。が、それは神官修行が終わるまでのこと。もう神官にならないのなら、それはそれで有りだろう。

　薄紫の髪かみが、彼の胸に落ち掛かる。長い指が頰ほおと顎あごを滑すべり、首から鎖さ骨こつを辿たどる。そうする間に、唇くちびるが近づいてきた。熟うれた果実を思わせる、柔らかな色合い。

　───ちゃんとした夫婦になったとして……出来るのは卵かな？　それとも赤子なのか？

　積年の疑問がヨシュアの頭をよぎり、続いて、現実的問題が脳裏を閃ひらめいた。

「いやいやいや、待て待て。ちょっと待って。いま子供なんて出来たら、大事だよ？　子供って無料じゃ育たないんだよ」

「なんと、我が背せの君は世せ知ち辛がらい……」

「無料じゃ育たない子供を無理矢理育てようとすると、暗殺集団に売っ払う羽は目めになったりするの！　だめ絶対！」

「そう言うでない。ちょっとだけ、ほれちょっとだけ！」

「ダメだってばーっ！」

　安やす普ぶ請しんの寝台でくんずほぐれつ暴れていた、そのとき。

　ドドドドドド！

　宿の廊ろう下かが地響きを引き起こす。猛たけ々だけしくドアが開かれたのと、ヨシュアが妻を突き飛ばし、枕の下からダガーを引き抜いたのはほとんど同時。

「おっさん、いたー！」

「やだ、なにこいつ。女連れじゃない！」

「も、もしかして、あの雷らい凰おうじゃないですか？」

「さすが高位神魔」

　見慣れた顔が四つ転がり込んできて、いっせいにわあわあと喚わめき散ちらした。寝台から転げ落ちていたスーリィンはすっくと身を起こし、

「その通りじゃ！」

　空気を震わせて大だい喝かつした。これまでのすべての恨うらみを晴らすといわんがばかりの迫力である。

「我こそは火妖位階四位の大神魔、雷凰スーリィン様なるぞっ！　こんの小こ童わつぱども、頭ずが高い！　よいか、我がひとたび本気になったら、人間どもなぞこんがりまる焼きじゃ！　それをせぬのはな、我が夫・ヨシュアの慈悲ゆえじゃ！　もっとスーリィンのヨシュアを立てよ！　崇あがめ！　奉たてまつれ！」

　激げつ昂こうする大神魔を、少年少女たちは珍めずらしいものでも見るように眺ながめていたが、そっと頭を寄せ、

「なんか、感じ悪い女ねえ」

「おっさん、悪趣味ぃー」

「すごい美人だが、イタい」

「とても美人ですけど、イタい」

　ひそひそと感想を述べ合った。

「いやいや、君たち、何してんだよ？　そんなこと言うためにここまで来たわけじゃないでしょうに？」

　子供たちの背中越し、明るい声が響く。戸口に立つ人影を見て、夫婦は揃そろって眉まゆをしかめた。

「あんたこそ、何してるんですか、エレミヤ」

「エリシャだっつってんだろ！」

「じゃあ、何してるんですかエレミヤさんって、エリシャさんが聞いておいて下さいよ」

「うん、設定内だけど、もう遅いよ！　子供たち、すごい顔してこっち見てるじゃないよっ」

　狭い宿の一室に、テンション高い子供が四人に大人が一人増え、ヨシュアはなんだか息苦しくなってきた。

　更に、

「なんなのじゃ、貴様等は！」

　テンション高い神魔が拳を振り上げて怒ど鳴なり散ちらし出したから、たまらない。

「邪魔をするでない！　スーリィンたちはいままさに子作りを……」

「ぎゃー」

　ヨシュアは慌あわてて彼女の口を塞ふさぎ、ぐいぐいと自分の背後へ押し込んだ。

「それで、みんななんでこんなところに？　見聞の旅の途中でしょう？　カナンの神殿にいなくちゃダメじゃないか」

「それ、あなたが言う？」

「そのまま返すよ、その台詞せりふ！」

　呆あきれかえったというようにティエルが顔をしかめ、ラキシュが肩をいからせた。

「脱落者を出したら、まとめて減点。困る」

「ぼ、僕ら、できれば五年で卒業したいんです。だから、ヨシュアさんに勝手されるわけには」

　少年たちも後に続く。

「勝手されるって……自分たちの言ってること、ちゃんと判わかってる？　僕が塔とうに戻る方が、君らにはずっとリスクが高いんだよ？」

『高位神魔を召しよう喚かんしてはならぬ』

　魔ま操そうの掟おきてを破ったまま、神官修行を続けていく。それは、当事者であるヨシュア一人にとっても重い秘密だった。

　なのに、赤の他人の彼らにそれを背負わせていいはずがない。

　更に、リベカのこともある。ヨシュアは彼女を仕留めることが出来なかった。その手て駒ごまは減らせたかもしれないが、所しよ詮せん、それまで。頭さえあれば、手足はまた生える。それが、犯罪集団というものだ。しかも、彼女は破は戒かい神官という奥の手まで駆く使ししてくる。いつ何時、彼らの前に立ちはだかってくるかもしれないのに。

「早くカナンにお帰り。もう、僕のことは忘れて」

　ヨシュアはそう言った。そうとしか、言えなかった。

「おっさんのばかーっ！」

　ラキシュの鉄拳が、ヨシュアの腕に叩たたき込こまれる。リムリーに針だらけにされた方だったので、彼は悲鳴をあげ、スーリィンが飛び上がった。

「この雌めすガキ、黙ってみておればっ」

「だって、バカなんだもん、ばかばかばか大ばかーっ！」

「何をーっ！　バカって言った方がバカなんじゃぞ、このばかばかばか！」

「ああ、もう」

　ヨシュアの推測通り同レベルの戦いを繰り広げるスーリィンとラキシュの間を、ギレアドが割って入った。

「大丈夫、みんなおっさんの立場は判ってる。ちゃんと認識してる。だからこそ迎えに来た」

　彼にしてみれば、三日分ぐらいの長なが台詞ぜりふだ。驚おどろくヨシュアの前で、薄い胸を張ってティエルがそっくり返った。

「わたしはね、あなたのような危険人物を野放しになんかできないって思ったの。近くで監視して、まともな神官になるまで見届けた方がずっとマシだわ」

「見届けるって……」

「わたしが魔操を教えてあげればいいんでしょ？」

　首まで真っ赤にし、ティエルは続ける。

「リムリーぐらいの位階の神魔を呼び出せるようになればいいんでしょう？　そうすれば、大神魔の契けい約やく主ぬしだってことを隠したまま、人並みの神官になれるんでしょう？」

　この言葉に、ヨシュアは眉を思いっきりたわめた。そのあたりの事情を彼女たちに話したことはない。戸口の間かん諜ちようが舌を出して肩を竦すくめるのを睨にらみつけ、更に大きく息をつく。

「お、おいらは難しいことは判らない」

　ティエルの背後から、おずおずとセームが口を開く。

「でも、あなたはティエル様を助けてくれました。それはおいらにとっては大正解の大正義なんです」

「違うよ、セーム」

　低く、ヨシュアは答えた。

「僕は自分の都つ合ごうで君たちを酷ひどい目に遭あわせた。だから、僕が君らを助けたのは当然のことなんだよ」

　リムリーに抉えぐられた腕がことさら痛む。健けな気げな神魔に戦いを強しいたのは、自分だ。苦しいながらも有意義だったはずの旅を、死と隣り合わせの苦境にしてしまったのも。静かに眠っていた神魔を叩き起こして、妻と戦わせたのも……すべては自分の愚かさで引き起こしてしまった。

「だったら！」

　ラキシュはまっすぐに言い渡す。

「それを悪いって思ってんなら、今度はおっさんがあたしたちの都合に従えよ！　あんたいないとイヤなんだよ」

「イヤって言われても……」

「ただ、やなの！　とにかくやだ、やだやだーっ！」

「その通り」

　ギレアドがその後を引き取る。

「おっさんがいなくなるとイヤだ」

「いやです、困ります」

　セームが続き、それからそっとティエルを窺った。他の二人もまた、彼女をじっと見つめる。

「わ、わたしだってちょっとは……ほんのちょっとだけイヤなんだから……っ」

　自分の服の裾すそをぎゅうっと摑つかみ、ティエルが途切れ途切れに言った。ラキシュとギレアドがいっせいに首を振る。

「ダメだ、こいつ。泣き落としすらまともにできないなんてさ」

「不合格」

「そ、そんなことないですよ、ティエル様。素晴らしい意い地じっ張ぱりぶりですっ」

「きーっ！」

「そもそも、ティエルがフラフラしてあのババアに捕まったのが悪いんじゃんか。そこ、まったく謝ってねえぞ？」

「間抜け」

「なんですってぇー！」

　ヨシュアそっちのけで喧けん嘩かを始めた四人を、彼は唖あ然ぜんとして見守った。いつもなら、率先して仲ちゆう裁さいに入るところだが、ことの原因が自分なだけにどうしたらいいか判らない。エレミヤが腹を抱えて笑い出し、いっそうあたりは騒然となっていく。

「ええい、やっかましーい！」

　一喝して場を収めたのは、なんとヨシュアの妻だった。

　キリリと眉み間けんを引き締め、彼女は高らかに言い放った。

「スーリィンのヨシュアがいないと困るのはよく判る。このスーリィンが誰よりよく判るぞ。であるからして、そなたらはスーリィンの申し渡しをよく聞きませい」

　通っているようで通っていない理屈を振りかざし、雷凰は胸を張る。その迫力に、子供たちはもちろん、ヨシュアとエレミヤまでもが襟えりを正してかしこまった。

「我が伴はん侶りよ、ヨシュア・バレクは貴様等の願いを容いれて、嫌々渋々仕方がなく、塔に戻る。そうするよう、妻であるこのスーリィンが説得してくれる」

「はあっ？」

　意外な言葉に、ヨシュアは我が耳を疑った。スーリィンは意に介さず、更に続けた。

「故ゆえに、そなたらはスーリィンに感謝せねばならぬ。感謝して、贄にえを差し出さねばならぬ」

「えっ、死ねってこと？　あたしたちに死ねって？」

　ラキシュが震え上がり、ギレアドにしがみついた。セームがティエルを背に庇かばおうとして、肘ひじで強く突かれた。

「この雷凰スーリィン様に差し出す贄ならば、貴様等の孫まご子この代までそっくりもらってもまだ足りぬほどよ。が、そなたらはヨシュアのいちおう友とも垣がきである故、日々、ほんの少しの生気ルーアだけで容よう赦しやしてくれよう」

「スーリィン、それはちょっと」

　慌あわてて、ヨシュアは彼女を制した。

　しかし、スーリィンは譲ゆずらない。

「だって、スーリィンのヨシュアよ、スーリィンは淋さびしい。首飾りに閉じこめられて、あと数年を過ごすのはたまらぬ」

　怒っているとも嘆なげいているともつかぬ表情で彼を見上げ、彼女は静かに呟いた。

「じゃが、いまより生気をいくらかずつ食らえば、もう少し長く世に顕けん現げんできる。せめて朝まで、共におれる。それだったら、スーリィンは二人ぼっちでなくてもかまわぬ。我が慢まんできる……」

　それは逆に言うと、我慢する、と。

　塔での不便な暮らしを今後も受け入れるという意だと悟り、ヨシュアは声を失った。神魔であるスーリィンは、ヨシュアの立場をいつもあまり理解していない。欲を押し殺すのも、彼のことをただ好きだから。複雑な背景などは気にも止めない。ずっとそう思っていたのに。

「それに」

　いっそう神妙な声色で、雷凰は続けた。

「子供は無料では育たぬと、ついさっき……」

「わー、ぎゃー！」

　再び、ヨシュアは妻の口を塞ぎ、自分の背後へぎゅむぎゅむと追いやる。

「……それでいいわ」

　すったもんだする夫婦の横、とんでもない提案を真っ先に了りよう承しようしたのは、何故かティエルだった。

「その条件、わたしは呑のむ。殺されるのは困るけれども、多少の生気ルーアぐらい、あげてもいいわ」

「あたしだって！」

　意気込んでラキシュが続き、ギレアドとセームも頷いた。

「だって、さー。とっとと覚悟しちゃいなよ、ヨシュア。いやはや、まったく。神魔も学習するんだねえ」

「何を他ひ人と事ごとみたいな顔をしておる、ルステラの与よ太た者もの。貴様も寄よ越こすもの寄越すがよい」

「えっ、俺もっ？　なんでっ？」

「あの極悪太守に言いつけてもよいぞ？　護ご衛えいのくせして、我が夫が敵に蹂じゆう躙りんされるのをみすみす見過ごしよった無能者と」

「ちょっと、やだ。あんたの奥さん、凶暴なだけかと思ってたらこんな悪知恵までつけて。夫婦ってホント似てくるのっ？」

　悲鳴混じりのエレミヤの言葉は、ヨシュアの胸を衝つく。

「……そうですね、似てくるのかもしれません」

　小さく笑って、彼は頷いた。

　正直、あまり自分には似て欲しくないと思う。どこまで行っても自分はあまり質たちのよくない人間で、立りつ派ぱな手本になどなれそうにもない。スーリィンはスーリィンのままで、いて欲しい。

　けれど、反面。

　塔に戻ることを自分より早く彼女が決意してくれたことが、嬉うれしかった。人としての機き微びに、彼の背負うもの……背負いたいものに、神魔であるスーリィンが思いを寄せてくれることが。

　時に、愛は理解に結びつかない。愛していることは、どこまでいっても判っていることとは等しくならない。

　でも、だからこそ。

　判ってくれた……その感覚が何より心を震わせることもある。

「……ここまで嫁やみんなに言わせておいて、イヤだと言うわけにもいかないかなあ」

　決意をこめて、ヨシュアは立ち上がった。

　その様子に子供たちが喜色を浮かべる。それを見たヨシュアもまた、自然と微笑ほほえんでいた。

　───結局、僕は甘えてばっかりなのかもしれない。スーリィンにも、この子たちにも。

　ならば、皆の期待に応えたい。彼らの望む、ヨシュア・バレクたろう、と……いま、ようやくそう思えた。

　スーリィンが頷き、ラキシュが手を叩き、つられたようにギレアドが倣ならう。ティエルはひどくホッとしたように肩から力を抜いて、それからすぐに横を向いた。セームはその姿を見やって胸を撫なで下おろし、エレミヤが戸口からそっと離れていく。

　まるで、『塔』の一室のような、暖かな光景だった。和やかでありふれた、とても得難い、一同の優しい日常そのもの。

　が、それだけに。

「それじゃ、さっさと着替えて。早馬手配するから、みんなそれに乗って。尻が痛かろうが腰が辛つらかろうが、徹夜で走り続けるから、そのつもりで」

　ヨシュアの宣告は粛しゆく然ぜんと響く。

「えええっ？」

「いま来たばっかで疲れてるんだけど……」

「おなかすいたー。ちょっと休みたいー」

　右の不満・左の不平を満面の笑みで受け流し、彼はつけつけと説といた。いっそうのいい笑顔で、間断なく。

「旅程、何日遅れてると思ってんの？　一日でも早くカナンに入らないと、減点につぐ減点で大変なことになるよ。特に、それでなくても覚おぼ束つかない僕の成績は地に落ちて、来年には君らと自動的にお別れです」

　繰り出される端的な説明に、子供たちは返す言葉を失う。

「判ったら、はい、全員さっさと支し度たく！」

「うわあ、もう絶好調ー。口うるせえー」

「俺たち、早まった？」

「もしかして、この先ずっとこの調子なのかしら……」

「お嬢じよう様さま、お気をしっかり」

　ふらふらと少年少女たちは立ち上がり、ヨシュアに追い立てられて外へ出た。

　彼もまた戸口に立ち、短い二人ぼっちの時間を過ごした部屋を振り返る。少し乱れた寝台、窓辺には何もない机が一つ、そして、可か愛わいらしい彼の妻が首を傾かしげて見上げている。

　その彼女に、ヨシュアは何かを言おうと思った。

　ありがとうとも、すまないとも、いくらでも言おうと。

　けれど、胸がつまってうまく言葉にならない。

　だから、手を伸ばす。その頰に触れ、唇を落とした。短く、けれど、万感をこめて。

「笑っておくれ、スーリィンのヨシュア」

　耳に注がれる囁ささやきの、なんて暖かさ。泣きたくなるような気持ちを懸けん命めいに押し込めて、ヨシュアもまた、外へと向かった。

　そこには、海が広がる。

　ずっと好きになれなかった、その深い青。

　いまは亡き姉が、越えたいと願った水平線。久方ぶりにまっすぐに見たそれは、思いもかけぬほど美しい。

　いつの間にか小鳥の姿に戻った妻が、薄紫の翼を閃ひらめかせて蒼そう穹きゆうに舞い上がる。それを目で追いながら、見習い神官たちは海辺の町を旅立った。




　さて。




　いまや、『星せい紺こんの塔』でヨシュア・バレクの名を知らぬ者はいない。

　まず、一人だけ年長で塔に入ったため。

　次に、そこらでは見かけぬほど見事な赤毛であるため。

　何より、最大の理由は、神官の基礎の基礎である魔操があまりにも不ふ得え手てなため。




　けれど。




　あと数年もすれば、それもきっと変わる。

　変わるために、彼は今日の一歩を踏み出した。








あとがき




　初めましての方もそうでない方も、こんにちは。佐さ々さ原はら史し緒おでございます。一一月もどん詰まり、巷ちまたが赤と緑に色づき出したこの頃、新作をお届けいたします。

　前シリーズから、気がつけばまた一年近くが経過……も、申し訳ございません。

　その間、いろいろと環境の変化がございました。まずは、前任者ペラジーちゃんこと担当Ｋ氏からＡ女史へと交代。こうなると、どうしても各種すり合わせに時間がかかってしまいがち。しかし、このＡさん、ご入社間もない頃に拙せつ作さく「トワイライト・トパァズ」の巻タイトルを考えて下さった恩人でございまして。年月経てこうしてコンビを組めたのも、きっと何かのご縁えん。どうかよろしくお願いいたします。愛称は今作中に出てきたリムリーちゃんでよろしいですよね？　（断定疑問形）

　そして、体がかなり復調してきたのをいいことに、前々から念願だったちみっとだけ勤つとめ人にん復帰を決行。昔取った杵きね柄づかを生かし、一日四時間だけパートの窓口オバチャンです。片道七キロをチャリで爆走通勤、ますます健康になっております。日常にうまくペースを作れたせいか、執筆スピードも以前より上がったですよ。普通、逆らしいですが。

　そんなこんなの中、完成いたしました今回のお話は、数年ぶりの異世界ファンタジー。銃も火薬もまだない時代、化け物引き回して頑がん張ばる少年少女のあれこれでございます。

　デビュー以来、恋が始まるまでのボーイ・ミーツ・ガールなお話を書いてきましたが、最近、そんなんダルいって読者様も多いんだなと気がつきまして。「なら、最初から仕上がってるカップルの話を。但ただし、わたくしは撃つなら実弾という主義です」とプロットを提出したところ、「いちおう未成年対象文庫なんで……」と差し止められ、気がつけば主人公超生殺しという展開になり申した。まあ、わたくしは主人公は苦労してナンボという主義でもございますので、ヨシュアさんには当分このままで頑張ってもらいたいと存じます。

　佐々原が書くとすっかりアレですが、せんむ様のイラストだと猛烈にかっこよくて主人公らしい主人公です。ホント、素す敵てき絵えの力は偉い大だいでございます。スーリィンの下乳とかまじ神が宿ってるよね！　ありがとうございます。キャラ表やらラフが届く度たび、幸せにひたっとります。今度ともお見捨てなきようお願いいたしますです。

　しかし、「当分」「今後」とは申しましたが……それがあるかどうかは、実は読者の皆様のご愛あい顧こ次し第だい。少しでもお気に召していただけたなら、お友達にもお薦すすめ下さいますようお願い申し上げます。

　それでは、またお会いできる日を夢見つつ。





二〇一三年霜月　佐々原史緒　拝　
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